




























































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　これより、語るのは要人の一部のみが知り得うる最高機密トツプシークレツトの顚てん末まつだ──。

　事の重要性から、決して表に出してはならないものではあるが……時が来れば、この情報が役に立つのもまた事実だ。

　よって、もし自分に何かがあった場合のことを想定して、あえてこの媒ばい体たいに記録させてもらう。

　これが開示されないことを切に願いつつ、記録を開始させようか。







　　　第１話　紅べに髪がみの赤せき龍りゆう帝てい







　事の始まりは、クリフォトとの戦いが激化してきた頃ころのことだ。

　俺──アザゼルは、教え子たちから聞かされたものをこの目で確認するため、その日の深夜、リアスたちの行動に付いていくことにした。

　俺があいつらから聞かされたのはこうだ。

　──最近、グレモリー眷けん属ぞくの縄なわ張ばり付近に不ふ審しんなモノが出しゆつ没ぼつする。

　そう相談を受けたのだ。少なくともはぐれ悪あく魔まではないようだった。

　相談を受けてから二日後の深夜のことだ。朱あけ乃のから、緊きん急きゆう回線で──。

『先生、例のモノが現れましたわ。確認のために、こちらまで顔を出していただけませんか？』

　連れん絡らくを受けた俺は、おおよその場所を教えられたあとに転移型魔ま方ほう陣じんでそこへ一気にジャンプをする。話では、イリナも謎なぞの敵の討とう伐ばつに参戦しているとのことだ。

　転移してすぐにリアスたちの魔力──オーラの波動を感知したので、そこまで翼つばさを広げて飛んでいった。

　現場は、駒く王おう町の郊こう外がいにある廃はい屋おくだ。人ひと気けのない場所で、電灯ぐらいしか明かりはない寂さびしいところだ。すでに戦いは始まっているようで、魔力での攻こう撃げきが視認できる。

　俺がリアスたちのもとに到とう着ちやくしたとき、ちょうどグレモリーの口上が発せられていた。

「私の管かん轄かつ内を荒あらす、不ふ逞ていの輩やから。グレモリー公こう爵しやくの名において、あなたたちを吹ふき飛ばしてあげるわっ！　……と言っても言葉が通じているか怪あやしいところだけれど」

　リアスが決めたところで、イッセーたちも構え直していた。どうやら、先にいくらかやりあったようだな。イッセーも鎧よろい化かしていた。

　俺が視線を前に送ると電灯の下、明かりに照らされて──そこに銀色の形容しがたいものが立っていた……っ。

　かろうじて人型だ。『かろうじて』とは、四し肢しがあり、頭部もあり、人間のように足で立っているから、視覚的外観を述べたに過ぎない。問題は構成されているものだ。

　銀一色の全身が、虫の外骨格のように硬こう質しつそうな表面をしており、光こう沢たくを放っている。一見、機械のように見えるが、外皮のようなものは非常に滑なめらかな曲線も描えがいており、生物とも見受けられてしまう。

　頭部は後頭部が突つき出ており、さながら人間たちがよく噂うわさしている『宇宙人のグレイ』めいていたが、目（昆こん虫ちゆうの複眼を連想させる）とも思おぼしきものが、五つもあり、鼻と口が見当たらなかった。

　何よりも──オーラをまったく感じ取れない。いや、こいつの体から、何かが発せられているのはわかる。だが、それは俺たちの知っているエネルギー、エナジーと明らかに異質なものだった。呼吸をしている様子すらうかがえない。

　謎の生物と対たい峙じしたオカルト研究部の面々は、一様に複雑極きわまりない表情を浮うかべており、眼前の物体に戸と惑まどっていた。

　……まあ、俺もコメントに困る相手を見てなんとも言えないんだがな。とりあえず、永い間生きてきた俺が初めて遭そう遇ぐうする手合いだ。

　なるほど、こいつは……研究者的に興味が引かれる相手だ。

　相手に気味悪がるイッセーが俺に訊きいてくる。

「……先生、これ、なんですか？　機械？　魔物？」

　俺は間かん髪はつを容いれずに言った。

「わからん。俺も初めて見る。機械でも魔物でもなさそうだ。まずは……捕とらえて調べてみるか。おまえら、できる限り痛めずに捕つかまえてくれないか？」

　俺の指示を受けて、リアスが当とう惑わくしていたが、渋しぶ々しぶうなずく。

「……先に仕し掛かけられた以上、捨て置くわけにもいかないものね。──小こ猫ねこ」

「……はい」

　リアスの命を聞き、小猫が一歩前に出た。

　……まずは、打撃か。判断材料としてはわかりやすくていいな。

　俺は小猫に追加の指示を告げる。

「小猫、闘とう気きをそこそこ込めて一発入れてみてくれ」

「……了りよう解かい」

　小猫は軽かろやかなフットワークを見せながら、相手の隙すきをうかがうが……。相手はまるで動こうとしなかった。所作ひとつ見せない。それが余計に不気味だった。

　小猫が、距きよ離りを詰つめて相手の腹部に一発ぶち込んでいく。

　──金属にハンマーを打ち込んだかのような音が辺りに響ひびき渡わたる。

　インパクトで金属音？　やはり、金属──機械なのか？

「…………」

　小猫が後方に飛び退のき、俺たちのもとに戻もどってきた。打ち込んだ拳こぶしをまじまじと見つめていた。

　小猫はぼそりとつぶやいた。

「……まるでゴムの塊かたまりを殴なぐったようでした」

　……そりゃ、なんとも。インパクト音が金属で、感かん触しよくがゴムってか。ますます正体がわからなくなってきたぜ。

　──と、相手が動きを見せ始める。頭部を小刻みに震ふるわせて──五つの青い目が、赤い危険な色合いに転じたっ！

「あれね！　皆みんな、散って！　アザゼルも避よけて！」

　リアスが素す早ばやく皆に命令を飛ばす。

　俺も危険を感じて、翼を広げて、深夜の上空に飛び出していった！　眼下に謎の物体を捉とらえて、様子をうかがうと──全身に見たこともない紋もん様ようを浮かび上がらせたあと、五つの目から赤い光線を放ってきやがったっ！

　この場にいる連中は、若いながらも結構な修しゆ羅ら場ばをくぐってきているため、生半可な攻撃は歯し牙がにもかけないだろう。──だが、放たれた赤い光線は、ぐにゃりと光の軌き跡せきを曲げていったっ！

　朱乃が叫さけぶ。

「気をつけてください！　あの光は自在に動きますわ！」

　赤い光線は、それぞれが意思を持つかのように宙で縦じゆう横おう無む尽じんハチャメチャな軌跡を高速で描きながら、俺たちに襲おそいかかる！

「くっ！」

　ロスヴァイセが一発を貰もらいかけるが、防ぼう御ぎよ魔方陣を前方に敷しくことで弾はじき──。いや、赤い軌跡はロスヴァイセの魔方陣に弾かれることもなく、まるで意にも介かいさずに魔方陣をすり抜ぬけていった！　防御魔方陣をすり抜ける!?　ロスヴァイセの魔方陣は、少なくともあらゆる事象に対しての防御対策として展開していたはずだ。物理攻撃にも魔法攻撃にも対応した術式で編んであったはずだ。

　──それをすり抜ける？

　となると、あれは物理でも魔法でもない、まったく異なる認識から生まれた攻撃というのか？　いやいや、あり得ん！　北ほく欧おう神話は魔法の技術が他のどの神話体系よりも進んだ領域だ。そこでエリートだったロスヴァイセの魔方陣をすり抜けるなどと──。

　ロスヴァイセは自身に触ふれる瞬しゆん間かんに体たい捌さばきで赤い軌跡を避けて、距離を取った。

　空中で他の赤い軌跡を払はらいのけていくオカ研の者たち。

「くっ！　邪じや魔まだ！」

「もう！　何よ、これ！」

　手に持つ得物で赤い軌跡を斬きり払うゼノヴィアとイリナ。

　……聖せい剣けんでの攻撃ならば弾けるのか。

「クソッ！　ドラゴンショット！」

　イッセーが特大の魔ま力りよく弾だんを相手目め掛がけて放っていく。凄すさまじい速度で放たれた赤龍帝の一撃は、銀の謎の生物に直撃する──。避ける素そ振ぶりすらしなかったぞ。

　爆ばく音おんと爆ばく煙えんを巻き起こし、相手は──衝しよう撃げきで生じたクレーターの中央で、バラバラとなっていた。四肢がもがれ、頭部も胴どう体たいと離はなれていた。

　……やったのか？　いや、バラバラになったというのに体液すら出てこない。……なんなんだ、こいつは……？

　リアスが目を細めて警けい戒かいを緩ゆるめなかった。

「……ここからよ」

　リアスが言うように、バラバラになったはずの謎の生物は──胴体、四肢の切れ端はしから、細い触手のようなものを無数に出現させていった。腕うでの断面から生えた触手が、胴体の断面より出ている触手と──融ゆう合ごうしていくっ！

　腕と胴体が、足と腰こしが、次々と繫つながっていき、元の姿に戻ろうとしていた！

「くっ！」

　木き場ばが飛び出して、聖魔剣で繫がろうとしている触手を斬り払うが──程なくして再生は再開されていく。

　これをロスヴァイセが言う。

「先ほどと同じです。一度、倒たおしたのですが、あのようにすぐに復活するのです。しかもただの攻撃では、あのボディに傷ひとつつけることもできない」

　……確かにイッセーの攻撃を受けても、銀の体に傷ひとつついておらず、いまだ光沢を放ってやがる。まあ、こいつら周囲を気にせずに本気を出せば、この限りではないだろうが、町内でそんなことできようはずもない。

　俺はロスヴァイセに言った。

「──凍こおらせろ」

　俺の言葉を察したのか、ロスヴァイセが魔方陣を展開して、周囲に冷気を漂ただよわせてから、謎の生物を凍とう結けつさせていった。触手がしだいに動きを弱めていく。五つの目も輝かがやきを失い、ついには活動を停止させた──。

　銀の生物の周囲に降り立つ俺たちは、気味の悪さを覚えながらも回収の手はずを進めていく。

　これが、俺たちと、謎の生物とのファーストコンタクトである──。




　　　　　─Ｄ×Ｄ─




　謎なぞの生物を捕らえてから、数日後のことだ。

　俺はオカ研の部室に顔を出して、部員たちに報告をしていた。ちょうど、悪魔の仕事を終えたばかりだったようだ。

　俺が手元から映写式の魔ま方ほう陣じんを展開させて、例の生物を立体映像で皆に見せていた。軽く、銀色の生物について報告を済ませる。まあ、まだ正体不明としか言えなかったが。

　投写された立体映像をぐるりと回りながら見ていたイッセーが言う。

「……いったい、こいつ、何者なんでしょうか？」

　俺は首を横に振ふった。

「わからん。俺も永く生きてきたが、こいつらは初めて見る。軽く調べてみても、どの神話体系にも属していない生物だ。参考になる文ぶん献けんもありゃしない。オーディンのじいさんもゼウスのところも匙さじを投げ出す寸前だそうだ。もっとサンプルを寄よ越こせとまで言ってきやがった。各勢力の研究機関も大注目みたいだ」

　いちおう、グリゴリの研究施し設せつで調査継けい続ぞく中だ。三大勢力の同盟の関係上、天界、悪魔側からも研究員が派は遣けんされており、共に調べているが……構成されている物質すら判明していないのだから、お手上げだ。

　……まあ、おかげである程度の目測もついたけどな。つまり、この世界にはない物質ってことだ。

　リアスが訊いてくる。

「お兄さまやアジュカ・ベルゼブブさまからのご報告は？」

「サーゼクスもわからんそうだ。アジュカは……調査中とのことだ」

　アジュカはそう言っているが、あの魔王ならすでに把は握あくしてきているかもしれない。

「……まるで有機物と無機物の融合体、機械と生物が合わさったような……」

　小猫がそう言う。

　……ああ、その認識は間ま違ちがっちゃいないだろうが、俺たちの尺度でそこを測るのも早計でもある。

　俺は、映像を止めると、

「ま、何かわかったら報告する。もし、またあれに会ったら俺に連れん絡らくを寄越せ。それまでは普ふ通つうにしていていい」

　それだけ言い残して、部室をあとにした。







　部室を出た俺は、駒王町の地下に設けられている広大な空間に足を運んでいた。リアスの身内が作り出したものである。有事の際に活用するため、また冥めい界かいに繫がる列車を通すために用意しただだっ広い場所で、大小様々な空間が無数に繫がっていた。内部に明るくない者が入り込めば、間違いなく迷うことだろう。

　俺は、その空間のひとつにたどり着いていた。

　実は、昨夜、俺宛あてにとある通信が入ったのだ。

『あなたたちの町に出しゆつ没ぼつする者たちについてお話がしたい。駒王町の地下で待ちます。絶対にお一人で来てください。場所は──』

　──と、若い男の声がプライベート回線でそう伝えてきやがった。

　……俺がグリゴリの幹部にしか教えていなかった機密回線だ。リアスたちにも教えたことのない回線を通してくるなんて……いったい何者なのか。

　俺は怪け訝げんに思いながらも、ここで待っている。

　……護衛に鳶とび雄おや夏なつ梅みたち、『刃狗スラツシユ・ドツグ』チームを付けるべきなんだろうが、あっちが一人で来いと言っていたからな。つい律りち儀ぎに守ってしまった。まあ、いつでも逃にげられるようあらゆる転移型魔方陣の術式は事前に用意してきたけどな。

　待つこと数分──。

　背後からの気配を感じて振り返ると──そこには例の銀色の生物が、二体現れていた。

　……罠わなか？　ったく、俺も甘くなったもんだ。バカ正直にあの回線を信じるなんてな。イッセーたちの影えい響きようだろうか？

　ま、それは置いておこうか。俺は右手に光の槍やりを出現させた。

　対たい峙じしていて、思し慮りよする。……こいつらが、俺の回線を知った？　いや、上に俺の回線すら知りうる存在がいるってことだろうか。グリゴリ幹部しか知らない回線となると……これ以上身内は疑いたくないんだけどな。

　ため息を吐ついている俺の耳に奇きっ怪かいな音が聞こえてくる。

《ギガガガガガガッ》

《グゲゲゲゲゲゲゲッ》

　……ほう、『声』らしきものを発したぞ。口がないから、どこから声を出しているか皆かい目もく見当もつかないが……。

　俺は槍の切っ先を相手に向けて言った。

「俺も個別に狙ねらうってか。……おまえら、他の神話体系に手を出していないことから、目的は俺たちだな？」

　問う俺だったが、奴やつらは小刻みに震えながらこう述べる。

《ギガガガガガ、アザ、ゼル、リアス・グレモリー、ギガガガ》

《グゲゲゲゲゲ、ヒョウドウ・アーシア、ヒョウドウ・イッセー・グレモリー、グゲゲゲゲ》

　機械的な音声だ。……やはり、機械なのか？　というよりも、いま俺たちの名前を出したな。俺たち狙いなのは、明白だが……。気になることも声に出しやがった。

　──ヒョウドウ・アーシア？　ヒョウドウ・イッセー・グレモリー？

　聞き間違いか？　それとも相手の勘かん違ちがいか？　それは知れないが……。

　二体の銀の生物は、五つの目を怪あやしく赤く輝かせ始めた。例の光の触手みたいな攻こう撃げきをするつもりだなっ！　俺は槍を構えて、逃とう亡ぼう用の魔方陣の展開も考慮する！

　──と、そのときだった。

　第三者の声が、この空間に響ひびき渡わたる。

「来て早々にこいつらと会えるなんてな。さい先がいいのか、悪いのか」

　刹せつ那な、銀の生物の一体が──頭部より、縦に両断されていく！　絶大の聖なるオーラを揺ゆらめかせる一本の聖剣！

　真っ二つにされた生物がくずおれていき、そいつの背後から現れたのは、聖剣を構える一人の少年！　聖剣は──デュランダルにそっくりの形をしていた。

　さらにもう一人の声が聞こえてくる！

「下がれ、漸ゼン」

　その声を聞いて、デュランダルを持つ少年が横に飛び退のく。同時に残った銀の生物の頭上に雷かみなりが生まれていた。

「──雷らい光こうよ」

　声と共に煌きらびやかな雷光が、銀の生物に落ちていく！　盛大な雷撃に全身をくまなく焼かれていった！　雷撃が止やんだとき、そこにあったのは人型の消し炭だけだった。

　俺たちも容易に傷をつけられなかったこいつらをこうもいとも簡単に！

　銀の生物を二体退けた少年二人が、俺の前に立つ。

　聖剣を持つ少年と、黒くろ髪かみで細身の少年。……どちらもどこか見覚えのある面おも影かげをしていた。

　黒髪の少年が俺に頭こうべを垂れる。

「はじめまして、アザゼル……初代総そう督とく殿どの」

「雷光に……デュランダルに似た聖剣。おまえたちは──」

　問う俺に黒髪の少年は自己紹しよう介かいをし始める。

「アザゼル初代総督、僕の名前は姫ひめ島じま紅くれないといいます」

　それに聖せい剣けんを持つ少年も続く。

「俺は漸ゼン・クァルタと言います」

　……二人の姓せいに俺は驚おどろき、同時に得心も抱いだき始めていた。

　黒髪の少年──姫島紅が言う。

「僕たちは今から約三十年後の未来からやってきた──赤龍帝・兵ひよう藤どう一いつ誠せいの子供です」
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　二人の少年から告げられた突とつ然ぜんの告白に驚くしかない俺だったが、割とすぐにこいつらの話は受け止められた。

　……まあ、いまはともかく、三十年後であるならば、時間を超こえる魔力、魔法、グリゴリの研究技術が発展していてもおかしくはないだろう。

　俺自身、歴史の歪わい曲きよくを恐おそれて、あまりその領域に足を踏ふみ入れたくはなかった。そのため、真しん剣けんに取り組んでもいなかったが……よほどのことがあれば研究するだろうよ、未来の俺ならば。

　二人はイッセーの子供だと言っていたが……おそらく、母親は黒髪の少年が朱乃、聖剣を持つ少年がゼノヴィア、といったところだろう。どちらも顔つきが母親にそっくりの美少年だ。

　俺はそこまで思慮したところで、二人の少年に問う。

「……何があったか、端たん的てきにでもいいから話せ」

　黒髪の少年──姫島紅が言う。

「いま、この一帯に出没している謎の生命体は──未来から来たものです」

　聖剣を持つ少年──漸・クァルタが続く。

「正体は──異世界の生物。俺たちは、『ＵウＬル』と呼こ称しようしてます。『Under world's Life form』の略称です」

　……なるほど、そういうことか。

　あの生物が、この世界のものではないことはある程度予測はしていた。異世界の生物と言われれば、合点もいくというものだ。そして、未来から来た。これも納なつ得とくできる。突然、あんなものが現れるなど、そうはないからな。次元の狭はざ間まを観測している悪魔たちが次元の揺らぎを捉とらえれば、俺のもとにも情報は入ってくる。

　それが今回はなかった──。少年たちの言っていることは突とつ拍ぴよう子しもないが、俺としてはいろいろと話が繫つながっていくと思っている。

「異世界ってのは、もしや、イッセーが遭そう遇ぐうした乳神と関連しているか？」

　俺がそう訊きく。悪神ロキとの戦せん闘とう中にイッセーは、乳語翻訳パイリンガルを通じて、乳神に仕えるという精せい霊れいと交信した。それによって、自分たちが知る各神話世界の他ほかに、まったく別の異世界が存在するのではないかと一部の研究者から注目を集めている。

「はい、そうです」

　──と、紅は至し極ごく平然と答える。

　……額に手をやるしかない俺。

　いま俺たちが戦っているクリフォト首しゆ魁かいのリリン──リゼヴィム・リヴァン・ルシファーの思おも惑わくといい、これは必然だったのか？　それとも……。

「未来で何があったか話せ」

　頭を振ふって気を取り直した俺が訊く。まあ、未来で何かがあったからこそ、この時代にまで影響が出ているのだろうからな。まずは事情を聞こうじゃないか。

　紅が語り始める。

「タイムパラドックスをあまり起こしたくないため、詳くわしくは教えられませんが、いまから三十年後、『邪じや神しん戦争』と呼ばれる大きな戦いくさが我々の間で起こります」

「……ま、だいたい想像はできる。魔ま神じんや悪神の類たぐいが徒党を組んで俺たちに攻せめ入るとかそういうのだろう？」

　皮肉げにそう言う俺。漸・クァルタも苦笑していた。

　漸が言う。

「はい、あなた方が和平を積み重ねた結果、未来の各世界は協調性が進んだ世界になっています。もちろん、その間にも厳しい戦いは何度もありましたが……父たちは犠ぎ牲せいを払はらいながらもそれらを打破してきました」

　それは……うれしいじゃないか。今後の和平活動に力が入るというもんだ。いや、力みすぎると変に歴史を変えるかもしれないから、平常心で臨のぞんだほうがいいな。

　紅が続く。

「彼ら、魔神と悪神の背後で支し援えんしていたのが──異世界の邪神なのです。あなたが先ほど遭遇した『ＵウＬル』は、異世界の邪神が作り出した兵隊です。機械と生物の融ゆう合ごう体たいと思ってください」

　……異世界の邪神、か。どうやら、未来の情勢も問題が山積みのようだな。いまから頭が痛くなりそうだ。

　俺はうなずき、こう訊く。

「未来のことはわかった。じゃあ、なんでその『ＵウＬル』とおまえらがこの時代に来た？　理由はあるんだな？」

　核かく心しんに触ふれる俺。そう、未来の出来事はわかった。しかし、どうしてそれが現代にも影響を与あたえるのか？　『ＵウＬル』とやらとこいつらがこの時代に来ているのか？

　紅は静かに言う。

「──この時代に、北ほく欧おうの悪神ロキが『ＵウＬル』を連れて、逃にげてきているからです」

　……ロキときたか。こりゃ、なかなかに複雑そうな問題だな。

　漸がこう言う。

「三十年後の悪神ロキは、戦争中、隙すきを見つけて脱だつ獄ごくしています。そして、俺たちの敵として戦争に参加しました。その途と中ちゆうで異世界の技術を用いて、時空を超え、この時代にたどり着いています」

　……未来のロキがこの時代に来ているってことか。現代の奴は、アースガルズの牢ろう獄ごくに繫がれているだろうからな。

　俺は再度問う。

「それで、奴ら──ロキと共に来た異世界の連中がこの時代でやりたいことってのはなんだ？」

「──歴史の改変です。異世界の邪神や未来の悪神たちは、この世界の歴史をいじることで自分のやりやすい結末を描えがきたいのです」

　漸が言う。

「それによって、俺たちの親父おやじやリアス母さんたちの本来あるべき出来事を塗ぬり替かえるつもりなんです」

　紅が眉まゆを寄せながら言う。

「僕たちのいた時代──未来の世界では、並行世界、つまり世界線の観測ができる能力者がいます。その方が言うには、この世界線は無事ですが、他の世界線ではすでに異なる歴史を歩み出しているそうです」

「ある世界線では乳神の精霊が現れなかったそうです。乳神と接せつ触しよくすることで、異世界の存在を察知されたくなかったのでしょうね」

　漸がそう言う。

　俺はあごに手をやり、首をひねっていた。

「大分、おかしなことになっていそうだな……」

　ロキの奴め、この時代で一暴れして、あらゆる世界線の歴史をねじ曲げる気だな。まあ、あいつのことだ、それが未来で抱いたあいつなりの神ラ々グのナ黄ロ昏クなのだろう。

　漸が緊きん張ちようの面おも持もちで言ってくる。

「信じられないかもしれませんが……真実です」

　とうてい信じてもらえないと思ったのだろう。

　だが、俺は平然とひとつうなずくだけだった。

「いや、信じるさ。おまえさんたちの顔を見ていれば嫌いやでもあいつらの子供だってわかっちまうからな」

　いま起きている状じよう況きようとこいつらの話は、辻つじ褄つまが合っていると俺は思っている。何よりもこいつらから感じるオーラの波長は……まんまあいつらのものだ。今いま更さら、疑う余地もないだろう。

　安あん堵どした紅が息を吐つく。

「母たちが言っていた通りでした。あなたに話せば、絶対に理解してもらえると」

　安心してもらったところで俺は気になったことを訊く。

「……ところで、おまえたちをここに送り込んだのは誰だれだ？　時を操れるなんて、相当なもんだぞ？　アジュカか……もしかして、俺の研究が未来でタイムマシンを作るにまで至ったか？」

　おそらく、時を超える技術を持ったのは俺かアジュカ・ベルゼブブだろう。アジュカもその気になれば禁きん呪じゆの類を複数用いて可能にしてしまうはずだ。それをしないのは、俺と同じ理由だろう。

　俺の言葉に漸は当惑していた。

「……えーと、どちらも合ってはいるのですが……」

　紅も言葉を濁にごしながら続く。

「その、アジュカさまの魔力術式とアザゼル初代総そう督とくの技術があったのは確かなのですが、それを操作しているのは、僕たちの上司といいますか……」

「たぶん、あの方もこちらに来ているとは思うのですが……」

　二人とも怖こわ々ごわとしていた。よほど、その『上司』が怖いと見える。

「俺が知っている奴やつか？」

　訊く俺に紅はうなずく。

「はい。いちおう、リアス母さまのご眷けん属ぞくの方です」

　リアスの眷属？　となると……。

「……時、か。……まさかな」

　一人しか思いつかないが……怖いだと？　何が起こっているというんだ、三十年後の未来は……。まあ、グリゴリ幹部しか知らない回線をこいつらが知っていたのは、未来にいる誰かが伝えたからだろう。

　漸は紅に言う。

「紅兄さん、勝手にアザゼル初代総督と会ったこと、絶対に怒おこるよ、あのヒト……」

　息を吐く紅。

「そうだな、漸。きっと、腕うでを組んで、『貴様ら、これはどういうことだ？』って背景をゴゴゴゴと鳴らして苛いら立だつに決まっている。だが、だからこそ、らしいとも言える」

　二人の反応をおもしろおかしく観測している俺に気づいたのか、紅と漸も咳せき払ばらいしていた。紅は話題を切り替えて、真まっ直すぐに言ってくる。

「実は、もうひとつ重要なこともあって、この時代に来ました」

　漸も真に迫せまった表情となってうなずいていた。

「俺としてはそっちのほうが本命だと言ってもいい。実は──」

　漸がそこまで言ったところで、俺に緊きん急きゆうの通信が入り込む。耳に展開する通信の小型魔ま方ほう陣じん。

　朱乃の声が聞こえてきた。

『アザゼル先生。大変ですわ。例の者たちが、ソーナ会長の縄なわ張ばりに出しゆつ没ぼつしたそうです』

　──っ！

　……ソーナの縄張りは、駒王町に隣りん接せつしている地区だ。そこにまで『ＵウＬル』が出たということか。

「わかった、俺もいまから行く！」

　それだけ言って、俺は通信を切った。

　紅と漸は──すでにやる気に満ちていた。

「来る、ってことでいいか？」

　俺が訊くと、二人はうなずく。

「はい」

「そのつもりで来ましたからね」

　二人の勇ましい姿は──父親にそっくりのいい心構えだった。熱いハートは完全に引き継ついでいるってことかね。

　俺は指を立てていちおう言っておく。

「ただ、親には会わないほうがいい。何が起こるかわからんからな」

　二人はこれに顔を見合わせたあとにおかしそうに噴ふいていた。

「もちろん、そのつもりです」

「でも、遠目には見させてください。若い親を見るのも楽しみだったので……」

　ま、それはタイムスリップの醍だい醐ご味みでもあるか。

　俺たちは転移型魔方陣で一気に現場近くまでジャンプしていく──。
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　深夜の上空を飛ぶ俺たち。

　紅も漸も翼つばさはドラゴンのものだった。ここはイッセーの血が濃こいようだ。顔はどちらも母親似なんだけどな。まあ、イッセーに顔が似たところでいいことはないだろうし。

　朱乃からの二度目の通信では、ソーナチームの攻こう撃げきから複数の『ＵウＬル』が逃げたとのことだった。

　どうにも紅たちは、奴らの居場所を感知できる機器を有しているようで、手元に小型機器を持って、反応を確認していた。

　紅が、とある一点を指さして「あそこです」と伝えてくる。

　俺たち三人は、駒王町から大分離はなれたところにある山の奥地に降り立っていた。

　前方に複数のうごめく物体を視認できた。近寄って見れば──十数体に及およぶ『ＵウＬル』だった。──と、すでに戦せん闘とうが開始しているようで、魔力の波動を感知できてしまう！

　紅あかいオーラが光の軌き跡せきを描えがきながら、『ＵウＬル』に襲おそいかかっている！

　間近にきて、俺は眼前の光景に驚おどろく。

　複数の『ＵウＬル』、その中央に禍まが々まがしくも神こう々ごうしいオーラを放つ存在が佇たたずみ、対たい峙じするように紅いオーラを全身から放つ剣けん士しが道で睨にらみ合っていたからだ。剣士はフードを被かぶっており、顔までは見えない。

『ＵウＬル』を付き従えているのは……懐なつかしいオーラの波動じゃないか。そう、悪神ロキそのものだった。容姿すら、先日と一切変わらぬ格好だ。

　剣士は、紅いオーラを纏まとう紅い刀身の長剣を一いつ閃せんして、『ＵウＬル』を一気に二体も屠ほふり去って行った。

　紅いオーラを放つ剣士がロキに言う。

「ようやく会えたな」

　ロキは忌いま々いましそうに顔を歪ゆがめていた。

「貴様は……っ！　ここまで追ってきたというのか……っ！　……忌々しき真しん紅くの血族がっ！」

　剣士がふいにフードを取り払はらう。そこにちょうど雲に隠かくれていた満月が、顔を覗のぞかせる。

　月光に照らされて、そこに立っていたのは紅べに髪がみの少年剣士だった──。

　紅が一歩前に出て紅髪の少年に言う。

「──イクス、来ていたのか」

　イクスと呼ばれた少年剣士は、不敵な笑みを見せていた。

「やあ、兄さんたち。──遅おそいから、俺だけで片付けようと思っていたところだ」

　大だい胆たん不敵にそう告げた少年は、再び『ＵウＬル』に勇ゆう敢かんに斬きりかかっていく！

「他ほかの兄妹──まだイッセーの子供が来ているということか」

　俺が紅に問う。

「ええ、皆みんな、アーシア母さんを助けるためなら、どこまでも行きますよ」

　その言葉に俺は訊きき返す。

「アーシア、だと？　いったい、何が起こったというんだ……？」

　訊いている俺など置いて、イクスはロキに言う。

「わざわざ、おまえたちを斬るために三十年前の世界にまで来てやったんだ」

　ロキが手元に魔方陣を展開させて、魔法の弾たまを幾いく重えにも撃うち込むが──。イクスは紅色の剣で、容易たやすく打ち消してしまう！

　この結果にロキは歯は嚙がみしていた。

「…………ッッ！　我が攻撃を斬り払うかっ！」

　俺は、イクスの左腕に装着されたものを見て驚いた。

　──赤龍帝の籠手ブーステツド・ギアにそっくりなガントレットだと!?

「紅髪に……赤龍帝の籠手ブーステツド・ギアにガントレット……。じゃあ、あの少年は──」

　俺の言葉に紅がうなずく。

「はい、彼は僕たちの弟──イクス・グレモリー」

　漸が続いた。

「あちらでのイクスの異名は『真紅剣の神滅龍子ゴツド・スレイヤー』──。あいつは、各神話体系の連合軍で若きエースにして、グレモリー一族きっての最強の剣士です。何せ、剣の師し匠しようが聖魔剣の木場祐ゆう斗とさんで、ドラゴンとしての師匠は──」

　イクスが紅髪をかき上げ、真紅の剣を携たずさえながら、ロキに一歩また一歩と近寄っていく。

「ロキ、悪いが、俺は白はく龍りゆう皇こうヴァーリに鍛きたえられているんでね。親父おやじの赤龍帝ほど甘くはない。──敵は確実に滅ほろぼす」

　紅髪の少年剣士は、全身から紅いオーラを解き放つと剣を構え、ロキに憎ぞう悪おの眼まな差ざしを向ける。

「──アーシア母さんの仇かたきを討うたせてもらう。グレモリー公こう爵しやく家の名において、おまえを斬り滅ぼすっ！」

　その少年は、母の華か麗れいさと父の勇敢さを有した、まさにあいつらの子供だった──。







　　　第２話　異界からの侵しん略りやく者







「はっ！」

　熾し烈れつな様相で敵──異世界の生物『ＵウＬル』に斬り込んでいく紅髪の少年剣士ことイクス・グレモリー。見たところ、歳としは十五、六だろう。少年の髪、身に纏うオーラ、手に持つ剣に至るまで紅色であった。

　複数の『ＵウＬル』が、両手を前に突つき出す。前ぜん腕わんの至るところがカシャカシャと機械的にスライドしていき、形態変化をし始めていく。銀色の異物の腕から、砲ほう口こうが現れた。腕にあんなものを仕込んでいるのか。機械生命体らしい特とく徴ちようだ。砲身と化した『ＵウＬル』の腕、その砲口が怪あやしい紫むらさき色いろの輝かがやきを放つ。

　刹せつ那な、イクス目め掛がけて光こう弾だんが発射される。放たれた光弾は、イクスに当たることなく、その先にあった高木に直撃した。イクスが音もなくその場より消えたからだ。

　高木は光弾を受けた箇か所しよが、丸ごと抉えぐられた格好となっている。光弾が当たった瞬しゆん間かんに光が広がり、その分だけごっそり持っていかれたのだろう。あの光弾がこの世界の技術、異能ではない以上、直撃を受けるのはマズいな。ロスヴァイセの防ぼう御ぎよ魔ま方ほう陣じんを素す通どおりしたのを見ているため、通常手段のディフェンスでは致ち命めい傷しようを受けかねない。

　光弾が俺や紅くれない、漸ゼンのほうにも向けられる。直撃を避さけるために、俺は飛び退のいて回かい避ひに成功するが……光弾は木々だけじゃなく、地面や路面にまで着弾して、抉り去っていく。

　紅と漸は──。

「甘い」

「この程度、俺のデュランダルⅣフオーならっ！」

　見覚えのない術式の魔方陣を展開して、光弾を防ぐ紅。そして、デュランダルに似た聖剣のオーラで消しよう滅めつさせていた。……どうやら、こいつらの時代には『ＵウＬル』の攻撃を防ぐ手段が確立しているようだ。

　──と、俺の視界に『ＵウＬル』の周辺に紅い閃光が幾重にも発生するのが確認できた。同時に『ＵウＬル』たちの動きが止まる。目の光も消え失うせて、一いつ拍ぱくおいたあとで四散していった。

　再び音もなくイクスが姿を見せる。その手に握にぎる紅色の刀身の剣は、濃のう密みつな滅びのオーラをたゆたわせていた。『ＵウＬル』の光弾を神速で避よけ、詰つめ寄り、複数を同時に斬り払ったのだろう。恐おそろしいまでの高速剣技だ。木き場ばそっくりの剣技だった。

　イクスの剣に斬られた『ＵウＬル』は、斬られた箇所が削けずり取られたように消失しており、少年の攻撃は斬るというよりも削り取ると表現したほうが正しいだろう。あれは、リアス同様『滅び』の魔力に違ちがいない。

　というよりも、イクスが内包しているであろうオーラは、感じ取れる範はん囲いだけでも常軌を逸いつしてやがる……っ。明らかにこの歳で現代の両親を突き放すものを感じてならない。

　そして、奴やつの体たい捌さばきはヴァーリにそっくりであり、剣の構え、技は木場のもの。……なるほど、イッセーとリアスの子供が、両親の特性を引き継ついで白はく龍りゆう皇こうと聖魔剣使いに師事するとこうなるというわけか……。

　ロキが使し役えきしていた『ＵウＬル』を薙なぎ払われたことで、歯を食いしばっていた。

　イクスが不敵に剣の切っ先を悪神に向ける。

「ロキ、アーシア母さんにかけた呪のろいを解け。そうすれば、楽に消してやる」

「……神を相手によくも言ってくれるものだな、紅髪の剣士イクス」

「この場で切り刻まれないだけマシと思え」

　一いつ触しよく即そく発はつの雰ふん囲い気きだが、ロキの焦あせった様子を見る限り、イクスの実力をよく知っているのだと思われる。紅と漸もロキを囲むような配置についた。

　俺もイッセーの子供たちに協力しようと一歩足を踏ふみ出したときだった。

　──ロキの近くに空間の歪みが発生していた！

　歪みはしだいに大きくなり、青い光が生まれて、形をなしていく。光が人型に浮うかび上がったところで歪みは消えていった。浮かんだ物体の輝きが落ち着くと、そこに立っていたのは──機械めいた人型だった。

　青色を基調とした光こう沢たくのある機械の全身。頭部には三本の角があり、目はバイザー型である。全体的に鋭えい角かくなフォルムを持ち、背中には右側に翼つばさのようなものが三枚生えていて、左側は翼ではなく、キャノンらしき砲身が伸のびていた。オーラは読み取れないが、不気味なプレッシャーだけは感じ取れる。おそらく、ファーブニルの鎧よろいを着込んでいたときの俺と同等……いやいや、それよりも上か。

　人型機械はイクスたちを視界に捉とらえたようだ。バイザー型の目が機械的な輝きを放つ。

【──まさか、ここでも《赤ウエルいシユ・龍ドラゴン》の子らが現れるとは】

　口らしきものは頭部には見当たらないが、それでも音声がそのモノから発せられたのはわかった。

　ロキがその物体の登場に安あん堵どの顔を見せていた。

「ルマ・イドゥラか！　遅かったではないか！」

【合流ポイントより離はなれた位置に転移したため、少々手間取った】

　人型機械──ルマ・イドゥラとロキに呼ばれたモノを見て、紅と漸は険しい表情を浮かべていた。

　紅がぼそりと漏もらす。

「……レッズォ・ロアドの『四インヴエイド・将フアナテイツク』か」

　……レッズォ・ロアド、当然だが聞いたこともない名前だ。異世界の生物、その上位的存在と見て間違いはなさそうだが……。

　ルマ・イドゥラがロキに言う。

【勝手に動かれては困るのだが、ロキ殿どの。我らが揃そろうまで手を出さぬよう我が主あるじより申しつけられていたはずだ】

「……わかっている！　偶ぐう然ぜん、イクス・グレモリーと出くわしただけのこと！」

　ルマ・イドゥラの目が、イクスを捉える。バイザーが、怪しく輝いた。

　イクスは、兄である漸が警けい戒かいを強めたルマ・イドゥラの登場を見ても、不敵な笑みを浮かべるだけだった。

「ちょうどいい。ルマ・イドゥラ、おまえもここで滅んでいけ」

【変わらずの大胆不敵ぶりだ、イクス・グレモリー。だが、まだ父の赤せき龍りゆう帝ていほどの迫はく力りよくを纏まとうには早いようだ】

　イッセーと比べられたイクスは──不快そうな表情をしていた。

　ルマ・イドゥラがふいに右みぎ腕うでをあげる。すると、ルマ・イドゥラとロキを覆おおうようにドーム状のバリアーが発生し、その足あし下もとに陣が出現していた。

　陣が輝きを放つなかで、ルマ・イドゥラが言う。

【ここは退ひかせてもらおう】

「させるか」

　イクスが剣けんを振ふり下ろして、滅びのオーラを相手に放つ。──が、ルマ・イドゥラとロキを包むバリアーは強固であり、イクスのオーラを難なく防いでしまった。

　まばゆい輝きが生まれて辺りに広がった。光が止やんだときには、そこにルマ・イドゥラとロキの姿はなかった。転移したのだろう。

　イクスは息を吐はくと、剣を鞘さやに納める。

「……そう簡単に仕留めるわけにもいかないか」

　そう漏らすと同時に踵きびすを返して、この場から去ろうとする。

　イクスの行動を見て、漸が叫さけぶ。

「イクス！　単独行動は控ひかえろとヴラディさんから言われているはずだぞ！」

　イクスは振り返りもせずに言う。

「……漸兄さん、それに紅兄さん、俺は俺で動かせてもらう。一人で仇かたき討うちをしようなんて思ってはいないよ。──奴らを見つけたら、連れん絡らくはする」

　そう告げた瞬間、イクスは一切の音も立てずにこの場から去っていった。

　漸は髪かみをかきあげながら、吐き捨てる。

「おい、イクス！　ったく、あいつは……っ！」

　紅が、俺に頭を下げてきた。

「……すみません、向こう見ずな弟で。普ふ段だんは素直なのですが、大切なものを傷つけられると無む鉄てつ砲ぽうになる気質がありまして……」

　なるほどな、イッセーたちの子供らしいじゃないか。

　俺はイクスの行動を特に気にせずに言った。

「ははっ、両親のどちらにもそっくりじゃないか」

　これには紅と漸もポカンと顔を見合わせたあと、苦笑するしかなかったようだ。

「返す言葉もありません」

　紅がそう告げたとき、ふとイッセーたちが近づいてきている気配を察する。どうやら、あいつらもここでのドンパチに気づいて近くまで来ているようだ。

　俺は紅と漸に訊きく。

「おっ、あいつらが来るな。……おまえたち、どうする？」

　直接会うのは避けたほうがいい。かといって、俺がここを離れるわけにもいかない。あいつらが来たあとで、ここでのことを話せる範囲で話さないといけないだろうからな。

　紅が漸と目で意思疎そ通つうしたあとに言った。

「会うとマズいでしょうから、一いつ旦たん退きます。──後日、駒く王おう学がく園えん周辺で会うという形でよろしいでしょうか？」

「ああ、何かあったら例の回線で連絡をくれ」

　俺のその言葉に紅と漸がうなずく。

「──了りよう解かい」

　それだけ言い残して、二人は夜の闇やみに消えていった。

　取り残された俺だが……さて、どうリアスたちに伝えたものか。思し慮りよしながらも、俺は奴らの到とう着ちやくを待った。




　　　　　─Ｄ×Ｄ─




　未来のロキとの一戦から二日経過した平日のことだ。

　駒王学園に設けている俺の研究室にて、イッセーの子供たち──姫ひめ島じま紅と漸・クァルタを招いていた。

　ここにこいつらをそのまま招き入れると、リアスたちかソーナたちに勘かんづかれそうだったので、紅と連絡を取り合い、この部屋の座標と、魔方陣でここに至るまでの経路を伝えて、直接室内に転移してもらっている。研究室は、俺が独自に用意していた結界で覆っているため、ちょっとやそっとでは紅たちを察知することはできないだろう。

　そこまで準備して、こいつらを招待している。その上で俺はこいつらから、いろいろと話を聞かせてもらっていた。

　まず、ロキたちの目的だが、奴らはこの時代を軸じくにして、いまより数週間から数か月の範囲で細かく何度も過去に時間転移して歴史を操作し出しているであろうこと。この時代を軸にしてさらに過去に遡さかのぼるのは、時間転移のブレ幅はばを出来る限り小さくするためだろう。

　……この時間軸には影えい響きようは出ていないそうだが、異なる世界線はたくさん生まれているだろうな。

　次に重要なのは──アーシアについてだ。イクスや紅、漸、イッセーの子供たちは未来で起きたアーシアの変化が原因でこの時代に飛んできている。

　イクスは、ロキを相手に「呪いを解け」と、紅や漸は、「アーシア母さんを助けるためなら、どこまでも行く」と言っていた。そこからおおよそのことは想像できる。俺はそれを踏まえた上で紅と漸に訊いた。

「おまえたちから聞いた説明では、未来で起きた戦争、それが原因でロキが牢ろう獄ごくから脱だつ走そうした。そして、おまえたちやイクスは、この時代に転移したロキや『ＵウＬル』を打だ倒とうするだけではなく、『アーシアを救う』という目的を持って時間移動している。イクスはロキにアーシアにかけた呪いを解けと言っていたな。……三十年後の世界で、アーシアはロキに呪いを受けたってことか？」

　俺の問いに二人は悲ひ哀あいに満ちた表情となって、うなずいた。

　紅が言う。

「……はい。脱獄したロキは、自分を捕とらえたリアス母さまと白龍皇ヴァーリさんの一派に恨うらみを晴らすべく、仕返しを企くわだてました。そのひとつが──アーシア母さんへの呪いです」

　漸が続く。

「……不幸が重なったんです。その日、ちょうど誰だれもアーシア母さんの傍そばにいなかったものですから、ロキの復ふく讐しゆうをその身に受けてしまい……アーシア母さんは目覚めることのない深い眠ねむりの呪いに落ちてしまった。……ロキが牢獄のなかで独自に考案した凶きよう悪あくな術式を無数に重ねてかけた呪いのようでして、ロスヴァイセ母さんをはじめ、魔ま法ほうに長たけた方々でも、ロキ本人が解かい呪じゆするか、術式の構築について口を割らせない限り、アーシア母さんは目覚めないと判断してました」

　紅もこう続ける。

「膨ぼう大だいな時間をかければ解かい析せきが可能かもしれないとも意見もありましたが、これでは意味がありません。すでにアーシア母さんは呪のろいによる衰すい弱じやくが始まっているため、解析まで保もたないからです。それならば、過去に転移したロキと『ＵウＬル』を打倒すると共にロキの身み柄がらを確保して、解呪に近づけたほうが現実的だと上の方々と話し合い、今回の作戦を実行しました」

　……ロキめ、牢屋のなかで恨みを募つのらせ、よほど強きよう烈れつな術を構築したようだな。腐くさってもロキは神だ、たとえ主神オーディンだろうとも魔法の才女たるロスヴァイセであろうとも、ちょっとやそっとでは解析できないだろうよ。

　俺は二人に問う。

「アーシアは、やさしいか？」

　紅が微笑ほほえみながら言う。

「……ええ、『母』たちのなかで、誰よりもやさしい方です。いつも僕たちに笑顔を見せてくれていますよ」

　漸が目に溜たまっていた涙なみだを拭ぬぐいながら続く。

「……怒おこったことなど、一度だってありません。いつだって、やさしく語りかけて、俺たちを導いてくれていた。俺たち兄弟、皆みんな、アーシア母さんを救うためなら、どこまでも行きます。たとえ、過去であろうとも、助けられるのであれば絶対に行く。ですから、今回だって、必ずロキを捕らえて元の時代に戻もどるつもりです」

　母親としてのアーシアは、子供たちに心の底から慕したわれているようだ。まあ、いまのアーシアからも、それとなく子こ煩ぼん悩のうのいい母親になりそうな面は見て取れる。過去に行ってまで救いたいと強く想おもえるほどにイッセーの子供たちのなかでアーシアの存在は大きいのだろう。

　俺はあごに手をやり唸うなっていた。

　……よし、大体の流れ、こいつらの目的は把は握あくできた。次は、個人的に気になっていたことを訊いたほうがいいだろう。

　俺は、リアスの息子──イクスを含ふくめ、こいつら自身について、二、三質問をさせてもらい、説明を受ける。

　……イクスの持つ剣のことも気になっていたが、それ以上に左腕に装着されていたガントレット──赤龍帝の籠手ブーステツド・ギアについてどうしても訊きたかったのだ。

　いくつか説明を受けた俺があらためて訊く。

「じゃあ、イクスが持っていた籠こ手て──。あれは人工の神滅具ロンギヌスと見ていいんだな？」

　ゼノヴィアの息子──漸がうなずく。

「はい、俺たちの時代では、数は少ないですが、人工の神滅具ロンギヌスが作られるようになっています。イクスの籠手も成功作のひとつです。ただ、本物と比べると性能は格段に下がりますが……。通常の人工神器セイクリツド・ギアに比べたら段だん違ちがいに強いのは確かです」

　……そうか、三十年後の未来では、神滅具ロンギヌスも人工的に作れるようになっているんだな。まあ、現時点でも俺がある程度研究を進めているわけだし、もう二歩か三歩、真理に近づけば到達してもおかしくはないことだ。むろん、漸が言うように本物とは比べものにはならないだろうが……。それだけ、神滅具ロンギヌスの性能がおかしいということだ。

　ふと、俺の研究室に置かれているものを手に取って興味深そうにしている紅の姿が目に入った。

　紅が持っているのは人工の神器セイクリツド・ギアの試作品なのだが……その手の仕草は素人しろうとのものとは違い、覚えのある者のそれだった。明らかにその試作品の特性を認識した上でいじっていやがる。

　俺は「ああ、そういうことか」と気づいて、紅に訊く。

「……あれは、イクスの籠手は、おまえが関わったのか？」

　俺の言葉に紅は人じん工こう神器セイクリツド・ギアをいじる手を止めて、心底驚おどろいた表情をしていた。

「よくわかりましたね」

「雰ふん囲い気きかな。おまえさんからは研究者気質を感じる。グリゴリの幹部に……むかしからの仲間にその手のが多いから空気でわかる」

　俺の周囲は研究者だらけだ。付き合う相手もその系統が多い。室内での紅の行動を二、三見てすぐにわかってしまった。

　紅が続ける。

「ええ、あなただからお話ししますが、僕は三十年後の世界ではグリゴリの研究者として列席してます。あなたの研究を引き継つぐ形でして──」

　……紅の言葉にそれとなく、見えるものがあった。

　俺の研究を『継ぐ』、か。……なるほどね。まあ、いまは追求しないさ。あまり、訊くのはよろしくないだろう。ロキの悪戯以上に未来を変えるような真ま似ねはできない。

「俺たちの研究を継ぐなんてよ。朱あけ乃のがよくそれを許したな」

　俺がそう言う。

　……朱乃は、どうにも俺に手厳しくてな。それは父親のバラキエルと和解したあとでも、同様に感じる。

　俺の言葉に──紅は、正体を言い当てたとき以上に驚いた様子だった。

「……そうなのですか？　それは興味深いですね。母からはあなたへの敬愛の言葉をよく聞いていますが……名前を出すたびに感謝の言葉ばかりですよ」

　…………そ、そうなのか？　うーん。これから、俺が朱乃の信しん頼らいを得られるイベントでも発生するのだろうか？

　漸が言う。

「朱乃母さんはリアス母さんの眷けん属ぞくでありながらもグリゴリの幹部に列席していますし、俺たちの時代はバラキエル先生が総そう督とくをされています」

　……そうなのか。あいつが幹部に、ね。なんだか、感かん慨がい深いものを感じてならない。

　それにその時代の総督はバラキエル。しかも『先生』ときたか。

　…………。

　……いかんいかん。見えちゃダメだな。あまりそれを考えたらいけない。

　俺は気を取り直して、あえて追求せずに、

「……そりゃ、興味深いことばかりだな」

　とだけ返した。話を変えるか。

「次の質問だ。イクスの剣けんや──漸の持つ剣は伝説の武器か？　この時代にはないものだな？」

　そう、イクスの持っていた紅色の刀身の剣、そして漸の持つデュランダルに似た聖剣について問う。俺は聖剣魔剣、伝説の武器に関してはほぼすべて把握していると自負している。全神話体系の現時点でのデータだが。

　漸が亜あ空くう間かんにしまっていた剣を取り出して、俺に見せてきた。

「俺の聖剣はデュランダルⅣといいます。母が持っていたデュランダルの発展型です」

　発展型、Ⅳ、つまりデュランダルの系けい譜ふの四番目か。新たに作り出したのだろう。伝説の聖剣を新しく作り出す技術は三十年後で発展しているようだ。

　しかも、この剣……弾だん倉そうと排はい莢きよう口こうがついてやがる。錬れん金きん術じゆつだけじゃなく、機械的な技術も使われてるな。超ちよう常じようの力と科学技術が結びついて生まれたような武器だ。俺たちグリゴリがやっていることの延長線上にあるような聖剣だ。

　聖剣をいじっている俺に紅が言う。

「イクスの持っている剣は、真スカー紅レツト・剣ブレードガラティンⅢスリー改──。デュランダルⅣ同様、伝説の剣であるガラティンの発展型でして、それをさらにイクス専用に鍛きたえた一本です」

　ほう、ガラティンときたか。エクスカリバーの兄弟剣とされ、決して刃はこぼれしないとされる伝説の一ひと振ふり。その発展型の上にイクス専用……なるほど、イクスの滅ほろびの魔力を纏まとってもあの剣が無事な理由はそれか。あえて頑がん強きようなガラティンを選び、その新型を専用に鍛えたわけだ。

「アスカロンの新型じゃないんだな」

　イッセーの持っている聖剣の発展型でも持つのかと思ったが、そうでもないようだ。

　これには紅も漸も肩かたをすくめるばかり。

「あいつは、父親のこと、苦手ですから」

「剣の選定をするときも、『アスカロン以外で』と強調してました」

　──と、漸と紅が続いて答えた。

　……未来のイッセーは、自分の子供がヴァーリと木場に師事して、父親を嫌きらっていることを、どう思ってるんだろうか。というか、何をして嫌われているんだ……？　見たところ、この二人は父親に対して特に嫌けん悪お感かんを持っていないようだが……。

　話を聞く限り、紅がイッセーのところの長男であり、歳としは十八。漸が次男で十七だそうだ。イクスはイッセーの息子むすことしては四男に当たるという。

　ふと、部屋の壁かべにかけられている時計に視線を移す紅に気づいた。

「……時計を気にしてどうした？　誰だれかと……そうか、他ほかの兄きよう妹だいと待ち合わせか？」

　俺は口に出していて、そこに気づいた。

「ええ、本来なら『妹』たちと合流予定の時間でして……」

　紅がそう言った。

　……『妹』たち、ね。イッセーの娘むすめか。誰との娘だ？　やはり、気になってしまうが……。

　漸が紅に言う。

「兄さん、『ＵウＬル』の奴やつらも転移に誤差が出ていたようだし、こっちも出ているかもよ？」

「そうだな。少しその辺りを修正して動いたほうがいいか」

　兄弟のやり取りを見ていた俺はふといい案を思いつき、いたずらな笑みを浮うかべて言ってみた。

「じゃあ、時間があるのか。ちょうどいい。──見ていくか、おまえたちの親を？」

　俺の提案に二人は顔を見合わせたあとで、「どうやってですか？」と同時に訊きいてきたのだった。







『ちょっと朱乃！　イッセーはいま私の膝ひざ枕まくらで耳かきをするところだったのよ！』

『いいえ、リアス。イッセーくんはこれから私と別室で「メイドとご主人さまのいけない関係」をシミュレーションする約束だったのよ！』

『もう！　そんなシミュレーションなんて知らないわよ！　朱乃のおたんこなす！』

『耳かきなんて家でもできるじゃないの！　リアスはケチですわ！』

『いやー、まいったな。ぐへへへへ……』

　俺が研究室のモニターに映したのは──オカルト研究部の様子だった。ちょうど、リアスと朱乃がイッセーを取り合い、そのイッセーはスケベ顔で困っているという場面だった。

　羽虫型の観察用カメラを旧校舎に放った俺は、窓ガラスにその羽虫を密着させて、室内の様子をこちらに飛ばしていた。

　昨夜ゆうべのことだが、駆かけつけてきたリアスたちには、俺がグリゴリのエージェントと共に謎なぞの生物を調査中、そいつらと偶ぐう然ぜんかち合ったので、その場にて戦せん闘とうになったと言付けた。

　……ロキが放った北ほく欧おうの魔ま法ほうの術式及および、イクスの纏っていた滅びの魔力の残ざん滓しからロスヴァイセが感知して解かい析せきをしそうだったので、諸もろ々もろ偽ぎ装そうさせてもらった。

　……イッセーの子供たちよ、おまえたちが今回の一件を解決できなかったら、俺はとんでもない背徳行こう為いをしたことになるんだぞ。協力してやるんだから、後あと腐くされなく無事終えて帰き還かんしてくれよ？

　さて、カメラ越ごしに親の様子を見ていたとうの子供たちはというと……顔を手で覆おおい、呆あきれつつも、恥はずかしそうにしていた。

　漸がイッセーの姿を見て言う。

「……あれが高校時代の親父おやじか。……変わってないな」

「あっちでもスケベか？」

　俺が問うと、紅が苦笑しながら続く。

「……まあ、スケベだとは思いますよ。複数の奥さんに尻しりに敷しかれているとも言いますが」

　ああ、嫁よめの尻に敷かれるタイプだよな、イッセーって。その点では、グレモリー家の男子と気が合うだろう。

　漸が頰ほおをかく。

「でも、俺たち、親父とのやり取りは案外少なくて……どっちかというと、祐ゆう斗とさんに育てられたといいますか……」

　父親との交流は少ないということか。あー、なんとなくわかるな。

「あいつ、未来で忙いそがしいんだろ？」

　俺がそう口にした。現状でもおっぱいドラゴンとして人気者のあいつは、スケジュールが圧あつ迫ぱくされてきている。この時点でこれなら、三十年後なんていまよりずっと過密なスケジュールになっていてもなんらおかしくない。いや、むしろそうなっているだろうさ。

　漸が答える。

「わかりますか？　ええ、その通りです。もう、各地で引っ張りだこでしてね。冥めい界かいだけじゃなく、他の神話体系のところにも助すけっ人とに行ったり、講演、興行に行ったりで……。赤龍帝としても、おっぱいドラゴンとしても各地を飛び回ってますよ」

　紅が続く。

「二百年先までスケジュールが埋うまってますからね。うちの母親たちともほとんど会えずじまいで、逆に母たちがローテーションで付き添そっているぐらいです」

　二百年!?　そ、そりゃ、さすがに想定外だ。あ、あいつ、そんなに忙しくなるのか……。それは確かに子育てしている余よ裕ゆうもないな……。嫁たち──マネージャーたるレイヴェル中心だろうが、それらのフォローがあってようやく各地を回れている状じよう況きようなのだろう。

　漸が言う。

「そんなものですから、俺の弟、妹──特にイクスは、親父よりもヴァーリさんに懐なついてしまって……」

　……遠くの父親よりも会える位置にいる白龍皇ってことか。ライバルの子供の相手をするあいつの心情が測れないが……案外、未来のヴァーリは楽しんでいるかもしれない。

　羽虫型カメラが、今度は──木場を映す。イッセーたちのやり取りを気にせず、ソファで本を読んでいた。

　木場を見て、紅と漸が唸うなる。

「さすが俺たちの剣の師し匠しようだ。当時から一分の隙すきもない剣士だったんだな」

　漸が意気揚よう々ようと話す。

「俺を含ふくめ、兄弟たちの剣の師匠は木場祐斗さんです。というよりも俺にとってみたら、第二の父親みたいなもんでして……」

　おおっ、注意深く木場に視線を送っているぞ、こいつら。尊敬の眼まな差ざしから察するに木場はよほどイッセーの子供たちから慕したわれているようだ。

　……忙しい父親よりも、師匠である木場と過ごした時間のほうが多いのかもしれん。

　漸の発言を聞いて、紅が弟に注意をする。

「それは言うな。父さんも忙しい身の上なんだぞ」

　ふと気になって俺は訊いた。

「ゼノヴィアやイリナは剣を教えてくれなかったのか？」

　漸の言葉から察すると、剣の師匠が木場である点はわかるようで、引っかかるところでもある。こいつの母親が女剣士たるゼノヴィアである以上、母親からも剣を習っていて当然だと思ったのだが……。あいつの気質なら、息子に剣を教えるだろう。

　しかし、ゼノヴィアの息子たる漸は「とんでもない！」と首を横に振ふった。

「そんな、俺んところの母さんが、剣を教えるなんて……」

　訝いぶかしげに感じている俺に紅が補足説明をくれる。

「ゼノヴィア母さんは、教育熱心な方でして……父の仕事を手伝う傍かたわらで、冥界の一流大学を目指す学生が通う塾じゆくの塾長をやってます。それもありまして、会うたびに勉強しろ研究しろ頭を働かして行動しろと僕たち兄弟の教育係みたいなものでしたよ」

　……マジか。あいつが、塾の塾長で教育ママだと!?　……わからんもんだな！

　漸が続く。

「……若い頃ころに剣に明け暮れて青春を人並みに謳おう歌かできなかったそうなので、とにかく健全に勉強して運動して青春しろと、いい学校に入れるよう誰よりも教育熱心ですよ」

　あー、そっちに行っちまったか、ゼノヴィア～。自分の半生を振り返って、息子たちに同じ轍てつは踏ふませないという方向に思考がいってしまったのだろう。

　それはゼノヴィアを責められない事こと柄がらだ。教会育ちからこの駒王学園での生活だからな……。価値観がそっくり裏返っても仕方ないことだ。

　漸が未来のイリナのことにも触ふれる。

「イリナ母さんは、天界の仕事が忙しすぎてほとんど会えません。たまに帰ってきても疲つかれてすぐに寝ねちゃいます」

「女性管理職の休日風景だと他の母さんたちは評してます……」

　紅も切なそうにそう言っていた。

　……そうか、イリナは家に帰るとくたびれたＯＬの暮らしになっているのか。……いまのうちにそっと将来の役職についてのアドバイスをしておいてやるかな。

　ふと、漸がデスクの上にあった写真立てを見ていた。そこには俺、サーゼクス、ミカエル、オーディン、ゼウスといった首脳陣じんで集まった一枚が収まっていた。それを見た漸が思いついたことを口にした。

「そういえば、この時代の魔王さまは……リアス母さんのお兄さんでしたか」

「……おまえたちの時代では違ちがうのか？」

　俺の問いに漸は慌あわてて口を手でふさいだ。「しまった」と感じたようだ。

「すみません、失言でした」

　謝る漸だったが、紅が言う。

「初代総そう督とくなら、別に構わないんじゃないか？　歴史への干かん渉しよう度は極きわめて低い方だと僕たちの時代でも結論づけられていた」

　そりゃ、ありがたい評価なことで。

　紅が言う。

「僕たちの時代の魔王は──四大魔王ではなく、七大魔王制度になっています。ルシファー、ベルゼブブ、レヴィアタン、アスモデウスの他にマモン、ベルフェゴール、ベリアルが新たに加わっています」

　……四名から、七名に変わったか。代表者が増えるってのは相当なことだ。よほど、内政に変化があったと見える。

　内戦か？　いや、内側に巣くっていた深い闇やみが露あらわになって、現政権が維い持じできなくなったと見ていいのかもしれん。……前ぜん途と多難だな、サーゼクスよ。

　紅が説明を続ける。

「この時代とは、アジュカ・ベルゼブブさま以外、すべて魔王さまが変わっていますよ」

　……今後、予想外なことは起こるってことか。まさか、一番魔王をやめそうな者が、未来でも現役だなんてな。

　俺が目を細めて言う。

「……サーゼクスたちのことは、訊かないほうがいいんだろうな」

　紅がうなずく。

「ええ、おそらくは。これ以上の情報はさすがにマズいと思いますので……」

　それに、こいつらが俺のことを『初代総督』と呼ぶのも……あまりいい結末は迎むかえられそうもないな。

　それからは、あまり未来の政治について触れることなく、紅と漸が過去の親たちを覗のぞく姿を楽しむことにした。

　イッセーたちのいまの姿に一いつ喜き一いち憂ゆうしていて、こいつらを見ていて飽あきなかった。

　十数分ほど経過したところで、紅と漸の耳元に小型の通信用魔方陣が展開した。どうやら、『妹』たちと連れん絡らくがついたようだ。

　親の姿の覗き見を切り上げて、俺も付き添う形で紅と漸と共に指定の合流場所に転移していく──。




　　　　　─Ｄ×Ｄ─




　転移した場所は、駒王町から駅で四つ離はなれている町の森のなかだ。

　背の高い木々が生おい茂しげる森の開けたところに、その『妹』たちが佇たたずんでいた。白い着物と、黒い着物の少女の二人組。見た感じでは、十二、三歳ほどの小こ柄がらな娘むすめたちだ。その頭部には──猫ねこのような耳が生えていた。

　着物の少女たちは、兄を見かけるなり笑みを浮うかべた。

「──紅兄さま、漸兄さま」

「ようやく合流できたにゃん」

　漸が俺に少女たちを紹しよう介かいしてくれる。

「俺たちの妹です。白いほうが、白しら雪ゆき。黒いほうが、黒くろ茨ばらです」

　おそらく、白い猫耳少女は小こ猫ねこの娘、黒い猫耳少女は……黒くろ歌かってことでいいのか？　ったく、あいつらもイッセーにベタ惚ぼれしちまってたってことなんだろうな。

　……白雪は『白雪姫ひめ』か？　黒茨は……『眠ねむれる森の美女』の別名『茨いばら姫ひめ』からかね。意外にメルヘンな名前をつけるな、あの姉し妹まい……。

　この猫耳少女二人は、姿形、顔までそっくりだが、双ふた子ごというわけではなさそうだ。まあ、父親が同じで、母親が姉妹だから、似てもおかしくないか。……姉妹揃そろって、ほぼ同時に産んだということでいいのかね。

　紅がここまでの経けい緯いを妹たちに話す。

「……私も若い頃のパパとママたち見たかったにゃー」

　黒い着物の──黒茨が、不満そうな声音でそう漏もらしていた。母の黒歌のように陽気ではないようで若じやつ干かん落ち着いた雰ふん囲い気きを放っていた。

　白い着物の──白雪は、精せい悍かんな顔つきで報告を口にする。

「ヴラディのおじさまと連絡ができました」

「どうやら、厄やつ介かいなことになっているようにゃ」

　黒茨が白雪の言葉に続いてそう言った。

　……ヴラディのおじさま？　紅たちの上司は、『時』に関連したグレモリー眷けん属ぞくだと言っていた。それに付け加えて少女たちの『ヴラディのおじさま』だ。もう、俺のなかでこいつらの上司が誰だれなのか、確定してしまったわけだが……。

　──ッ！

　……突とつ如じよ、全身を嫌いやな感覚が襲おそう。こちらに向かって放たれた強きよう烈れつな敵意、プレッシャーを察知してしまったからだ。紅たちも感じ取ったようで、俺と同様に上空に顔を向けていた。

　漸が、声を絞しぼり出すように言う。

「……この重圧感、奴やつだ……っ！」

　漸だけじゃなく、この場にいるイッセーの子供たちは全員覚えがあるようだった。

　頭上より、高速で降下してくる物体が視界に映り込む──。

　強烈なまでのプレッシャーを撒まき散らしながら、森に降り立つ巨きよ大だいな何かっ！　地面に激突したと同時に激しい衝しよう突とつ音と地じ響ひびきを立てて、辺り一帯に多量の土が舞まい上がったっ！

　俺たちの眼前に大きな窪くぼみ──かなりの規模のクレーターが生じていた。

　クレーターの中央で、シュゥゥゥゥ……と、蒸気を全身から放つ十五メートルはあろうかという巨きよ影えい──。

　光こう沢たくを放つ緑色の機械めいた生物──フォルムはドラゴンのものだった。両りよう腕うでの前ぜん腕わんが太く、盾たてを装備しているかのように見えるほどだ。いや、盾の役割も持っていそうな形ではある。背に翼つばさはないが、腰こしの両サイドにロケットエンジンらしきものが見えた。あれで飛ぶということか……？

　──ドラゴン型機械生物、ロボットかよ……ッッ！　こういうわかりやすい『ＵウＬル』もいるんだな……っ！

　……へっ、異世界の邪じや神しんってのは、設計思考が趣しゆ味みめいてやがるんじゃないか？

　クレーターから上がってきながら、ドラゴン型の機械生命体が音声を発する。

【──へっ、どうやら、赤い奴のガキどもがこの時代に来ているようだな】

　金属で作られているであろう口元が、生身の生物のように笑みを作り出していた。

「──ガルヴァルダンッ！」

　漸が亜あ空くう間かんからデュランダルⅣを取り出して構えた。鬼き気き迫せまる様子から、あのドラゴンが桁けた違ちがいのバケモノなのだと認識できる。……だろうよ、異世界の存在だから、オーラはまるで感じないが、この圧あつ倒とう的なまでの重圧感は……龍りゆう王おうクラス以上だぞ……っ！

　漸の声を聞いてドラゴン──ガルヴァルダンと呼ばれたものが、うれしそうな声音になっていた。

【よー、漸・クァルタ、それにクソガキども。あっちじゃ随ずい分ぶん世話になったなっ！】

　ゴゥゥゥォォォォォオオオオオッと、突然ガルヴァルダンの腰のロケットが勢いよく火を噴ふき出したッ！　──いきなり、けしかけてくる気かッッ！

　ロケットの勢いは増していき、そして前方の巨大な機械生命体が──飛び出してくるッッ！　巨体が高速で飛びかかり、漸に襲いかかるッ！　漸はデュランダルを構えて、相手の猛もう撃げきを防ごうとするが──ガルヴァルダンは大きな手で漸を丸ごと摑つかんでしまうッ！

【あいさつ代わりだッッ！　吹ふっ飛べやァァァァアアアアアアアアアッッ！】

　ガルヴァルダンは、漸を摑んだまま引きずるように前方に飛び出していくッッ！　地を大きく抉えぐり、森の樹木を幾いく重えにも薙なぎ倒たおしながらガルヴァルダンは漸を摑んだ状態で真まっ直すぐ飛んでいったッ！

「クソがッ！」

　手のなかの漸が、激しく抵てい抗こうし、聖なるオーラを聖剣に纏まとわせていく。聖剣の鍔つばにあるトリガーを引くと、何かが刀身に撃うち込まれる激しい音が鳴り響ひびき、薬やつ莢きようが飛び出していった。同時に聖剣を覆おおっていたオーラが増大していくっ！

　だが、ガルヴァルダンは唐とう突とつに漸を上空高く放ほうり投げたッ！

　──ガルヴァルダンが頭上の漸を目め掛がけて、口を大きく開け放つッ！

【死ねェエエエエエエエエエエエエッ！】

　機械のドラゴンが口から放ったのは──極大とも言える極ごく太ぶとの光線だった！　漸は空中でデュランダルを盾にして、防ぐ形となるッ！

「漸ッ！」

　紅が手元に転移の魔ま方ほう陣じんを作り出して、空中にいる漸のほうに放ったっ！

　刹せつ那な──森の上空、遥はるか先までどデカい光線が一直線に伸のびていく。

　紅の横に転移の魔方陣が展開して、そこに漸が出現した。どうやら、間かん一いつ髪ぱつで回かい避ひできたようだった。

　突然の攻こう撃げきを済ませたガルヴァルダンは、愉ゆ快かいそうに言った。

【まっ、そう簡単に死んじゃくれないよな。だが、この時代にはてめえらの親父おやじと白バニシいング・龍ドラゴンを筆頭とした強つえぇドラゴンどもはいねぇっ！　それどころか、他ほかの神滅具ロンギヌス所有者もいねぇっ！　戦力はクソ以下だッ！】

　俺とイッセーの子供たちと前方の機械のドラゴンが対たい峙じする形となる。

　紅が、俺に言う。

「……異世界の邪神の名は、メルヴァゾアと言います。その邪神は、七体の凶きよう悪あく無比な眷属を持っていて、それらを僕たちは『羅ら睺ごう七しち曜よう』と呼んでいます。その七曜は、それぞれ『四インヴエイド・将フアナテイツク』という強大な僕しもべを従えていて、目の前の機械のドラゴン──ガルヴァルダンはその『四インヴエイド・将フアナテイツク』の一体です」

　……神の眷属に仕える四体の重臣、その一体ってことか。ロキを迎えにきたルマ・イドゥラとかいうのもその『四インヴエイド・将フアナテイツク』だったな。この時代にそんなものが二体も来ているということか……。

　黒茨が目元を険しくしていた。

「ルマ・イドゥラだけじゃなく、ガルヴァルダンも来ているなんて……」

　ガルヴァルダンが、楽しげに言う。

【ああ、他の奴らも直に来るぜ？　我が主あるじ──レッズォ・ロアドさまが来られるのも時間の問題かもな】

「レッズォ・ロアド、先ほど言った『羅睺七曜』の一角です。各神話の主神クラスの強さだと思ってください」

　──と、紅が補足説明をしてくれた。

　異世界の邪神に仕える七名の眷属とやらは、一体一体が主神クラスということか。

「つまり、国ひとつ簡単にどうにかできそうな奴が来るかもしれないってことか」

　俺は内心で今回の厄介ごとに関して、予想外の規模のデカさに閉口しそうだった。……こりゃ、俺の管かん轄かつを飛び越こえてしまう案件かもしれん。

　俺はイッセーの子供たちに問う。

「……勝てる算段はあるのか？」

　俺の問いに紅、漸、白雪、黒茨は、勇ましい顔つきとなっていた。

　漸がデュランダルⅣのオーラを莫ばく大だいに高まらせながら言う。

「──ええ、ありますよ。じゃないと来た意味がないッ！」

　白雪と黒茨が、闘とう気きを全身にたゆたわせて、火車をも無数に出現させていく。

「父さまと母さまの若い頃ころは、もっと苛か烈れつな敵と戦ってきたと聞いてますから」

「あのパパとあのママたちの子としては、退ひくわけにはいかないにゃん」

　そして、長男たる紅は──空間を歪ゆがませて、そこより強大なものを召しよう喚かんさせていた。周囲を燃やし尽つくさんばかりの勢い、灼しやく熱ねつのオーラを放つ巨大な火の鳥だ。紅自身は雷らい光こうを身に纏わせて、こう言い放つ。

「僕は赤龍帝の長男であり、姫島の血も引いた男なので、負けませんよ」

　姫島は、神しん道とうの家系であり、日本を古来より陰かげで守り続けていた由ゆい緒しよある一族だ。その一族は元来炎ほのおを操り、霊れい獣じゆう「朱雀すざく」をも司つかさどっていた。

　紅が召喚したのは、「朱雀」ではない。──同じ霊獣である「鳳ほう凰おう」であった。

　朱乃、おまえの息子むすこはどうやら姫島の血を濃こく出せたようだな。しかも、雷光の能力まで引いている。……素す晴ばらしいじゃないかっ！

　じゃあ、俺はこいつらが思う存分に戦える場を提供するだけだ。手元より、魔方陣を展開させて、俺はこの一帯を複数の強固な結界で覆っていく。結界を展開させた瞬しゆん間かん、余計な雑音はなくなり、外部から誰も侵しん入にゆうできない領域とさせた。こういうことを想定して特別に準備しておいたスペシャルな結界だ。

【ほう、この時代にもいい結界を作る奴がいるものだ】

　ガルヴァルダンも、この一帯が不可思議なもので覆われたことによる違い和わ感かんを感じたのか、結界の発生を感知したようだった。

　俺はイッセーの子供たちに言う。

「ちょっとやそっとじゃ壊こわれない作りの結界だ。ま、思う存分に暴れてくれや」

　俺の一声に子供たちは勇ゆう猛もうな笑みを作りだしていた。

　俺も光の槍やりを手元に出現させて、機械のドラゴンに構えた。

　──最初に仕し掛かけたのは、猫ねこ又また少女二人組！

　白雪が白い炎の火車を、黒茨が黒い炎の火車を、それぞれ無数に生み出してガルヴァルダンの周囲に展開させた。ひとつひとつが意思を持つように宙を縦じゆう横おう無む尽じんに動き回っている。少女二人の手の合図と共に、無数の白黒の火車がガルヴァルダンに襲いかかったッ！

【こざかしいっ！】

　ガルヴァルダンは、全身に飛びかかる火車に一切臆おくさず、大きな口から再び太い光線を放っていく！　光線の余波で森の一部は薙ぎ払はらわれ、白と黒の火車も吹き飛ばされていった。

「んじゃ、これはどうだ？」

　俺も光の槍を宙に無数に作りだして、ガルヴァルダンに撃ち放つ。一発一発、濃のう密みつに光力を込めたものだ。ただのドラゴンなら、これでお陀だ仏ぶつだが……。

　ガルヴァルダンは、両腕の盾のように太い前腕で、俺の槍を次々と弾はじいていく。むろん、直撃して突つき刺ささった槍もあったが、奴はダメージを意にも介かいさずに俺の槍をどんどん両腕の動きだけで弾いていった。

「──鳳凰よっ！　そして、雷光よッ！」

　紅の指示を聞いて、炎の鳥が翼を羽ばたかせて機械のドラゴンへと直進していく！　灼熱がこちらにまで届き、チリチリと肌はだを焼いた。これだけの火か炎えんを巻き起こしながらも周囲の森の木々を焼かないのは、紅の使し役えきが卓たく越えつしたものだからだろう。未熟なものが、火の霊獣を使えば、悪戯いたずらに熱を振ふりまいて周囲を焼いてしまう。紅の放った鳳凰は、ただひとつ、目標の敵のみを焼くために直進するのである。

【へへっ！　おもしれえっ！　来いやッ！】

　真っ正面から受けて立つ格好のガルヴァルダン！　鳳凰がドラゴンの金属の肌に襲いかかっていく！

　ガルヴァルダンは、両腕の太い前腕を大きく振りかぶって鳳凰を横よこ殴なぐりにしていった！　その豪ごう快かいさときたら、腕を振るっただけで周りの木々を薙ぎ倒すほどである。鳳凰はガルヴァルダンの剛ごう力りきに捕つかまり、勢いを相そう殺さいされていくが──そこに天より雷光が鳴り響いて、ガルヴァルダンに盛大に落ちていく！　機械のドラゴンが全身くまなく雷光に飲み込まれていった！

　反撃とばかりに鳳凰が、飛びかかるが──それはガルヴァルダンの新たな攻撃にて、打ち止められる。例の盾たてのような形の太い腕うでが、パカリと縦に割れた。割れたところより、砲ほう身しんが伸びる！　盾の中から、キャノンが出現しやがった！

　絶大な雷光により全身から煙けむりを上げるガルヴァルダンだが、怯ひるむことなく、右腕で鳳凰の喉のど元もとを摑み、その腹部に左腕の盾より現れたキャノンを押し当てるっ！

【吹っ飛べやァアアアアアアアアッッ！】

　キャノンより巨きよ大だいな光こう弾だんが飛び出して、鳳凰を丸ごと飲み込んでいく！　この一帯を激しく照らす光量を発生させて、鳳凰は光弾の一撃にて吹き飛ばされていった！

　霊獣のため、実体はない。もう一度召喚すれば鳳凰は呼べるだろうが……。それにしてもタフな機械生命体だ。あれだけの雷光──雷らい撃げきを受けて、内部も焼かれたはずだ。それでも一切怯まず、臆さず動き続けて反撃するなんて、相当な闘争心だ。

　いまの攻防だけで、この周囲一帯の木々はすべて吹き飛び、丸まる裸はだかとなっていた。……あとでどうにかして修しゆう繕ぜんしておかねば、いろいろと面めん倒どうくさいことになるな……。森ひとつの修繕って、かなり大変なんだけどなっ！

　──と、最後に斬きり込んだのは漸である！

「とりゃぁあああっ！」

　漸の剣けん戟げきは、ゼノヴィアの豪快さと木場の華か麗れいさが合わさったものであり、剣士としては理想的な形だった。

　高速で斬り込み、大ぶりな相手の攻撃をかいくぐって、隙すきを衝ついて絶大な威い力りよくを撃ち込む。デュランダルが纏う破は壊かいのオーラは荒あら々あらしくも、静かなものである。木場がこれを見たら泣いて喜ぶであろう剣士の姿だった。

　ガルヴァルダンは、その巨体に似つかわしくないほど機き敏びんに反応するが、それにも限界があり、圧あつ倒とう的なまでに漸のほうが動きの速度では上手だった。漸の攻撃も、ガルヴァルダンに届いており、金属のボディに一撃、また一撃と剣のダメージが重なっていく。

　加速する攻撃は、トリガーを引いて弾たまが剣に撃ち込まれるたびに威力を増していき、数十秒後にはデュランダルⅣが纏う聖なるオーラは、ガルヴァルダンの全身よりも大きく膨ふくらんでいた。視認する限りでもこの時代のデュランダルよりも攻撃力が上回っているのが理解できる。ああやって、威力を増強する弾を刀身に撃ち込むことで、段階的に攻撃力を上げていく仕様なのだろう。それが未来の聖剣──デュランダルⅣか。

【おりゃあああああっ！】

　ガルヴァルダンが、いままでにないほどの特大の光線を口から放つっ！　直撃すれば、この場にいる誰だれもが消しよう滅めつは免まぬかれない威力のものだ！　しかし、漸は臆することなく、正面から、デュランダルを振り下ろしたっ！　デュランダルⅣより、極大の聖なるオーラが解き放たれるっ！　これは母であるゼノヴィアが得意とするデュランダル砲ほう、そのものだった──。

　ガルヴァルダンの光線と、デュランダル砲が真っ正面よりぶつかり、盛大な大だい爆ばく発はつを森のなかで巻き起こしていくっ！　爆音と衝しよう撃げき、爆ばく煙えんを発生させて、ふたつの攻撃による余波は俺たちとこの一帯を激しく包み込んだっ！

　……すべてが静まったとき、そこにあったのは──肩かたで息をする漸の姿。どデカいのを一発放ったためか、デュランダルⅣは先ほどの極大のオーラを消失させていた。

　ガルヴァルダンのほうは──左腕を丸ごと吹ふき飛ばされており、腕の断面より、バチバチと火花を散らせていた。

　いまの激しい衝しよう突とつの影えい響きようで、この結界にも歪みが生まれて、上空に穴が発生していた。

　ガルヴァルダンが、不敵な笑みを見せて、腰こしのロケットを吹かしていく。

【──チッ、転移の影響で大分パワーが下がっているようだ。ガキの一撃でここまでやられるとはな】

　ガルヴァルダンが頭上を見上げて、一気に飛び出す格好となるっ！

　イッセーの子供たちが、逃にがすまいと構える！

「逃がすかっ！」

「行かせないっ！」

　紅と漸が、攻こう撃げきを繰くり出そうとする！　俺も結界を張り直そうと魔ま方ほう陣じんを展開させようとするが──。

　ガルヴァルダンの右肩の部分が開いてスピーカーユニットのようなものが露あらわになる。

　──ッッ！

　突とつ如じよとして襲おそいかかる耳みみ障ざわりな不協和音っ！　ガルヴァルダンの肩から発生したものだろう！　初めて耳にするもののためか、俺も魔方陣の展開が一いつ瞬しゆんおろそかになった。紅たちも耳を押さえて、苦く悶もんの表情を浮うかべていた。

【次は殺すぜ、赤龍帝のガキどもっ！】

　それだけ言い残して、ガルヴァルダンは、ロケットの勢いで上空に飛び出していった！　そのまま結界に開いた穴を通り過ぎて、この場より脱だつ出しゆつしていく。

「くそっ！　仕留めたかもしれないのに！」

　悔くやしそうに吐はき捨てる漸。

　紅が漸の肩に手を置き、首を横に振る。

「……いや、いまの装備は初めて見たものだ。おそらく、ガルヴァルダンたちも以前戦ったときよりも兵装を変えてきているだろう。あのままやれば、想定外のカウンターで誰かがやられていたかもしれない。……いまはこれでいい」

　兄の一言に漸も息を吐いて落ち着きを取り戻もどそうとしていた。

　機械のドラゴンが飛んでいった上空を見上げる俺こと──アザゼルは、言い知れない不安を抱いだいた。

　だが──。俺はイッセーの子供たちに視線を向ける。

　不安を抱いたと同時に未来の子供たちに大きな希望を持ったのも事実だ。

　未知の敵がこの時代に襲しゆう来らいしているが、こいつらがいれば、こいつらと共に立ち向かえば、未来は守れる。そう信じたい。

　まだ見ぬイッセーの子供たちにも期待を寄せながら、俺はこの森の修繕方法に思考を切り替かえていった──。







　　　第３話　新・教会トリオ







　三十年後の未来から転移してきた侵しん略りやく者──異世界の機械生命体『ＵウＬル』。それを追って三十年後の世界より現れたイッセーの子供たち。

　俺はイッセーの子供たちと共に『ＵウＬル』の幹部である『四インヴエイド・将フアナテイツク』の一角『ガルヴァルダン』とかいう機械のドラゴンと遭そう遇ぐう、これと交戦したのであった。

「──というわけで、そういうことがあった。おまえらも気をつけてくれ」

『了りよう解かい』

　俺は、オカ研メンバーに真実を伏ふせて、『未知の敵性生命体』が暴れ回っている旨むねを報告した。

　あの機械のドラゴンが飛び去ってから、一日が経過していた。俺はあのあと、戦場となった森の始末をどうにか片付けてから、駒く王おう町に住む教え子たちに今回の言い訳をしたのだが……。

「先生！　俺たち、襲撃されました！　あいつら──」

「生徒会のメンバーも遭遇したそうで──」

　──と、『ＵウＬル』からの接せつ触しよくを報告されてしまう。幸い、幹部クラスやロキとは会っていないようで、真相は知り得ていない。

　……どうやら、敵さんのほうはこの時代の連中を襲うことに関して躊ちゆう躇ちよないようだ。ま、歴史を作り替えることが目的である以上、未来の世界で手こずっている二に天てん龍りゆうの仲間をこの時代で襲うことはむしろ当然だろう。この時間軸じくからさらに過去に戻って歴史に影響を与あたえる組と、ここに留とどまって俺たちを襲う組で分かれているようだ。

　不幸中の幸いなのが、奴やつらが歴史改変のために転移してきた時代が、この時間軸だったことだ。もう少し過去──たとえば、『禍の団カオス・ブリゲード』とやり合い始める前に転移されてきたら、アウトだった。──何せ、『ＵウＬル』とまともに戦えるだけの力が、イッセーたちにはなかったのだから、そのまま一方的に殺されていたことだろう。

　相手の転移方法が、技術的に問題を抱かかえていたのか、それとも予想外のハプニングが起きてこの時間軸の転移になったのか……。おそらく、後者のように思えるが……。

　俺は教え子たちに、

「とにかく、一人で行動することだけは控ひかえてくれ。特に後衛のメンバーは日中でも絶対に前衛で戦う者と一いつ緒しよに動くこと。二、三人以上で行動するようにな」

　それだけきっちりと言い渡わたしてから、イッセーの子供たちと合流予定の場所へ向かうことにした。




　　　　　─Ｄ×Ｄ─




　駒王学園から少し離はなれた住宅街の公園に来た俺は、ベンチに座って、ゼノヴィアの息子むすこ──漸ゼンから報告を受けていた。

「じゃあ、紅くれないは他ほかの兄きよう妹だいと合流するためにもう出たってことか」

「はい、どうやら想定していたタイミングがかなりズレているようでして、修正した日時と座標をもとに朝から転移ポイント周辺に向かってます」

　紅の姿はなく、漸が言うように他の兄妹を迎むかえるために動いているようだった。この場にいるイッセーの子供たちは、漸、白しら雪ゆき、黒くろ茨ばらのみだ。

「──で、おまえさんや白雪、黒茨は昨夜ゆうべ連れん絡らくがあったっていう兄弟のほうと合流するために残ったわけだ」

「ええ、そうです」

　話の通りで、ガルヴァルダンとの一戦後すぐに別の兄弟から連絡が入り、今日、この場所で合流という手て筈はずになっているようだった。

　十数分ほどベンチで待っていたが、漸が公園の時計をしきりに見ている様子から、予定の時間よりも遅おくれているのだと察した。

　ベンチの隅すみで並んで座っている白雪と黒茨は、俺が持ち歩いている非常食のチョコバーを頰ほお張ばっていた。俺が飴あめをなめていたら、じーっと見てきたからな。

「この時代のお菓か子しもいけるにゃ」

「……うん、おいしい」

　チョコバーにご満まん悦えつしているようだ。食べ物に関心を寄せるのはこいつらの母親とそっくりだな。

「……遅おそいな」

　そう言うなり、漸は立ち上がり、公園の外のほうに出ようとする。そのときだった、漸が公園の入り口で何かを発見したようで、その場で立ち止まっていた。「あちゃー」とばかりに顔を手で覆おおい、まいっているようだった。

　何を見つけたのかと気になって俺は白雪、黒茨と共に公園の入り口のほうに足を運び、漸の視線の先を目で追った。

「ほら、おばあさん。地図の通りだと、その場所はこの辺りだと思うわ」

　道路を挟はさんだ対岸の歩道に、地図を片手にお年寄りの手を引いている長い金きん髪ぱつの少女と、そのうしろにつく栗くり毛げの少年がいた。手をあげて、元気に横断歩道を渡り歩く三人の姿。

　渡るなり、老ろう女ばが少女と少年に深く頭を下げて「どうもありがとうね」としきりに礼を口にしていた。

　金髪の少女と栗毛の少年が老女と別れたのを確認してから、漸がため息を吐つきながらそちらに近寄っていった。

「姉さん！　おおっぴらにこの時代の面前に出ちゃまずいって！」

　漸が少女にそう告げる。漸が言うようにやたらと過去の人間と接触を持つのは良いいことじゃない。この老女だって、本来ならもっと道に迷っていただろうからな。迷っていた時間が短縮したってことは、それもまた歴史改変となる。わずかな変化は因果関係の果てにやがて大きな結果になることもあるのだから。ま、迷子の老女を救ったことは、未来の俺たちにそう影響もないだろうが……。

　少女が、漸に気づいたようで屈くつ託たくのない笑顔を見せた。

「あら、漸じゃない。あなたのこと、探したのよ？　それに白雪と黒茨も！　あれ？　紅兄さんは？」

　漸の一言をまるで気にしていない様子の少女。どうやら、漸の姉のようだ。

「姉さま」

「お姉ちゃんにゃ♪」

　猫ねこ娘むすめ二人は、少女に懐なついているようで合流するなり抱だきついていた。

　少女の対応に頭を抱える漸。

「……ったく、姉さんは……。紅兄さんは別行動に移ったよ」

　漸が栗毛の少年に言う。

「真シン、おまえがついていたなら……って、無理か」

　栗毛の少年──真と呼ばれた少年は、肩かたをすくめるだけだった。

「……無理に決まってるよ、アイリ姉さんだぞ」

　真と呼ばれた少年と、アイリと呼ばれた少女が漸のうしろにいた俺に気づいた。漸が軽く俺のことを説明すると、わかってくれたようであらためてあいさつをくれた。

　少女が自己紹しよう介かいをしてくれた。

「はじめまして、アザゼル初代総そう督とく。私は兵ひよう藤どう愛アイ理リといいます。母は兵藤アーシア……えーと、この時代ではアーシア・アルジェントでしたね。父、兵藤一いつ誠せいの長女です」

　アーシアの娘か！　ああ、だろうと思っていたよ。顔立ちから瞳ひとみの色まで母親にそっくりだ。髪かみの毛の長さまで完かん璧ぺきなほどにな。ただ、アーシアの娘とは思えないほどに元気はつらつだが……。

　続いて栗毛の少年──真があいさつをした。胸には十じゆう字じ架かがかけられている。

「同じく赤せき龍りゆう帝ていの兵藤一誠と紫し藤どうイリナの息子──三男の紫藤真シンといいます」

　こっちはイリナの息子か。髪の色はまんまだし、面おも影かげもある。あの娘こが男なら、こういう感じなのだろう。

　なるほど、漸が合流予定だったのは、アーシアの娘とイリナの息子か。漸が揃そろうと──偶ぐう然ぜんか、必然か、アーシア、ゼノヴィア、イリナという仲の良い親たちと同様の三人の組み合わせだった。

　そういえばこいつらは全員、この時代でも着ていておかしくない服装だ。もちろん、ただの服ではなく、防ぼう御ぎよ面に特化させた特別な服ではあるだろうが……。身にまとうものからも歴史に影えい響きようを与えたくなくて、未来の親たちが用意したのだと思う。

　さて、これで俺が会ったイッセーの子供たちは、リアス、アーシア、朱あけ乃の、小こ猫ねこ、ゼノヴィア、イリナ、黒くろ歌かとの子だ。七人！　さすがに整理したくなったので、俺が問う。

「ちょっと、整理させてくれ。おまえたちの年ねん齢れいというか、生まれた順番についてだ。俺が会ったのは、紅、漸、イクス、白雪、黒茨と、アイリと真ということになるが……」

　その辺、理解しておいたほうがスムーズに話せるだろうからな。

　漸が答えてくれる。

「長男は紅兄さんです。次に生まれたのがアイリ姉さん。同年生まれです。その次が、俺、真、あともう一人いて、その並びが同い年。さらに下にイクスともう一人がいて、イクスのもっと下が白雪と黒茨です」

　漸の言葉から、イッセーの子供がさらにいることが発覚する！　おいおいおい、もしかして、俺の想像よりもたくさんいるのか!?

「……待て待て、その話だと、イッセーのガキんちょは相当いるように思えるが……」

　俺が訊きくと、漸はうなずく。

「ええ、非ひ戦せん闘とう員いん……というか、幼い兄弟も合わせると結構な数です。この時代に転移してきているのは、この年齢で戦闘できるメンバーですから」

「この時代に来ている兄弟は俺ら含ふくめて十人のはずです」

　と、真が続いて答えてくれた。

　……そうか、イッセーたち、がんばったようだな。悪あく魔まは出生率が低いのだが、その辺、悪魔世界に大きく貢こう献けんしていそうだ。未来のイッセーよ、存分に子作りして、親になったようだな。

　どうだ？　複数の女を嫁よめにしつつ、子供の面めん倒どうも見るのは大変だろう？　絶対に頭を悩なやましているに違ちがいない。ふふふ、それを想像するだけで美う味まい酒が飲めそうだぜ。

　驚おどろきながらも感心していた俺だったが、ふいに漸の耳元に小型の通信用魔ま方ほう陣じんが展開した。他の兄弟からの連絡だろう。

「ん？　ああ、おまえか。……何!?」

　その報告に驚く漸。同時に漸の手元に小型の魔方陣が生じて、地図らしきものを投影させていた。

「いや、ちょっ、待て、イクス！　勝手な行動は慎つつしめッ！　ここは俺たちがいた時代じゃないんだぞ!?　お、おいっ！　イクスッ！」

　どうやら、イクス──リアスの息子からの連絡だったようだが、漸は「あいつ！」と弟からの連絡に怒いかり心頭の様子だった。

　アイリが漸に訊く。

「どうしたの？　イクスから？」

　うなずく漸。

「──イクスが、『ＵウＬル』と遭そう遇ぐうした。相手に『四インヴエイド・将フアナテイツク』の手の者もいるらしいんだけど、あいつ、先に一人でやるって……ッ！　場所だけ送ってきやがったッ！　ったくよ！」

　毒づく漸だったが、アイリはカラカラと笑うだけだ。

「ま、あの子らしいわね。いいわ、私が直接連絡する」

　アイリはそう言うなり、耳元に連絡用の魔方陣を展開させた。すぐにイクスと繫つながったようだ。

「イクス？　私よ、アイリ。私たちもそこに行くから、少しだけ待ちなさい。一人でやるのは控えるように」

　そのすぐあとにアイリは無言でプレッシャーを全身から解き放つ。全身がぞわっとするものを出しやがったぞ、この娘！

　アイリが、アーシアそっくりの笑みを浮うかべたまま、迫はく力りよくある一声で魔方陣越ごしの弟に言った。

「──私の言うことが聞けないの？」

　それを見て白雪、黒茨の二人は怖こわそうに抱き合っていた。

「怖い、アイリ姉さま……」

「うにゃ……アイリお姉ちゃんを怒おこらせたらダメダメよ……」

　見れば漸と真も青ざめていた。

　……おおっ、あのやさしいアーシアの娘がこんなにも剛ごう胆たんな子になっているとは……。未来ってのは何が起こるかわかったもんじゃないな。

　一いつ拍ぱくおいて、アイリが途と端たんに満面の笑みとなる。

「そう、よかったわ。いい子ね、イクス。じゃあ、私たちが行くまで待っていなさい」

　そのやり取りで通信は終わる。迫力でイクスをねじ伏ふせたのだろう。

　アイリが漸と真に言った。

「漸、真、付いてきなさい。イクスのもとに行って、『ＵウＬル』を吹ふっ飛ばすわよ」

　これに男兄弟二人が応じる。

「「はい」」

　アイリは白雪と黒茨の頭を撫なでる。

「白雪と黒茨はここで一いつ旦たん待機。来るときは紅兄さんや他ほかの兄弟と合流してから来なさい」

　うなずく猫娘の二人。

「はい」

「了りよう解かいにゃ」

　テキパキと指示するアイリの姿に年長者の風格を感じる。というよりも、アーシアの娘が、母親とそっくりの顔立ちをしながらもこんなにハキハキした少女になるとは……。

　この時代にイッセーの子供たちが来ていると知ってから、俺が想像していたアーシアの子供像は物静かな性格だ。まさか、真逆とはな。

　てなことをアイリの顔を見ながら思っていたが、俺の視線に気づいたらしく、少女は訝いぶかしげな表情を浮かべながら手で自身の顔を触さわっていた。

「……なんですか？　私の顔に何かついてます？」

「いや、おまえさん、アーシアの娘にしては元気だなって」

　俺がそう言うと、きょとんとしたあと、豪ごう快かいに笑った。

「あははは、よく言われます。うちのお母さん、あんな感じでのほほんと天然のヒトですからね。だからでしょうか」

　アーシアの娘は勇ましい緑の瞳を輝かがやかせて言った。それは──父親のイッセーとまったく同じ目つきだった。

「自然と私は『お母さんを守らなきゃ！』って、つい前に出ちゃってます」

　兵藤一誠の娘──。合点がいくというものだ。実にあいつの子供らしいことを堂々と言ってくれるじゃないか。

　しかし、兄弟は思うところがあるようで困ったように息を吐ついていた。

「……つい、で毎回前に出られても困るよ、姉さん」

「若い頃ころの父さんそっくりだって話だけど、そこまで似なくてもね……」

　漸と真が姉にそう忠言を漏もらしていた。

　とうの姉アイリは、元気な笑みを見せて答える。

「何言ってるの？　前線は私のステージよ？　派手に踊おどらなければ女じゃないわ」

　そう言うなり、アイリは俺に言った。

「初代総督、さあ、イクスが送ってくれた座標のところへ行きましょうか」

　──前線は私のステージ。

　アイリの吐いたこの台詞せりふの意味を俺はこのあとすぐに知ることとなった──。




　　　　　─Ｄ×Ｄ─




　俺がイッセーの子供たちと転移した先は──隣となりの県だった。とある山奥の採石場跡あと地ちだ。

　……場所は別だが、以前、イッセーたちがロキと戦った場所に似ているな。ここにイクスが発見したという件くだんの『ＵウＬル』がいるという。日中だというのに、その採石場に転移した瞬しゆん間かんに異様な波動と空気を感じられた。ここはすでに小規模の異空間と化している。

　特とく撮さつの撮影によく出てきそうな岩いわ肌はだの採石場全域を見み渡わたせる物もの陰かげに紅髪の少年は体勢を低くして待機していた。

　俺たちはイクスに歩み寄り、アイリがイクスに問う。

「どう、首しゆ尾びは？」

「……いま、五つめが転移してきているところだよ」

　そう言うなり、前方を指さすイクス。

　地面に大きな魔方陣らしきものが輝いており、その上空にも同じものが浮かび上がっていた。魔方陣の周囲には雑ぞう兵ひようの『ＵウＬル』がガードするように待ち構えている。

　上空の魔方陣から、黒光りしている物体が半分だけ姿を現していた。いままさに転移をしてきているのだろう。すでに下の魔方陣には、転移を済ませたであろう同じような黒い物体が四つ点在していた。それはすべて極太の円柱に思える形をしている。

　あれも『ＵウＬル』なのか。人やドラゴンの形どころか、ただの円柱ではないか。……まあ、もともと異世界の生命体だ。俺たちの尺度で測っても仕方のないことだろう。

　興味深く観察していた俺に漸が言う。

「あれは──『羅ら睺ごう七しち曜よう』レッズォ・ロアドの『四インヴエイド・将フアナテイツク』、その一角『ベゥバ・レコルグ』の一部ともいえる『ＵウＬル』です」

「一部？　どういうことだ？」

　問う俺に漸と真が続けて答えてくれる。

「『ＵウＬル』には分ぶん離り、合体の特性を持った個体も存在します。『ベゥバ・レコルグ』はその特性を持った幹部です。体をいくつにも分けて、ひとつひとつ転移させることが可能なんです」

「もとが巨きよ大だいですからね。ああやって小出しでしか時間の転移ができない。大きければ大きいほど、転移に要するエネルギーも膨ふくらみますから」

　分離、合体──。機械生命体らしいというか、まさにロボットだな。つまり、あれは巨大な『ＵウＬル』が分離したもので、体の一部をひとつずつこの時代に送っているそうだ。では、すべてが揃そろえば合体してもとのサイズに戻もどるということか。

　イクスが息を吐く。

「早めに捕ほ捉そくできて幸運だった。『ベゥバ・レコルグ』の能力は戦略兵器といっても過言じゃない。あれがすべて転移してこっちで合体を果たしたら、どうなっていたか……」

　戦略兵器はマズいな。そんなものがこちらに送られて大暴れした日には、大事件となるのは明白だ。俺の言い訳も通じなくなり、各勢力間で国際問題になるだろう。ここで一気に仕留めるか、追い返すのが一番だ。

　イッセーの子供たちもそれを理解しており、すでに臨戦態勢だった。それぞれの得物を取りだしていた。──と、アイリが打だ撃げき用のフィンガーグローブを取りだして、手に着け始めたではないかっ！

　俺が驚いていることなど気にも留めず、アイリは勇ましく宣言する。

「──行きましょうか。イクス、あなたも戦いなさい」

　言うなり、彼女は一歩前に出て、そのまま『ＵウＬル』たちのほうへ向かいだしたっ！

「おい、あの娘むすめ、さっき、前線が自分のステージと言っていたが……本当に戦うのか？　アーシアの子供なんだよな？」

　戦せん闘とうする気まんまんのアイリの姿に俺はつい漸にそう訊きいてしまう。

　漸は、ニヤリと笑みを浮かべた。

「アイリ姉さんは、うちの兄弟でイクスと並んで前衛のエースですよ」

　真もこう続く。

「何せ、赤龍帝の兵藤一誠の子供たちで、イクスとアイリ姉さんは、近接戦闘で最強ですから。戦闘スタイルで父の影えい響きようが一番強いのはアイリ姉さんです」

　──っ！　俺は驚おどろきで言葉もなかった。……なんてことだ。あのアーシアの、しかも娘が、前線で戦う近接タイプだとは！

　などと俺が驚きよう愕がくしている間にも、アイリはスッと音も無く姿を消すと、次の瞬間には魔方陣の周りにいた兵隊の『ＵウＬル』複数体を拳けん打だと蹴けりで一気に砕くだいていた！　見事なまでの体たい捌さばきがそこにはあった。動きは洗練されており、格闘技を幼い頃から習っている者のそれである。舞まうように動き、その勢いを乗せて蹴りを放ち、腰こしの回転力から生み出された拳こぶしも当てていく。インパクトの瞬間にオーラを瞬時に高めてぶち込んでいっている。

　その細ほそ腕うでのどこにこれだけのパワーがあるというのか。イッセーの娘ということで、あいつのパワーバカなところは完全に似てしまったようだ。

「姉一人に任せてばかりなのもね」

　イクスが紅色の軌き跡せきを発生させながら、高速で『ＵウＬル』を斬きり倒たおし始める。

　漸と真は、到とう着ちやく早々に戦闘を開始させた姉と弟の姿に呆あきれ顔だった。

「……こういうところはあの二人、似ているもんな。有言実行というか、敵を見たらすぐに行動開始というか」

「ま、俺たちが姉さんやイクスのフォローをするなんていまに始まったことでもないだろう？　さ、行こうか」

　漸はデュランダルⅣフオーを構える。真は純白の天使の片かた翼よくと、ドラゴンの片翼を生やして、両手に得物として日本刀を持った。真は刀での二刀流か？　ただの日本刀ではなさそうだ。神聖な波動を二ふた振ふりの刀が放ち続けている。

　イクスとアイリの戦線に漸と真が加わり、魔ま方ほう陣じんの周囲に複数いた兵隊『ＵウＬル』を蹴散らしていく。奴やつらがビームを放とうとも、光こう弾だんを撃うとうとも、イッセーの子供たちは意にも介かいさずに勇ゆう敢かんに一体、また一体と打ち倒していった。

　……俺の出番がないほどだ。いちおう、光の槍やりは手に出現させたのだが……。

『Boostブースト!!』『Explosionエクスプロージヨン!!』

　覚えのある音声が響ひびき渡わたる。イクスが装着している籠こ手て──人工神滅具ロンギヌスであり、赤龍帝の籠手ブーステツド・ギアを模したものから発せられたものだった。

　籠手から何かが撃ち込まれる音が聞こえ、薬やつ莢きようが飛び出していく。刹せつ那な、籠手から莫ばく大だいな紅のオーラが解き放たれて、イクスと紅こう剣けんを包み込んでいった。イクス自身のオーラが一層高まって、動きがさらに俊しゆん敏びんとなった。その状態でさらに、いや、豪快に『ＵウＬル』を容よう赦しやなく斬り滅ほろぼしていった。漸の持つデュランダルⅣと同じように威い力りよくを増大させる弾丸が装そう塡てんされているのだろうな。

　発動の条件は多少違ちがうようだが、基本的に本物の赤龍帝の籠手ブーステツド・ギアと能力的には同じか。力を倍にして、それを発動させて身体能力を向上させる。

　俺もデカい光の槍を『ＵウＬル』に放って破は壊かいしていく。いちおう、奴らに有効な手段というか、対策用の術式を姫ひめ島じま紅から教えてもらったものだから、雑ざ魚この『ＵウＬル』程度ならば光の槍を放ほうるだけで倒すことはできる。

　奴らの表面を覆おおっている目には見えない特異なバリアを解く術式さえ知れば、攻こう撃げき手段にそれを混ぜ込んで打だ倒とうできるのだ。ま、ゴリ押しで倒せるっちゃ倒せるんだが、それだと効率が悪くてな。

　未来の術式ゆえ、直接俺以外の者に教えるのはマズいだろうから、バレないよう現代風の式に落とし込んでから教え子たちに伝えている。……式を直すってのが、これがまた相当面めん倒どうくさかったわけだが……まあ、いまそのことはいいだろう。

　兵隊の『ＵウＬル』を大部分倒したところで──前方の黒光りする円柱が輝き、鳴動し始める。すると、カシャカシャと円柱の至るところがスライドしていき、何かに変形をし出したのだ。円柱が姿を変えて、俺たちの前に立ちふさがる。機械の人型であったり、四本足の獣けものであったり、宙を飛ぶ巨きよ鳥ちようのようなものにまで円柱は変形したのだ。五つの円柱は、ひとつとして同じ格好に変形はしなかった。

　そして、変形した円柱『ＵウＬル』のその身にまとう雰ふん囲い気きは、明らかに兵隊『ＵウＬル』を超こえており、格段に手て強ごわい相手だと認識させてくれる。

　──と、思し慮りよしていたら、前方の変形した円柱『ＵウＬル』の体がさらに変化していき、人型の両りよう腕うでが砲ほう身しんと化して砲口をこちらに向ける！　獣型は背中からビッシリと突とつ起き物が生えて、大量のミサイルを積んだ格好となっていた！　様々な形に変形した円柱『ＵウＬル』五体すべてが体に兵器を形作ったのだ！

　俺たちに向けて、砲撃が、ミサイル攻撃が、襲おそいかかってくる！　前方のすべてが敵の攻撃で覆い尽つくされ、兵隊『ＵウＬル』ごと俺たちを吹ふき飛ばそうとしてきた。敵も味方もないってか！

　俺は翼つばさを広げて、できるだけ距きよ離りを取ろうと一時的に待たい避ひする。全身を防ぼう御ぎよ型の魔方陣で覆い、雨のように降り注ぐ砲撃、ミサイル爆ばく撃げきからダメージを最小に留とどめようと努めた。

　魔方陣に一発当たるだけでズシンと重い衝しよう撃げきが体にまで伝わってきて、魔方陣が容易に崩くずれかける。こんなもの、そう何度も食らってもいられんぞ！

　採石場跡地は、超ちよう広こう範はん囲いの連続爆撃によって至るところで爆発と爆ばく煙えんを巻き上げていたっ！　明らかに土地の形が変わる勢いだっ！　いや、進行形で形が変わっていっている！　岩肌が大きく抉えぐれてクレーターが次々と生まれてやがる！

　おいおいおい、この間の森のなかでの戦いといい、後始末をする俺の立場ってのも考えてくれ！　って、さすがに今回は完全修復できんぞ！　ったく、相手は完全転移していないため、本調子ではなさそうなのに現状でこの被ひ害がいっ！　戦略兵器らしいからな。完全体になったらどれだけの実害が出るか、想像もしたくないぜ。

　とうのイッセーの子供たちは──果か敢かんに防御魔方陣を展開しつつ、手に持つ得物でミサイル、砲撃を一発一発的確に打ち落としていく。この手の攻撃に慣れっこという様子だ。こいつらは、未来の世界でよほど『ＵウＬル』と戦っているようだ。下手に防御して縮こまるよりも迎げい撃げきしたほうがダメージが少ないと知っているのだ。

　豪ごう雨うのような爆撃が止やんだあとで、イクスが円柱の『ＵウＬル』こと『四インヴエイド・将フアナテイツク』の『ベゥバ・レコルグ』の一部に紅剣を構える。籠手の力を発動させようとしていた。

　それを見てアイリが注意をする。

「イクス、その『赤龍ブーステ王太ツド・ギ子のア・デイ籠手アボロス』を至らせるのはやめなさい。──まだ、不安定なのでしょう？」

「けど！」

　アイリが口にした『赤龍ブーステ王太ツド・ギ子のア・デイ籠手アボロス』とは、イクスの籠手のことだろう。至れるようだが……不安定でもあるようだ。

　アイリが勇ましく一歩前に出る。

「──ここは私が行くわ」

　すると、アイリの全身から黄金のオーラが発生して、金色の髪かみが揺ゆらめいた。

　少女は力ある呪じゆ文もんを唱え出す。

「──我が声に応こたえよ、黄金の鱗うろこを持ちし、偉い大だいなる汝なんじよ。共に眼前の敵を殴おう殺さつせんがために──御おん身みを我が前に──っ！」

　アイリの顔、手、足に魔方陣──龍門ドラゴン・ゲートの紋もん様ようが浮うかび上がった！　自身を召しよう喚かんする相手の依より代しろにしているのかっ！　そして、アイリの体に浮かぶ魔方陣から発せられる紋様と金色のオーラは俺も見たことのあるものだった！

　魔方陣の輝かがやきと共にアイリの体から多量の光が解き放たれる。アイリの横に光が留とどまり、形を成した。そこに現れたのは──黄金のオーラを持つ巨大なドラゴンのシルエットだった。──ファーブニルだ。

　アイリは自身より出現した黄金の輝きに告げた。

「ファブちゃん、こっちに来て早々、朗報よ。──お母さんに呪のろいをかけた連中とやり合えるわ」

　光と化しているファーブニルが、アイリを覆うように被かぶさっていく。

　──その姿はアイリが、まるで羽は衣ごろもを羽織ったかのようだった。

「私の人工神滅具ロンギヌス──『黄ギガ金ンテ龍イス・君のメイデン羽衣・ローブ』」

　──人工神滅具ロンギヌスッ！　アイリも持っているのか！　しかもこれは……ファーブニルを核かくにしたものだ。俺がファーブニルの力を借りて使っていたものの発展型だろう。

　羽衣から発せられているオーラがドラゴンのシルエットを浮かび上がらせる。そのシルエットが発声した。

『俺様、アイリたんに力を貸すッ！』

　アイリが羽衣をまといながら、その場で舞うように回転すると、オーラを一気に膨ぼう大だいに高めだした。そして、シルエットのファーブニルと共に叫さけぶっ！

「『鬼バラン手ス・ア化ジヤストッッ！』」

　刹那、アイリが全身にまとう黄金のオーラが膨ふくれあがって、爆発的に高まった！　オーラの輝きはしだいに形を成していき、アイリの全身を包み込んでいった。

　黄金の光が弾はじけると、そこには──黄金の全身鎧プレート・アーマーを着込んだ少女の姿があるではないかっ！　人工神滅具ロンギヌスによる疑似禁バランス・手ブレイカーか!?　いや、俺が発現させたときよりも力が安定しているように感じる！

　アイリが黄金の鎧よろいを着込んで、黒光りする円柱『ＵウＬル』に構えた。

「──鬼カウンター手・バランス、『黄金ギガンテイス龍君・ブラツド・の鎧スケイルメイル』よ」

　──鬼カウンター手・バランス。鬼き手しゆでカウンター・バランスときたか。

　この現象に驚いていた俺に漸が説明をしてくれる。

「俺たちの時代では、人工神器セイクリツド・ギア、人工神滅具ロンギヌスは本物のように問題なく禁バランス・手ブレイカー状態──鬼カウンター手・バランスになることができます。禁バランス・手ブレイカーは、均きん衡こうを崩すだけの力の解放ですが、鬼カウンター手・バランスはその逆です。もともと本物よりも安定しにくい人工神器セイクリツド・ギアを持ち主の力で強制的に安定化させることで至ることができます」

　なるほど、では俺が現時点で抱いだいている人工神器セイクリツド・ギアの禁バランス・手ブレイカー理論は未来で実を結ぶってことでいいようだな。

　ま、いずれ可能になるだろうとは思っていたが、こうやって先出しで答えを見せられると……うれしいようで、俺が直接叶かなえたかったという悔くやしさもある。

　本物の神器セイクリツド・ギアのパワーアップが禁バランス・手ブレイカーで、人工の神器セイクリツド・ギアのパワーアップが鬼カウンター手・バランスとはな。

　……あとでいろいろと独自に研究させてもらおうか。

　鎧を着込んだアイリは、俺たちに言う。

「漸、真、イクス、あと、初代総そう督とく、フォローを頼たのみます」

　漸と真が「「了りよう解かい」」と応じるなり、翼を広げて、前方に飛び出していく。

　漸が言う。

「イクス！　おまえは初代総督と一いつ緒しよにやれ！」

「俺と漸でアイリ姉さんのフォローをするからな！」

　真も言うなり、二振りの日本刀を握にぎり直して、円柱『ＵウＬル』に突つっ込んでいく！

　獣型の『ＵウＬル』と高速戦せん闘とうをし始める漸。敵が空中高くまで跳ちよう躍やくしてきて、宙に飛ぶ漸にまで襲いかかってくるが、それを奴は軽かろやかに避よける。──が、獣型の腰こしからジェットエンジンらしきものが出現して、火を噴ふきだす。エンジンを用いて空中で体勢を変えて、攻撃を避けた漸に再攻撃を仕し掛かけてきたのだ。

　しかし、それすらも避けて、漸がデュランダルⅣで斬きりかかった！

「消え失うせろッ！」

　一方、真は、人型ともう一体の獣型の円柱『ＵウＬル』と戦っていた。相手の砲撃を躱かわし続けていたが、獣型がその場で変形をし出して巨大な剣と化した！　それを人型が手にして、真に振ふり下ろしてきた！　変形による連係攻撃だ！

　──だが、それも真は二刀の得物で受け止めて、押し返していくっ！

　人型へ十文字で切りつけていった！

「まとめて『ＵウＬル』を始末するだけ！　アーメンってね！」

　十字で切りつけるなんざ、イリナの息子むすこらしい戦い方と台詞せりふだな。

　漸と真は時折合流してお互たがいの攻撃をフォローしていた。敵にアイリの邪じや魔まをさせないように動いているのだろう。

　アイリはというと──黄金の光の軌き跡せきを生み出しながら、目では捉とらえきれない神速で動き回り、巨鳥型の円柱『ＵウＬル』を一方的に攻撃しているようで、敵の体が視認できないほどの高速の打撃で次々と削けずっていっている！

　ついには巨鳥の腹部にアイリの拳こぶしが突き刺ささった！　アイリは拳を引き抜ぬくとその場から待避する。巨鳥型の『ＵウＬル』は致ち命めい的てきなダメージを受けて、全身がショートしたように火花が散り、煙けむりを上げて──爆散したっ！

　鬼カウンター手・バランスになった途と端たん、アイリが一体片付けやがった！　漸と真はアイリが単独で戦えるようにしていたのだ。一体一体確実に屠ほふり去るために──。

　上の兄弟三人が活躍しているなかで、イクスが苦笑する。

「まったく、あの三人は戦闘となったら、いつもこうだ」

「あいつら、いつも三人で戦っているのか？」

　俺の問いにイクスはうなずく。

「ええ、アーシア母さん、ゼノヴィア母さん、イリナ母さんが親友同士だったためか、あの三人はむかしから三人で行動してました。だから──フォーメーションは完かん璧ぺきなんです」

　イクスが言うように漸、真、アイリの三人の戦いは、一切ぶつかることなく、スムーズにお互いの攻撃をフォローしながら、的確に敵を消しよう耗もうさせていた。

「デュランダルⅣに断てぬものはないさ、多分な」

　デュランダルⅣの絶大な攻こう撃げき力でついに獣けもの型の円柱『ＵウＬル』を真っ二つに両断する漸。

　その横では、大剣と化した『ＵウＬル』を持った人型を、同時に十文字に斬り払はらった真の姿があった。真は首にかける十じゆう字じ架かにキスしながら言った。

「──聖せい霊れいの加護を受けし名刀にして霊刀、加か州しゆう清きよ光みつと大和やまとの守かみ安やす定さだの切れ味はどうだったかな？」

　残る一体の円柱『ＵウＬル』はさらに体を変形させて、半はん獣じゆう半人となっていた。上半身が人型で、下半身は四本足の獣、背中には翼も生えていた。

　アイリは、そいつに歩み寄る。

「……お母さんは」

　アイリは切々と語り出す──。

「お母さんは、花を育てるのが好きで、縫ぬい物も得意だった。お料理も得意で、兵藤家の味を完全に引き継ついで、お父さんもお祖じ父いちゃんもお祖ば母あちゃんも喜んでた。いつも笑顔で、怒おこることなんてなくて、だからこそ無む警けい戒かいで私やお父さんやファブちゃんが守ってあげなきゃって……」

　アイリの拳に膨大な黄金のオーラが集まり出す。少女は、涙なみだ声ごえで訴うつたえた。

「お母さんをいじめる奴やつは、絶対に許さないッッ！」

　これに漸も真もイクスも続いた。三人は残る一体に剣の切っ先を向けた。

「その通りだ。アーシア母さんは絶対に救うッ！」

「当然っ！　アーシアママの料理が二度と食べられないなんて想像もしたくない！」

「ロキだろうと、『羅ら睺ごう七しち曜よう』だろうと、俺たちの大事な家族を傷つける奴は──」

　三人の弟たちが、得物のオーラを高めて一気に振りかざし、姉のアイリは──。

「赤龍帝一家を舐なめるな、このバカァァァァァッッ！」

　極大のオーラの一撃を拳に乗せて、『ＵウＬル』に放っていく。

　イッセーの子供たち四名による同時波状攻撃をまともに浴びて、『四インヴエイド・将フアナテイツク』の一角、『ベゥバ・レコルグ』の一部とされる『ＵウＬル』はオーラの光のなかに消えていった──。







　戦闘を終えた俺たちは、一息つきながら変わり果てた採石場跡あと地ちを一望していた。

　鎧を解いたアイリが「ハハハ」とイタズラな笑みを浮かべていた。舌をペロっと出す。

「やりすぎちゃった☆」

　その一言に男兄弟三人は、「「「そうだね……」」」と嘆なげくように息を吐はくばかりだった。

　どうやら、姉のやんちゃぶりに苦労しているようだ。

『ＵウＬル』が展開していた上空と地面の巨大転移型魔ま方ほう陣じんは、すでにイッセーの子供たちと共に消しよう滅めつさせた。これで『ベゥバ・レコルグ』の転移は防ぐことが可能となり、仮にもう一度転移しようにも自身の再生やら魔方陣の再構築やらで膨大な時間が必要になるそうだ。実質、『ベゥバ・レコルグ』を退けたと言えるだろう。

　──と、イクスたちがここに近寄る気配に気づいたようだった。そう、リアスたちのオーラを近くに感じるのだ。目の前まで近づいてきている証しよう拠こだ。気配を察知できなかったのは、『ＵウＬル』の影えい響きようか？　先ほどの奴らの魔方陣からはよくわからん力が垂れ流されていたようだしな。

　イクスたちは魔力や魔法で衣装をチェンジさせて、コートを着込んだ。コートのフードを即そく座ざに深く被かぶり、自身のオーラも遮しや断だんさせた。顔とオーラを把は握あくされてはマズいからだ。

『ＵウＬル』の影響で転移が働かなかったのか、空中を飛んできたオカ研の部員たち。俺たちを視界に捉えると、傍そばに飛来してくる。

　到とう着ちやくするなり、変わり果てた採石場跡地を見て、リアスが驚おどろいていた。

「……アザゼル、これはどういうことなの？」

「あー、これはだな……」

　頰ほおをかき、説明に困る俺だった。まあ、『ＵウＬル』の襲しゆう撃げきは間ま違ちがいない。正体不明の敵性生物と大規模戦闘をしたとしか答えられないが……。

　リアスの視線が──フードを被るイクスたちに及およんだ。

「……あなたたちはいったい──」

　怪け訝げんに見ているオカ研メンバー。

　フードを被ったアイリが、じっとイッセー、リアス、そしてアーシアを見たあとで俺の横に来て、耳打ちしてくる。

「────」

　──っ！　……なるほど。俺はアイリの囁ささやきにニヤリと微笑ほほえみ、ひとつうなずいた。

　アイリは演技をするように俺に深く頭を下げた。

「アザゼル殿どの、私たちはこれで。さ、皆みんな、行くわよ」

『了解』

　イクス、漸、真もアイリに付き従うように声を出す。

　すると、彼らの足あし下もとに転移型の魔方陣が展開して、四人をジャンプの光が包んでいった。

　光が弾はじけると──彼らはこの場を転移していなくなっていた。

　イッセーが転移したアイリたち──自分の未来の子供たちを訝いぶかしげに見ていたようで、俺に問う。

「……行っちまった。先生、あいつらは先生の協力者ですか？」

「ん？　ああ、まあな。今回の一件に協力してもらってる知り合いからのエージェントだ」

　おまえの子供だよ、なんて口が裂さけてもいまは言えんわな。

　ふと、アーシアが一歩前に出て、首を傾かしげる。

「フードを深く被っていらっしゃったので、お顔はハッキリわかりませんでしたが……私のことをじっと見ていたような……」

「アーシアはかわいいからな。見み惚とれてしまったとかかな？　なんてな」

　イッセーがそう言った。

　アーシアは手を組み、やさしげな表情を浮うかべた。

「けれど、あの方々から、どこか他人ではないような雰ふん囲い気きを感じました……」

　──っ。……生まれた時代が違うとはいえ、不思議と通じるものがあるのかもしれないな。何せ、親子なのだから。

「実は私もだ」

「私も私も」

　アーシアの言葉にゼノヴィアとイリナが続き、

「そういえば私もなんとなく視線を感じたかもしれないわね……」

　リアスも何かを感じ取ったようだった。

　オカ研メンバーたちが不思議な体験をしているなかで、俺は先ほどアイリが耳打ちしてきたことを頭の中で思い返していた。

　アイリは俺にだけ聞こえる声でこう囁いたのだ。

　──私の名前は、アーシア、イッセー、リアスの頭かしら文も字じから取ったんだって、お父さんとお母さんが言ってました。そして、『愛』と『理』を持ってほしいと込めたのだと。

　俺は、あいつららしい名付け方だなと強く感心したし、あの娘こになんともピッタリな名前ではないかと、そう感じてならない。

　この場をイッセーたちと去ろうとしたときだった。プライベート回線に伝言メッセージが記録されているのに気づいた。俺にだけ聞こえるよう再生すると──。

『アザゼル先生、お会いしたいのですが、合流できないでしょうか。私は、三十年後の世界でイクスたちの上官をしております──ギャスパー・ヴラディです』

　ようやく、予想していたそいつから連れん絡らくが届いたのだった──。







　　　第４話　真しん紅くの意思







　アイリ、漸ゼン、真シンによる新世代の教会トリオとの共きよう闘とうを終えた俺は、二日後の正午過ぎ、駒く王おう町の繁はん華か街がいにある喫きつ茶さ店てんで時間を潰つぶしていた。

　……結局、採石場跡地での一戦が大規模すぎて事情を隠かくしきれなくなった俺は、信しん頼らいできるＶＩＰ──シェムハザ、サーゼクス、ミカエル、オーディン、ゼウスにのみ真実を告げた。

　皆みな一様に驚いていたが、すぐに納なつ得とくして俺の声に耳を傾かたむけてくれていた。まあ、各勢力、様々な神話体系には、時を司つかさどる神も存在するほどだからな。

　だが、さすがに未来から異世界の邪じや神しんの手下が攻せめ込んできているとは露つゆほどにも思わなかったようだ。

　──が、事情を知ればどのＶＩＰも得心することはあるようで、全員で通信にて話し合い、このことを公おおやけにせず、内々に処理する方向で話が固まった。

　ま、それの中ちゆう核かくを担になうのが……事件の渦か中ちゆうにいる俺なんだが……。関わった以上、最後まで面めん倒どうは見るさ。

　事件の概がい要よう以外のことはＶＩＰたちに話していない。未来でアーシアがロキの呪のろいを受けたこと、それを解くためにイッセーの子供たちが過去に来ていること、その子供たちから聞いた未来の技術や世界情勢、それらは一切口外していない。これこそが一番話しちゃいけないことだからな。歴史の大きな改変が起きちまうであろう可能性は確実に避さけねばならない。

　それに伴ともなって、あの採石場跡地に姿を見せたイッセー、リアスたちには、今回のことを──。

『次元の狭はざ間まに封ふうじられていた古代兵器群（古いにしえの神製作）が、突とつ如じよ目覚めてこちら側に攻め込んできている』

　──と、ざっくり説明した。要するに駒王町で暴れている謎なぞの敵はヴァーリチームで厄やつ介かいになっている古代のゴーレム──ゴグマゴグと似たようなものだと伝えたのである。あれも次元の狭間に漂ただよっていたのをヴァーリたちが発見して起動したわけだが……。

　奴らも腑ふに落ちないところもあったようだが、俺の説明を信じてくれた。この手のことを聞きかじっているロスヴァイセは、怪訝そうにしていたが……さすがに現状では『未来からの使者』にまで考えが至っていないようだ。

　今回のことは、サーゼクスのほうからもそれらしい話でリアスの耳に届いた。いちおうの納得をしてもらい、今後も警けい戒かいを怠おこたらず相そう互ご連絡を取り合いながら事に当たることとなった。

　……さて、俺の責任は重大だぞ。奴やつらの正体にリアスたちだけじゃなく、他の勢力が気づいてしまう前に事件を解決しなければならない。しかも、俺と協力関係にあるイッセーの子供たちのことは、俺以外に知られるわけにはいかない。その状じよう況きよう下で、こっちに来ている『ＵウＬル』どもを駆く逐ちくし、未来から来ているロキを捕とらえなければならんのだ。難度が特上の任務だろうな……。

　……まあ、不幸中の幸いなのが、こっちに来ているイッセーの子供たちが、どれも強者であることだ。あいつらの手を借りれば無理なミッションではないだろう。問題は、奴やつこさんたちが、こちらの時代に対して遠えん慮りよなしの態度を見せていることだ。下手につっつけば公に出てしまい、各神話体系だけじゃなく、人間界にも大きな影響を与あたえるだろう。んなことになれば、歴史は大きく塗ぬり変わって……。

　……あまり、悪いイメージを膨ふくらませすぎてもよくはないな。断固として『ＵウＬル』の目的を阻そ止しするという決意があれば十分だ。

　そんなことを思し慮りよしながらも俺はお気に入りの抹まつ茶ちやラテを口にしていた。予定ではこのあと、未来から来ているというギャスパーと会うことになっているのだが……奴よりも先に予想外のお客さんが俺に接せつ触しよくしてきたため、この喫茶店に入ったのだった。

　俺は対面の席に座る少年に視線を向ける。紅べに髪がみの少年──イクス・グレモリーがじっと俺を見つめていた。

　先ほど、イクス個人から連絡用魔方陣が飛んできて、『ちょっとだけ、会えませんか？』と言ってきたのだ。少年のその行こう為いと、少年自身にも興味があった俺はすぐに応じた。

　そして、いざこの喫茶店に一いつ緒しよに入ったものの……イクスは口を閉ざしたままで、会話は始まる気配もなかったのである。

「それで、俺に訊ききたいことはなんだ？」

「……え、ええと、あのですね……」

　遠慮がちに顔を伏ふせるイクス。そのまま無言となってしまう。

　戦いのときは両親に似て勇ましい少年だと思ったが、こうして面と向かって話すと……イッセーとリアスの息子むすこらしくもなくシャイなところも見て取れた。

　まあ、このままでは埒らちが明かないので俺のほうからさらに問うた。

「わざわざ俺の前に現れたんだ。何か訊きたいことがあるんじゃないのか？」

「…………」

　何か、顔色と態度から訊きたいことはあるようだが……なかなか要領を得ないな。俺のほうから会話を切り出してみるか。

「じゃあ、俺が逆に訊こう。未来のリアスは何をやっている？　当主のままか？」

　そう訊くと、先ほどとは打って変わってイクスは快活に話し始める。

「いえ、うちの母はすでに当主の座を俺の叔お父じ──ミリキャス兄さまに譲ゆずってます。母は、現在多た岐きに渡わたって事業を広げて、各種産業に取り組んでます。レーティングゲームのプレイヤーもしていますよ。……まあ、いまは異世界からの侵しん略りやくやらで戦争中なんでレーティングゲームは中止になっていますが……」

　伏し目がちにしながら、イクスはこうも付け加えた。

「……い、いちおう、父もゲームのプレイヤーをやってます。ただ、多た忙ぼうだから、なかなか試合をこなせずじまいですけど……」

　リアスのことを訊くとすらりと言葉が出るが、イッセーのことは言いにくいってふうだな。というより、訊いてもいないのに父親の話を付け加えてきたあたり、訊きたいこととはそういうことなのだろう。

　俺はイタズラ心に駆かられて、ついこう問う。

「ところでおまえは──女の乳は好きか？」

　イクスは紅茶を飲みながら、俺の質問を聞いて──固まってしまった。一いつ拍ぱくおいたのちに口にしていた紅茶を噴ふき出しながら咳せき込む。

「…………ぶほっ！」

　ゲホゲホとしながら、おしぼりで口を拭ぬぐっていた。息を整えてから、顔を紅潮させて異を唱える。

「な、な、な、な、なななななな、何を言い出すんですか!?」

　あらら、イッセーの子供とは思えないほどに純真な反応だな！　そっちのネタはダメか？

　イクスはそんな様相を見せながらもコホンと咳せき払ばらいをひとつして落ち着きを取り戻もどしたあとにこう続ける。

「……女性の胸のことですか……。そうですね、うちの母親たちが皆みんな、その……お、大きいから……女性の胸はそういうものだと幼少時に思い込んでいて……胸の小さい女性のことを最初は女性と認識できなかった時期ってのはありました。小さい頃ころは、ソーナおば上にも大変失礼なことをしてしまいましたよ」

　父親が女の乳を求めすぎると、子にこんな影えい響きようが出るんだな……。いや、あいつらの教育にちょっと問題があったのかもしれん。ソーナもとんだ酷ひどい目に遭あったようだな。

　イクスはおしぼりを握にぎりしめながら、ぷんすかと怒いかりをぶちまける。

「む、胸の大きい女のヒトばかり奥さんにした父親がエロすぎるんです！　だから、子供の俺がそんなことに……っ！　『おっぱいドラゴンの歌』を子守歌代わりに聞かされた息子の身にもなってほしいですっ！」

「すまん、その歌作ったの俺らだわ」

　間かん髪はつを容いれず謝る俺。その歌に関しては……俺やサーゼクスの悪ノリが原因だ。まさか、三十年後、次世代の者たちにいらぬ迷めい惑わくをかけているとはな。

　イクスは俺が謝ったことに手を前に出して慌あわてる。

「あ、いや、そういう意味ではなくて……いえ、そういう意味なのかもしれませんけど……」

　イッセーの子供たちのなかでも猪ちよ突とつ猛もう進しん的な側面を持つ少年だが、一方で年長者に対しての礼節はきちんと持ち合わせている、か。

　なるほど、数分の間の会話で、ある程度こいつのことがわかったぜ。この時代で喩たとえるなら、プライベート時に酷く軽い面を見せる魔ま王おうたちに対する家族の対応だ。サーゼクスやセラフォルーがプライベートであんな姿を見せるせいか、妹であるリアスもソーナも真ま面じ目めな性格になった。それと同じで、バラエティに富んだ母親たちと、スケベすぎる父親という家族を持った反動でイクスは真面目すぎる少年となってしまったわけだ。

　思い返してみると、他のイッセーの子供たちも真面目なのばかりだな。育ての親が多いだろうから、トータル的な影響でそういうふうに成長してしまったのだろうか。

　俺はふと気になったことをさらに訊たずねる。

「木き場ばや……ヴァーリは元気か？」

「はい、師し範はん……祐ゆう斗とさんは後進の指導に当たってます。ヴァーリ先生は古の神々や初代四大魔王が作りだした遺物、遺い跡せきを研究している傍かたわらでラーメン道をひたすら追い求めています。俺も弟で子し入りしたときは最初の半年は皿洗いから教え込まれました。戦いもラーメン作りも基本は同じだと」

　木場はともかく、ヴァーリは……予想が半分当たって、もう半分は興味深い答えだったな……。そうか、あいつ、研究なんてことをし始めたか……。ラーメンに関しては……もう何も言うまい。

「いまは戦争中なので、お二人とも前線で戦っておられますけど……」

　未来のあいつらは重要な戦力として動いているだろうな。

　そこから会話が繫つながり、当たり障さわりのない小話を続けていった。ある程度、語らいが温まったところでイクスが意を決した表情となり──、

「あ、あの、父親のことですが……。あのヒトは家族のことを大事に──」

　そう切り出したところで、俺たちの前に立つ者がいた。

「アザゼル初代総そう督とく、上官の命でお迎むかえに参りました」

　──姫ひめ島じま紅くれないだった。

　兄の姿を見て、イクスは言いかけた言葉を吞のみ込んでしまう。親父のこと──イッセーのことを俺に会ってまで訊きたかったのだろうが……。

　兄の紅はイクスを見て、驚おどろいた表情を浮うかべるが、すぐに察してニッコリと微笑ほほえんでいた。

「イクス、ちょうどいい。おまえも来るといいだろう。僕たちの上司がお呼びだ」

　俺、イクス、紅は場所を移すために喫きつ茶さ店てんをあとにする。







　俺が紅に連れていかれたのは、駒王町の地下に広がる無数の空間──そのひとつだった。そこは紅や漸と初めて出会った場所でもあった。

　紅はまだ用事があると、俺たちをここに案内したあとに去っていった。長男はやることが多そうだな……。

　その空間に入った瞬しゆん間かんに言い知れない重圧と並々ならぬオーラを感じ取った。俺の視線の先には、縦ロールを四つ作った金きん髪ぱつの少女と、ヴァルキリーの鎧よろいを着た銀髪の少女の二名がいた。解かい析せき用の魔ま方ほう陣じんを展開しており、俺に視線を向けながらも自分の作業に集中しているようで解析を続けている。いま感じたプレッシャーはこの二名ではない。

　すると、壁かべからぬるりと人ひと影かげが出現する。壁を通り抜ぬけてきたのであろう。見れば、黒いローブを身に纏まとった上背のある金髪の男が目の前に立つ。非常に体格の良いい容姿であり、精せい悍かんな顔つきだ。赤い双そう眸ぼうが俺を捉とらえている。静かでありながら、強きよう烈れつなオーラを放っているが、その波動には覚えがあった。

　男の勇ましい表情が破顔して、俺にあいさつをしてくる。

「ごきげんよう、先生」

　その笑みにはどこか面おも影かげがあった。

「そうか、おまえが……ギャスパーか」

　俺の言葉に黒いローブの男──ギャスパーがうなずいた。

「はい。大分、変わってしまったかもしれませんが、私はギャスパー・ヴラディです」

　これは……声を上げて驚きたいぐらいだ。まさか、華きや奢しやなあいつが、こんな風ふう貌ぼうになっちまうとはな……。女装男子の面影がまるで残っちゃいないほど雄お々おしい。髪の毛もオールバックにしていて、弱々しい雰ふん囲い気きを持った少年時代があったとは思えないほどだ。

「今回の事件のケツ持ちってところか？」

　握あく手しゆを交かわしながら俺が言う。

「ええ、時間転移ということで時を操る私の担当になりました。まあ、イッセー先せん輩ぱいの子供たちのことはこの子らが生まれたときからよく知っていますし、それに私の言うことなら皆素す直なおに聞いてくれます」

　そう言うギャスパーだが、俺の背後でイクスがぼそりと「……だって、怖こわいし」などと漏もらしていたが……俺の心の内にしまっておこう。

　あいさつは程々に俺は未来のギャスパーより、この状じよう況きようを整理した情報と、今回こちらに来ている敵──異世界の『ＵウＬル』のデータを聞かされる。

　未来のロキと共にこの過去に来ているのは『羅ら睺ごう七しち曜よう』レッズォ・ロアドの『四インヴエイド・将フアナテイツク』のうち、二体である。本来、『四インヴエイド・将フアナテイツク』すべてが兵士の軍勢を引き連れて、ロキと共に転移してくるはずだったのだが、このギャスパーや未来の戦士たちの妨ぼう害がい活動で敵戦力の大半が時間転移に失敗したようだ。

　しかし、敵は諦あきらめていないようで、先日の円柱型『ＵウＬル』こと『四インヴエイド・将フアナテイツク』の一角『ベゥバ・レコルグ』のように強引に転移しようとしてきている。ギャスパーやイッセーの子供たちはそれも未然に防ごうと、この過去の世界で奮戦してくれていた。そのおかげでこちらの世界ではまだ大きな影響は出ていない。まったくもって頭が下がる思いだ。

　俺がギャスパーに訊きく。

「奴やつらの目的はここからさらに時を遡さかのぼって、この世界の歴史を──各神話体系の歴史を改変するためだな？　プラスしてイッセーたちが異世界の神と接せつ触しよくした経けい緯いも消す、と」

　ギャスパーはうなずく。

「私たちがいた世界の時間軸じくやこちらの世界の時間軸には大きな変化は起きないでしょうが、この時代からさらに遡った時代、そこから世界線が複数に分ぶん岐きしていっているのもまた事実です。奴らにとって都合のいい歴史を作り出したかった。それと、未来の仇きゆう敵てきとなる我々の存在も無かったことにしたいのもあるでしょう。いま現在も未来の仲間たちや魔王アジュカ・ベルゼブブさまが、分岐した世界線を観測して、収束させるために尽じん力りよくされています。私たちは過去で暴れる『ＵウＬル』を殲せん滅めつするために未来より派は遣けんされた先遣隊のひとつというわけです」

　紅たちから受けた説明の通りだな。ギャスパーが真に迫せまった表情となって続ける。

「……問題は、『羅ら睺ごう七しち曜よう』の一柱、レッズォ・ロアドもこちらに転移しようとしている点でしょうか。さすがに七曜クラスがこの世界に来てしまったら、各神話体系にも大きな影響を与あたえるでしょう。それは避さけねばなりません」

　七曜ってのは、話を聞く限りだと、各神話体系の主神クラスの力量だと聞いた。そんなのが過去で暴れ出したら……ただでは済まないだろうよ。そうなったら、サーゼクスたちとも要相談だろうな。

　ギャスパーは神しん妙みような面おも持もちで言う。

「……あの方が間に合えば、あるいは……」

　対応策はあるようだな。どいつのことかわからんが、相対できる戦力ならば心強い。

　俺とギャスパーが話しているなか、解析を終えた金髪の少女と銀髪の少女が話しかけてくる。

　金髪の少女が言う。

「ヴラディのおじさま、現状での『ＵウＬル』の転移ポイントをほぼすべて捉えました」

　銀髪の少女も続けて報告する。

「同時にこの時代に転移してきた私たちの兄弟全員の現在位置は特定できてます」

　ギャスパーはひとつうなずく。

「さすがだな、ロベルティナ、ヘルムヴィーゲ。ああ、先生。こっちは私の部下で、イッセー先輩の娘むすめたちです」

　ギャスパーの紹しよう介かいを受けて金髪の少女がスカートの裾すそを両手で軽く持ち上げながら、あいさつをくれる。

「ごきげんよう、初代総督さま。わたくし、ロベルティナ・ヒョウドウといいます」

「ヒョウドウ？　だが、おまえさんのオーラは……フェニックスだな」

　そう、この娘から漂ただようオーラはフェニックスの火の力だ。……むろん、イッセーの娘らしく、ドラゴンのオーラも内在している。

「おっしゃる通りです。わたくしは、父である兵ひよう藤どう一いつ誠せいと母であるレイヴェル・ヒョウドウの間に生まれた娘です。母はフェニックス家を出た者ですから、フェニックスを名乗るわけにはいきません。そのため、お父さまが冥めい界かいで使われている苗字ラストネームのひとつをいただいたのです。ちなみにイクスくんとは同い年です」

　嫁よめに出した以上、レイヴェルはフェニックスを名乗れない。──が、グレモリーも名乗れない。そこで「ヒョウドウ」か。……そういや、兵隊の『ＵウＬル』が「ヒョウドウ」の名前を出していたものな。

　レイヴェルの縦ロールがふたつで、娘が四つってのがなかなかに面白いものだ。

「……未来のイッセーは、いろいろな名前を持ってそうだな」

　俺がそう漏らすと、レイヴェルの娘──ロベルティナがクスリと小さく笑う。

「たまに現在の自分の呼ばれ方がわからなくなると口にしてます」

　二つ名も含ふくめて相当増えてそうだな。

　今度はヴァルキリーの鎧（赤龍ブーステツド帝・ギア・の鎧スケイルメイルの趣しゆ向こうも取り入れた形）を着た銀髪の娘が丁てい寧ねいにあいさつをくれる。

「私はヘルムヴィーゲ。赤せき龍りゆう帝ていの父と元ヴァルキリーの母の間に生まれました。漸くんと真くんと同年生まれです」

「ああ、ひと目でわかったぜ。ロスヴァイセの娘だな。母親にそっくりだ。名前は……ロスヴァイセのむかしの同どう僚りようからか？」

「はい、うちの母は、お世話になった故郷の知人や友人の方の名前を子供につけています」

　長い銀髪を一本の三つ編みにしているが、顔立ちはロスヴァイセそっくりだ。というよりもイッセーの子供たちは、俺が出会った限りでどれも顔立ちは母親似だ。

　ロスヴァイセの娘──ヘルムヴィーゲが言う。

「戦せん闘とうの出来る兄弟として、魔法の使い手もいるんですが……そちらは元の時代、未来のほうで今回の時間転移を調整してくれています」

　それに続いてロベルティナが不満げなことを口に出す。

「あの子、聖せい王おう剣けんコールブランドに選ばれたというのに剣士ではなく、魔法使いの道を選んでしまうんですもの。非常に勿もつ体たいないわ。才能を無む駄だにするなんて！」

　ヘルムヴィーゲが肩かたをすくめる。

「まあ、あの子にはあの子の生き方があります。それに魔法の才能もあの由ゆい緒しよ正しい家のの血を引いているから、優ゆう秀しゆうです。コールブランドからの選せん択たくには逆らえないでしょうから、将来は魔法剣士にでもなるのではないでしょうか」

　思うところがあったので俺が訊く。

「もしや、ルフェイの子か？」

　ヘルムヴィーゲがうなずく。

「そうです。モルドレッド・ヒョウドウ。ルフェイお母さんの子です。ルフェイお母さんはうちの母や黒くろ歌かお母さんと並んで、一家では魔法の使い手です」

　……イッセーの奴、ルフェイも落としたのか。

　そりゃ、黒歌とルフェイに子供が出来れば、ヴァーリもイッセーの子供たちの面めん倒どうを見るようになるってもんだ。

　ロベルティナがぷんすか怒おこっていた。

「あの子、イクスくんよりも自由気ままですものね。もう、お父さまやお母さま方の評判を落としてはいけません！　イクスくんもいいですね？」

　イクスに指を突つきつけるロベルティナ。

「……ルーティは一言うるさいって」

　ロベルティナのことを愛あい称しようで呼びながら、そう口にするイクスは「また始まった」と言わんばかりにうんざりげだ。

　レイヴェルの娘ロベルティナは親たちに敬意を抱いだいているようだ。というよりも、人一倍クソ真ま面じ目めな性格は母親譲ゆずりだな、こりゃ。

　イクスの頭を豪ごう快かいになでるギャスパー。

「注意をくれる兄弟がいるというのは、いいことだぞ。イクス、おまえはロベルティナが言うようにもう少し落ち着いて行動しろ。うかつな行動は、両親の名よりも、おまえ自身の評判を落とす。わかるな？」

「……はい」

　イクスはうつむきながらも応じた。

　おおっ、大人な意見を言うギャスパーに成長を感じてしまった。

　眼前で展開した未来の情景に関心を寄せていたときだった。ロスヴァイセの娘ヘルムヴィーゲの足あし下もとに魔方陣が突とつ如じよ展開する。自動で出現したようだ。魔方陣の紋もん様よう──魔術文字がめまぐるしく動き出す。それが不ふ穏おんを感じさせてくれた。

　ヘルムヴィーゲが険しい表情となってギャスパーに報告する。

「ヴラディさん、大変です。──京きよう都と方面で『ＵウＬル』の反応を捉とらえました」

　そして、奴ＵらＬとの戦いは再開される──。




　　　　　─Ｄ×Ｄ─




　俺、ギャスパー、イクス、ロベルティナ、ヘルムヴィーゲが魔ま方ほう陣じんで転移した先は、京都と滋し賀が県の県境にある山の奥だった。『ＵウＬル』の反応があった場所に一気にジャンプしてきたのだ。

　この場にいないイッセーの子供たちは、他ほかで暴れている『ＵウＬル』の掃そう討とうに出で払はらっていた。

　木々が生おい茂しげる山中を進みながら、イクスがぼそりと言う。

「……あいつらの狙ねらいは、京都の妖よう怪かいたちと──」

　俺が続く。

「この時代にいる異能力者の一族だろうな。ったく、無茶苦茶なもんだぜ。未来では、例の五家に連なる者か、妖怪から強者でも出ているのか？」

　ギャスパーが口を開く。

「どちらもそうですが……それにプラスして、赤龍帝の縁えん者じやとなる者を今のうちに潰つぶしておきたいと思ったのかもしれません」

　なるほど、確かにそうなのだろうな。俺たちが向かっている先、この山奥には、妖怪たちが住む領域──裏京都に通じる門のひとつがあったはずだ。

　案の定、山の奥に古めかしい鳥居が姿を見せる。裏京都に通じる門だ。その周辺には不気味な雰ふん囲い気きを漂わせる集団がいる。銀色の体をした兵隊『ＵウＬル』の群れだ。その中央には一ひと際きわ強きよう烈れつなプレッシャーを放つ巨きよ大だいな影かげ──機械のドラゴンことガルヴァルダンの姿があった！

　先日、ゼノヴィアの息子むすこ──漸に壊こわされたはずの左さ腕わん部ぶに激しい蒸気が生じていた。晴れた先にあったのは、左ひだり腕うでの代わりと言わんばかりの極ごく太ぶとのドリルだ。凶きよう悪あくなドリル刃ばから禍まが々まがしいものを感じてならない。背中にも新たな兵装らしきバックパックを装着している。

　奴らが門をくぐる前で良かったぜ。こんな得体も知れない凶暴な連中が裏京都で暴れ出したら、どれだけの被ひ害がいが出るかわかったもんじゃない。

　ギャスパーが並々ならぬオーラをまといながら、雄お々おしく『ＵウＬル』のもとに出ていく。底知れぬオーラの質から察するに、成長したギャスパーの潜せん在ざい能力はとうに俺を超こえており、こちら側の最大戦力として明らかだった。

　ギャスパーの登場を察知して、『ＵウＬル』どもが一いつ斉せいにこちらに顔を向ける。敵の幹部──ガルヴァルダンはギャスパーを見かけるなり、目を怪あやしく輝かがやかせる。

【へっ、こりゃまたどエラいのが来たな。ギャスパー・バロールかよ】

　ギャスパーは腕を組み、威い圧あつ的なオーラを放ちながらガルヴァルダンを睨にらむ。その姿におどおどとしていた少年の頃ころの面おも影かげはまるで見当たらない。よくぞ、ここまでたくましくなったものだ。ちょいと感動しちまったぞ。

　ギャスパーがガルヴァルダンに問う。

「──ガルヴァルダン。レッズォ・ロアドの四インヴエイド・将フアナテイツクよ。なぜ、このような場所にいる？　京都に住まう者たちに危害を加える気だったか？」

【まあ、それもあるが、こいつを取りに来たってのが正直な話だな】

　言いながら、ガルヴァルダンは新たな左腕──ドリルを前に突き出す。ギュイイイィィィィンと危険な音を立てながら、ドリルは高速回転する。

【まだあっち側にいる四インヴエイド・将フアナテイツク──アッドーザから、代わりの腕と追加の武器だけでもと先に送ってもらっただけだ。あの野や郎ろう、俺の予備パーツを寄よ越こさずに自分の得物を先に送ってきやがったが……まあ、こいつでもいいさ。ただ、こちらの時間軸じくに強固な防ぼう壁へきが生まれたせいか、こいつを転送するにも一苦労だったようだが……そうか、てめえらの妨ぼう害がいってことだろうな。おかげで転送ポイントがズレにズレてこんなところにまで来ちまったぜ】

　あのドリルは、レッズォ・ロアドに仕える最後の四インヴエイド・将フアナテイツクが未来から寄越した補強パーツということか。そして、未来の戦士たちの活かつ躍やくにより、最後の四インヴエイド・将フアナテイツクは追加の武器を転送するだけで精せい一いつ杯ぱいのようだ。

　それと、話から察すると京都に赴おもむいたのは、予備の腕の転送するポイントがズレたせいか。そのついでにこの時代の裏京都を襲おそう腹づもりだったのだろう。

　ガルヴァルダンの腰こしにあるロケットエンジンが勢いよく火を噴ふき出した！　飛び出してくる気かっ！　俺は素す早ばやくこの一帯を結界で覆おおった。被害は最小限にしたいんでな。

【まあいいッ！　さっそくで悪いが、こいつの試運転と行くぜェェェェッッ！　転移直後の前回に比べたら調子も戻もどってきたからな。あっちでの借りを返してくれるッ！】

　ガルヴァルダンは、ドリルを高速回転させながら、一直線にこちらへ突とつ貫かんしてくる！　奴やつの攻こう撃げきは鋭するどい槍やりの一突きのごとく正面から真まっ直すぐに進撃してくる。その余波で周囲の木々が薙なぎ倒たおされ、土が大きく抉えぐれるほどだ。

「望むところだ、悪あつ鬼きめっ！」

　イクスは紅くれないの剣を取り出して、真っ向から勝負を受けていく！　滅ほろびの魔力を纏まとったガラティンⅢスリー改でガルヴァルダンの猛もう撃げきを正面から受け止めるが、新たな左腕の勢いは激しく、イクスを後方に吹ふっ飛ばしていった！

　その脇わきでは、レイヴェルの娘むすめロベルティナが、兵隊『ＵウＬル』の群れが一斉に放った光こう弾だんに撃うち抜ぬかれていくが──フェニックスの特性により吹き飛ばされた部分から再生の炎ほのおが巻き起こって何事もなかったように元の姿に戻っていた。

「──無駄よ、わたくし、不死身ですから」

　言うなり、ロベルティナは巨大な炎の翼つばさを背に生やして、兵隊『ＵウＬル』の一団を一気に燃やし尽つくしていった！

「雑ざ魚こはまとめて私がお相手しましょうか」

　同様にロスヴァイセの娘ヘルムヴィーゲが、前方に無数の魔方陣を展開させて、そこより数え切れないほどの槍を出現させる。各属性の魔法を帯びた槍は魔方陣より射出されて、複数の『ＵウＬル』を貫つらぬいていく。貫かれた瞬しゆん間かんに燃え上がったり、凍こおり付いたりと付ふ与よされた魔法の効果が現れていった。どっちの娘も十分に強いじゃないか！

　俺も光の槍を放って、『ＵウＬル』を難なく屠ほふっていく。兵隊のほうはどうにかなるだろう。問題は──。俺はガルヴァルダンのほうに視線を送る。

　体勢を立て直したイクスの斬ざん撃げきとガルヴァルダンのドリルが激しく打ち合っていた。

【へっ！　おまえの『滅び』の力は想定済みよッ！　このぐらいの障しよう壁へきプログラムなら、すでに用意はしてあるッ！】

　奴が言うようにガルヴァルダンは滅びの魔力を纏まとうイクスの剣を容易たやすくいなしていた。イクスはそれでも構わず鋭い高速の攻撃を繰くり返していく。だが、調子を取り戻している様子のガルヴァルダンの攻撃は以前よりも鋭く、イクスは致ち命めい傷しようになる攻撃はすべて避よけているものの、体にはダメージが蓄ちく積せきされていった。

　一いつ旦たん距きよ離りを置いたところで、ガルヴァルダンが体勢を前まえ屈かがみに低くする。バックパックにあった兵装が開く。中には数え切れないほどのミサイルが搭とう載さいされていたっ！　あの量はマズいッ！　この山が丸ごと吹き飛ぶっ！

【吹っ飛べやァァァァァァァアアアアッッ！】

　ガルヴァルダンのミサイルが射出されて、俺たち目め掛がけて向かってきたときだった。

　…………。

　唐とう突とつに、すべてが静せい寂じやくになった。戦いの音も、ミサイルが飛来する音もかき消えて、ここだけ時間が停とまったかのように──。

　射出されたミサイルがすべて空中で停止している。ガルヴァルダンも、兵隊『ＵウＬル』の群れも停まっていた。この現象には覚えがある！

　ギャスパーが赤い双そう眸ぼうを輝かせて、一歩前に出ていた。

「私とアザゼル先生、イクスたち以外の時間を停止させました」

　ギャスパーが言うように停止した世界のなかで動いているのは俺たちだけだ。『ＵウＬル』や山の木々もすべて停止状態となっていた。

　世界を停止させるだけではなく、停止させた世界で動けるようにまでなっていたか……。

「私の許しをなしにこの停止した世界で動ける者がいるとしたら、神格や超ちよう越えつ者、新世代の魔王クラス……そして、二に天てん龍りゆうぐらいだ」

　ギャスパーがそう言う。

　こんなことができるなら、未来でこいつは最強の一角じゃなかろうか？

　ロベルティナがふと漏もらす。

「──『時アイと空オーン間の・タイ覇者クーン』、ヴラディのおじさまは超越者としてそう呼ばれています」

「超越者？　ギャスパーがか？」

　俺がロベルティナに問う。

「はい、三十年後の悪魔の世界では、正規認定されている超越者が六名になっています。ミリキャスおじさま、アジュカ・ベルゼブブさま、そしてヴラディのおじさまもその一角に数えられています」

　……時間を支配できるなら、その領域に入り込んでもおかしくはないな。……しかし、正規認定か。未来には認定されていないのもいるってことか？

「──この程度か？　イクスよ」

　言うなり、ギャスパーは足あし下もとより影──闇やみを展開、広げていく。闇は意思を持つように動き出して空中で停止されたままのミサイルを包み込み、すべて丸ごと消し去ってしまった。

　ギャスパーがイクスに言う。

「イクス、私たちがくぐり抜けてきた戦場には、これとは比べものにならない悪あつ鬼き羅ら刹せつが待ち構えていたのだぞ？」

　ギャスパーが、停止したままのガルヴァルダンに指をさす。

「いいか、イクス。再び時が動き出したとき、おまえがガルヴァルダンを倒せ。父親に思うところがあるのはわかっている。だが、ただ闇雲に対たい抗こう心を抱いだいて管を巻いても何も解決できない」

　真っ正面から父親のことを言われたためか、イクスは激情に駆かられた言葉を吐はく。

「わかっています……わかっていますよッ！　けど、ヴラディさん！　いや、ギャスパーおじさんっ！　あのヒトは……アーシア母さんがロキの呪のろいに倒れても、姿を現すことすらしなかったんですよ!?　自分の大切なヒトがあんな状態になったのに、顔すら見に来なかったッ！」

「だから、許すわけにはいかないか？」

「…………」

　ギャスパーの問いにイクスは無言のまま答えない。

　……イクスが俺に訊ききたかったこととは、俺から見た父親──イッセーの評価だったのかもしれない。思春期の少年らしい父親への愛あい憎ぞうめいた葛かつ藤とうがあるのだと思う。

　しかし、構わずにギャスパーはイクスに微笑ほほえみを見せる。俺がいま抱いた想おもいを代弁するかのようにギャスパーはこう言った。

「わかっているはずだ、イクス。あのヒトは、おまえを含ふくむ家族全員を愛している。顔を見せなかったのは、それだけの理由が他ほかにあったからだろう」

「……それでも俺はっ！」

「答えはいずれ自おのずとわかる。いまはその気持ちを力に変えて、奴を止めてみせろ。もうすぐ、この時間停止を解く。──おまえが二天龍の力と意思を継つぐ器うつわであるのなら、この戦いを制してみろ」

「──っ！」

　ギャスパーにハッキリとそう突つきつけられて、イクスのなかで何かが沸わき上がったようだった。

　そして、ギャスパーが指を鳴らすと、世界は再び動き出す。

【…………これは】

　ガルヴァルダンは射出したはずのミサイルがすべて消失している不可解さに一瞬驚おどろいていたが、すぐにギャスパーの仕し業わざだと察知してそちらに視線を送っていた。

　ギャスパーがイクスに向けて言う。

「あらゆる強者に学んだおまえが、この程度の出来事を突とつ破ぱできねば笑いものだぞ？」

　ガルヴァルダンが目を危険な色に光らせる。

【この程度とは、言ってくれるじゃねぇか。超越者さまは言うことが違ちがうぜ】

　ギャスパーの言葉に中あてられたイクスは一歩前に出て、左ひだり腕うでに装着していた籠こ手てを突きだした。

「はっ！」

　イクスの気合い一いつ閃せん、すぐに紅あかいオーラは膨ふくらんでいく。イクスが紅色の剣けんを構えた。

「わかっているさ。俺が何の血を引いて、誰だれに力と技を教えられたのか。その意味ぐらいはわかっているッ！　俺は『真しん紅く』を継ぐイクス・グレモリーなんだからなッ！」

　紅いオーラはさらに高まって、イクス自身を包み込んで──、

「──鬼バラン手ス・ア化ジヤストッッ！」

『Scarletスカーレツト Dragonドラゴン Counterカウンター Balanceバランス!!!!』

　かけ声と音声と共に一気に弾はじけた！

　そこに出現したのは、両腕に真紅の籠手と脚きやつ甲こう、軽鎧ライト・アーマーを装着したイクスだった。二天龍やアイリの黄金の全身鎧プレート・アーマーとは違い、動きやすそうな軽鎧ライト・アーマーだ。その背には四枚の紅いドラゴンの羽が生えており、手には有機的な形に変わった真スカー紅レツト・剣ブレードガラティンが握にぎられていた。父とも姉とも違う神器セイクリツド・ギアの変化──。

　莫ばく大だいな滅びの魔力に覆おおわれた剣を構えて、極大なドラゴンのオーラを身に纏いだしたイクスが高らかに吼ほえる。

「『赤龍ブーステ王太ツド・ギ子のア・デイ籠手アボロス』の鬼カウンター手・バランス、『紅龍スカーレツト・のザ・エクス斬テインクト滅剣・ブレード』ッ！　天龍の力と意思、そして聖せい魔ま剣けん士しの技を乗せたこの力を受けてみろ、ガルヴァルダンッッ！」

『BoostブーストBladeブレードBoostブーストBladeブレードBoostブーストBladeブレードBoostブーストBladeブレードBoostブーストBladeブレードBoostブーストBladeブレードBoostブーストBladeブレード!!!!』

　籠手の宝玉から力ある音声が鳴り響ひびいた。同時に剣を覆う紅いオーラが増大している。

　瞬時にイクスはその場から音もなく飛びだしていく！　次の瞬間には、ガルヴァルダンの胸部に紅い閃光が走り、その部分だけ削けずり取られていた！

【くっ！】

　ガルヴァルダンが、腕で薙なぎ払はらおうにも、イクスに当てることは叶かなわず、その間にも紅い閃光と化したイクスが神速でガルヴァルダンの体を斬撃で削り取っていく！

　目でも気配でも捉とらえきれないほどの速度だ。イクスは師であるヴァーリや木場の高速戦せん闘とうを取り入れて、軽装の鬼カウンター手・バランスとしたのだろうか。

　そこに両親の破は壊かい力──ドラゴンのパワーと滅びの魔力を剣に乗せていく。ガルヴァルダンの攻こう撃げきはすでにイクスを捉えきれない。

　なるほどな、ギャスパーが言う通りだ。あらゆる強者に学んだイクスだからこそ、次世代の者だからこそ許された力──。

　俺たちの未来の象しよう徴ちよう──それがイクス・グレモリーっ！

【しゃらくせェェェェッ！】

　ガルヴァルダンが口から極ごく太ぶとの光線を放つが、それすらもイクスは人工神滅具ロンギヌスと融ゆう合ごうしたガラティンⅢ改で丸ごと打ち消してしまうっ！

「グレモリー公こう爵しやく家の名において、おまえは絶対に俺が倒たおすぞ、ガルヴァルダンッ！」

　勇猛のなかに高貴な雰ふん囲い気きを漂ただよわせるイクスの姿に、俺はとある者の面おも影かげが見えてしまった──。

　目では捉えきれない高速戦闘──イクスの剣が生み出す紅い閃光が森の奥で幾いく重えにも走っていく。

『BoostブーストBladeブレードBoostブーストBladeブレードBoostブーストBladeブレードBoostブーストBladeブレードBoostブーストBladeブレードBoostブーストBladeブレードBoostブーストBladeブレード!!!!』

　ついにはイクスの斬撃が、ガルヴァルダンの左腕のドリルを両断し、さらに連れん撃げきで右腕、両りよう脚あしをも切断してしまった！　両腕と両脚を失い、巨きよ体たいが地面に突っ伏ぷす！

　ギャスパーはそのチャンスを見み逃のがさずに二人の部下に告げる。

「いまだロベルティナ、ヘルムヴィーゲ！　ガルヴァルダンを元の世界に送り返す！　私に続けっ！」

「「はいっ！」」

　ギャスパー、ロベルティナ、ヘルムヴィーゲが、同時に時間転移らしき魔ま方ほう陣じんを展開させた。ガルヴァルダンが丸ごと包まれるほどの規模の魔方陣だ。魔方陣は輝かがやきを強めていくが、ガルヴァルダンは抵てい抗こうしようとする。

【このまま、ただでやられるかよッ！】

　腰こしのロケットを吹ふかして逃にげだそうとするが──。

「──そうはさせないさ」

　俺が放った特大の光の槍やりが二本、奴やつの腰の両りよう端たんについていたロケットエンジンを破壊した。逃げる手段すらも失ったガルヴァルダンは、転移の光に包まれていき──。

【オオオオオオオオッッ！　ちくしょうがぁぁぁぁあああっ！】

　怨えん嗟さの咆ほう哮こうを上げながら、魔方陣の輝きに消えていった──。

　紅いオーラを纏い、勇ましく戦ったイクスを見てギャスパーが誇ほこらしく言う。

「イッセー先せん輩ぱいも、我が主あるじリアスさまもおっしゃってました。──イクスは、サーゼクスさまにそっくりだ、と」

　そう、その通りだ。俺が先ほどイクスから感じた面影は、まさにサーゼクスだったのだから──。







　ガルヴァルダンとその配下の『ＵウＬル』の全ぜん滅めつを確認した俺たち。……森の被ひ害がいは結構なものだが、まあ、俺があとでどうにかしよう。

　しかし、あのガルヴァルダンを未来に送り返せたのは大きい。奴らの増ぞう援えんも、未来の戦士たちが必死に妨ぼう害がいしてくれているようだし、これで残る敵は、ロキとルマ・イドゥラぐらいだろうか。

　だが、息つく間もなく、その報告は飛び込んでくる。

「……なんてこと！」

　ロベルティナの耳元に展開していた通信用の小型魔方陣に、驚おどろくべき情報が届いていた。

「ヴラディのおじさまッ！　初代総そう督とくさま！　漸お兄さまからの連れん絡らくが届きました！　『四インヴエイド・将フアナテイツク』ルマ・イドゥラと悪神ロキが──この時代のリアスお母さまたちオカルト研究部を襲しゆう撃げきしているそうです！」

　…………ッ！　こちらの戦力が分散しているなかで、そう来たか、ロキめっ！　妨害され続けた結果、ヤケになったか!?

　いや、このガルヴァルダンすら囮おとりにした行動だというのか!?

　──戦いは佳か境きようへと向かっていく！







　　　第５話　禁じられた共闘







　俺と未来のギャスパー率いるイッセーの子供たちは、京都方面より帰き還かんして駒く王おう町周辺までたどり着いた。

　レイヴェルの娘むすめ──ロベルティナのもとに届いた情報のすぐあとに、俺にもリアスたちから連絡が飛んできていた。

　例の正体不明の敵と……ロキらしき者とも交戦中──と。

　ただの『ＵウＬル』の兵隊ならいいが、イッセーの子供たちからの情報でも、敵の幹部と未来から来たロキの野や郎ろうも襲撃しているというじゃないか。うちの若い連中と奴らの接せつ触しよくをこれ以上は避さけるべきだ。

　……イクスたちの存在が無かったことになるのは、知っちまった俺としても回かい避ひしたいところだ。

　……未来の教え子ども、安心しろ。最悪の状じよう況きようになっても、この子供たちだけは必ずおまえたちの時代に帰してやるからな。

　ゼノヴィアの息子むすこ──漸ゼンからの連絡を受け、俺たちは駒王町郊こう外がいにある人ひと気けのない廃はい墟きよに転移してきた。イクスたちイッセーの子供は、親に正体がバレないよう専用のヘルメットを素す早ばやく装着する。

　見れば漸とイリナの息子──真シンの二人（こちらも親にバレないようヘルメットをしているが、持っている武器で誰か把は握あくできた）が、廃墟の敷しき地ち内で兵隊『ＵウＬル』の群れと交戦中だった。俺たちはすぐさまその戦闘に介かい入にゆうして、雑ざ魚こを蹴け散ちらしていく。

「状況は？」

　光の槍を投げながら俺が漸に問う。

　漸がデュランダルⅣフオーで兵隊を複数同時に斬きり払ったあとに言った。

「現代のリアス母さんたちとルマ・イドゥラやロキが出会ったらマズいんで、紅くれない兄さんが人気のない場所へ強制転移させました。紅兄さんや白しら雪ゆき、黒くろ茨ばらもそっちについてます！」

　なるほど、リアスたちや他ほかのイッセーの子供たちが見えないのはそのせいか。すでに転移済みなんだな。

「襲撃後だったので、『ＵウＬル』の兵隊ごと転移せざるを得ませんでしたけどね」

　と、漸は付け加えてきた。

　まあ、それぐらいはあいつらがなんとかするだろう。兵隊なら問題はない。問題なのは敵の幹部クラスとロキだ。

「──で、肝かん心じんのルマ・イドゥラとロキは？」

　俺が問うと、真が廃墟の敷地内、その奥を指さす。そこには黒く丸いオーラの塊かたまりが宙に浮うかんでいる。人が一人すっぽり覆いきれるほどの大きさだ。そのオーラの球体から、異様なプレッシャーが解き放たれていた。

「ルマ・イドゥラを一時的にあそこに封ふうじてます。こちらの時代に来るときにロセママが俺たちに持たせてくれた結界魔法のアイテムが役に立ちました！」

　あの黒いオーラの塊は、未来のロスヴァイセが作りだした結界兵器か何かか。どうやら、開花させた才能は、未来でも大いに役立っているようだな、ロスヴァイセ先生よ。

　ルマ・イドゥラはここにいる。……となると……。

　俺がそう思し慮りよしていると、漸が言う。

「一点だけ大問題があります」

　真も慌あわてて続く。

「ああ、早く転移した父さんたちを追ったほうがいいっ！　あっちにはロキがいます！」

　漸が説明をくれる。

「──親父と、うちの母、アーシア母さん、イリナ母さん、師し範はん……じゃなくて木き場ばさんの五人は、交戦していたロキとの位置の関係で転移ポイントがズレてしまいました。親父たちは、ロキごと隣となりの県の海沿いにジャンプしているはずです」

　イッセー、アーシア、ゼノヴィア、イリナ、木場の五人はリアス、朱あけ乃のたち（紅、白雪、黒茨含ふくむ）と共に転移しておらず、ロキと一いつ緒しよに別のところにジャンプしているのか。

　真が焦あせりながら言う。

「幸い、ロキ自体はロセママの結界で封じることができましたし、アイリ姉さんが付いてますが……ロキの奴が封じられる前にとんでもないものを投入してきてます。あれは姉さんたちでもマズいっ！」

　漸が恐きよう々きようとした表情でハッキリと述べる。

「──神かみ喰くい狼おおかみ。……新たなフェンリルですっ！」

　──っ!!　…………そうきたか、ロキの野郎め……っ！

　俺は、最悪の想定も込みで今回の一件に当たっている。最悪の想定──そのひとつに、未来のロキが、異世界の者たちと接触したことによる技術革新、研究の発展を危険視していた。

　つまり、数々の魔物を生みだしてきた悪神ロキによる新たな怪かい物ぶつの誕生である。

　……新たなフェンリルっ！　最悪なんてもんじゃない。あの怪物だけで俺たちがどれだけ苦労させられたと思っていやがる！　この世界に存在する超ちよう常じようの者たちのなかでも、フェンリルはトップ10内に入り込めるほど、凶きよう悪あくな魔物だった。

　二に天てん龍りゆうが協力し、俺たちが諸もろ々もろ打開策を準備した上で、ようやく退けた相手だ。しかも覇ジヤガーノート龍・ドライブを使ったヴァーリでも倒たおせなかった。

　そのフェンリルを新しく作りだした……。おそらく、いや、確実に異世界の技術を盛り込んだ代しろ物ものに違ちがいない。……どんなバケモノになっているか、想像もしたくないぜ。

　早くイッセーたちのもとに行ったほうがいいだろうな。アイリがいるとはいえ、それでも戦力はまったく足りない。

　……俺は懐ふところから取り出した通信機器に視線をやっていた。グリゴリ幹部──仲間からの連絡はまだこない、か。

　いちおう、こういう状況下を想定して、俺も準備だけはしていたんだが……まだ連絡は届かない。そろそろ完成のはずなんだがな……待ってもいられないか。

　俺は手早くこの場にいる『ＵウＬル』の兵隊を屠ほふり去って、イッセーたちが転移したというポイントへジャンプしようと魔方陣を展開させようとする。

　だが、そのとき、黒いオーラの結界に歪ゆがみが生じ始めた。結界の変化に気づくのも束つかの間、黒い球体の檻おりより、高速で何かが飛び出してくるっ！　内側から結界を突つき破ってきた鋭えい利りな兵器群は、空中で意思を持つように自在に動作して、目にも留まらぬ速度でこちらに向かってきた！　遠えん隔かく操作型の攻こう撃げきかっ！

　構える俺たちだったが、その兵器群はこちらに届く前に闇やみ夜よをうごめく巨きよ大だいな影かげの手によって、防がれた。影──いや、巨大な闇の手はギャスパーがまとう暗黒のオーラより伸のびていた。ギャスパーが防いだのだ。

　弾はじかれた遠隔操作の兵器は、もとの場所に戻もどるかのように黒いオーラの結界のほうに帰っていく。と、同時に黒い結界が「バジッ！」という破は裂れつ音と共に四散した。

　中から現れたのは、人型でありながら、全体的に鋭角なフォルムを持ち、青色を基調とした光こう沢たくのある機械生命体──ルマ・イドゥラだった。先ほど射出されていた遠隔操作の兵器群が、ルマ・イドゥラの背後に戻っていく。どうやら、奴やつの右側の背中についていた翼つばさのようなものが分裂して射出されていたようだ。

『ＵウＬル』特有の目には捉とらえられない異様なプレッシャーが放たれている。明らかに相手は殺意を持って対たい峙じしてきていた。

　ギャスパーが一歩前に出た。

「すみません、アザゼル先生。どうやら、私の相手は奴のようです」

　ギャスパーが睨にらむ先──ルマ・イドゥラのバイザー形の目が怪あやしく輝かがやく。

【──超ちよう越えつ者、『時アイと空オーン間の・タイ覇者クーン』殿どの。私がお相手しよう】

　その一言にギャスパーは不敵に笑む。

「レッズォ・ロアドが使役する『四インヴエイド・将フアナテイツク』のなかでも最強とされるルマ・イドゥラよ。私の『時間』と『空間』を覆くつがえせるかどうか、試してみるといい」

【ふっ、言ってくれるものだ、バロールよ】

　ギャスパーがレイヴェルの娘──ロベルティナと、ロスヴァイセの娘──ヘルムヴィーゲに言う。

「おまえたちは私とこいつの戦せん闘とうでこの一帯が壊こわれないよう結界を張り続けろ」

「うふふ、ヴラディのおじさまはいつだって無茶を言いますのね」

「あの結界アイテム、開発費用が高かったのに……あまり役に立たなかったと知ったら、うちのお母さん、卒そつ倒とうしそうだわ」

　ロベルティナは笑い、ヘルムヴィーゲは額に手をやりながら、ギャスパーの願いに応じる格好で構えた。

　ギャスパーが俺に言う。

「あとは頼たのみます、アザゼル先生。あなたならきっと私たちやこの時代の先せん輩ぱいたち、過去も未来も救ってくれると信じてます」

　全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せる声音だった。まったく、そんなふうに頼たよられるとな……。

　俺は肩かたをすくめながら、転移型の魔ま方ほう陣じんを展開させる。

「ったく、厄やつ介かい事ばかり俺のもとに降りかかってよ。ま、いつも通り、どうにかするさ」

　そう答えると、ギャスパーはニヤリと笑った。

　ルマ・イドゥラの左側の背中に装着されたキャノンが、こちらに狙ねらいを定めつつあるなかで、俺はイクス、漸、真に言う。

「よし、俺たちもイッセーたちのもとに行くぞっ！」

　剣けん士し組の子供たちと共に俺はイッセーのもとに飛んだ──。




　　　　　─Ｄ×Ｄ─




　俺たちがジャンプした先は──人気のまったくないと言っていいほど寂さびしい海岸沿いだった。ここで多少ドンパチしても住民がそう気づくこともないだろう。……多少で済めばの話だが、難しいだろうな。

　着いて早々、この一帯を覆おおう結界を展開させる俺だったが、漸の叫さけび声が聞こえてくる。

「──姉さんっ！」

　砂すな浜はまのほうから淡あわい緑色のオーラが発光しているのが視認できる。よく見ると、黄金の鎧よろいを着たアイリが、アーシアに回復を受けているところだった。

　アイリとアーシアのもとに駆かけ寄る俺たち。

　弟たちを確認するなり、アイリが痛みを堪こらえながら言う。

「……遅おそかったじゃないの……。……まったく、うちの弟たちは……いざってときにいないんだから……」

「姉さん、しゃべらないでっ！」

　イクスも心配そうにそう発する。

　アイリの傷の具合は……鎧に巨大な爪つめによる攻撃の痕あとが残っていた。新型フェンリルによる攻撃か。いくらファーブニルを核かくにして作った人工神滅具ロンギヌスだろうと、最強の魔物が相手では耐たえきれなかったのだろう。

　俺は、先ほどより幾いく度ども閃せん光こうが輝く空中に視線を送る。そこでは、真しん紅くの鎧を着たイッセー、ゼノヴィア、イリナ、木場の四人が銀色の光沢を放つ巨大な魔物と死し闘とうを繰くり広げていた。

　巨大な魔物──新型フェンリルの猛もう攻こう撃げきに苦戦しながらも、イッセーたちはなんとか距きよ離りを取って防戦の格好となっていた。

　あいつらも俺たちの登場を確認して、急いでこちらへ降りてくる。

　イッセーが俺に駆け寄った。

「先生っ！　銀色のフェンリルと……ロキの奴が！　どうなっているんですか!?」

「事情はあとで説明する。それより無事だったか、イッセー？」

　イッセーが治ち療りようを終えたばかりのアイリに顔を向ける。

「ええ、その鎧を着た女性戦士がいたので、最悪の状じよう況きようだけはなんとか回かい避ひできてますけど……。……ただ、敵が敵なだけにさすがにこの戦力じゃ……」

　宙を見上げるイッセー。そう、俺たちの眼前に浮かぶのは──夜空の月をバックにした銀色の巨大な狼。以前のような灰色の毛並みはなく、表面は硬こう質しつそうで金属のように光沢を放っている。狼の格好をした金属の生命体──そう表現したほうが正しいのだろう。大きさは以前のタイプよりも若じやつ干かん大きくなっており、十メートルは超こえている。

　俺はそいつを見上げながら苦笑する。

「フェンリル……の形をした機械生命体か。まあ、メタルフェンリルとでも言えばいいのかね」

　よーく見ると、沖おき合あいのほうに黒いオーラの球体が確認できた。未来のロスヴァイセが作った結界アイテムで封じられたロキだろうな。

　未来のロキめ、存分に異世界の技術を取り入れて己おのれの力にしたようだな。奴の趣しゆ味みの悪い研究に異世界のものが取り込まれるとこんなにもおぞましく、恐おそろしいものが誕生するってことか。

　……ロキにしても、いつまであの球体に封ふうじられているか、わかったもんじゃない。ここでこいつらを止めないと、オーディンのジジイに一生小言を聞かされ続けるだろうな。

　……シェムハザから届く予定の転送品を待ってもいられん。

　こちらの戦力を確認する。俺、イッセー、ゼノヴィア、イリナ、木場、子供たちのほうは、イクス、アイリ、漸、真か。アーシアはバックアップ要員だな。

　俺は小さな声で漸に問う。

「いちおう、紅かギャスパー辺りが念のために未来から記き憶おくを消去させる何かを持ってきてはいるんだろう？」

　こいつらは、できるだけこの時代の親たちと出会わないようにしているが、それにも限界があるだろう。保険としての記憶改ざん装置のようなものは持ってきていて当然だ。この時代にだって、堕だ天てん使しの技術でそういうのがあるんだからな。

　俺の問いに漸は静かにうなずいた。

「そういうのは俺のほうにもあるから、その点は協力しようじゃねぇか。じゃあ、共同戦線といこうか」

　それだけ確認し合うと、

「「「「了りよう解かいっ！」」」」

　イッセーの子供たちは勇ましく応じて、フェンリルのほうへ飛び出していった。

　空中でイクスたち四人と、メタルフェンリルによるドンパチが始まった。

　未来で戦争に参加しているだけあって、イッセーの子供たちは強い。現状、総合的に親たちよりも強いと言えるだろう。だとしても相手は新型のフェンリルだ。用心にこしたことはないし、ロキのほうも不気味だ。

　俺がイッセーたちに叫ぶ。

「イッセー、おまえたち！　俺に考えがある！　おまえらもここで勝とうとは思うなっ！　死なないよう動いてくれるだけでいい！」

「先生、なんか打開策あるんスね!?」

　叫ぶイッセーに俺はサムズアップした。

「ま、そういうこった。死ぬなよ、おまえらも！」

「「「「「はいっ！」」」」」

　返事と共にイッセー、ゼノヴィア、イリナ、木場も空中に飛び出していく。アーシアもファーブニルを呼び寄せて、バックアップ態勢となった。俺も奴らに続いて宙を飛ぶ。

　そこからは、ほぼ同い歳どしの親と子による時代を超えた共演となる！

「はあっ！」

「はっ！」

「とりゃ！」

　イクス、漸、真が、剣による斬ざん撃げきでメタルフェンリルに一撃を入れていく。目立ったダメージは見えないが、フェンリルが一いつ瞬しゆんよろけるだけの威い力りよくはある。

　彼らの剣筋を見て木場が不思議そうな面おも持もちとなっていた。

「僕の剣技とそっくりだ。彼らはいったい……」

　まあ、当然だろうな。未来の木場に教わったんだからよ。

　鋭するどいフェンリルの突とつ進しんを食らいそうになったイッセーだったが、一いつ緒しよにその一発を正面から防いだのは──黄金の鎧を着るアイリだった。

「おと……じゃなかった、赤せき龍りゆう帝ていさん！　さっきは情けない姿をお見せしてすみませんでした！」

「へっ！　そう言うなって！　女の子が俺やサイラオーグさんみたいに鎧着て真っ正面から体術なんてさ、頼もしくてうれしいぐらいだっ！」

「……私が尊敬する大好きな人が、同じスタイルのファイターですから！」

「そんなふうに尊敬される存在になってみたいもんだな！」

　そう言いながら、イッセーとアイリは同時に拳こぶしを放ち、フェンリルの鼻っ柱に強きよう烈れつな一撃を与あたえていく。

　……ああ、なれるさ、イッセー。いや、なってみせろよ。

　今度はゼノヴィアと漸が同時に斬きりかかる！　エクス・デュランダルとデュランダルⅣの一いつ斉せい攻撃だ。

「あ、あの、ゼノヴィア……さん！　勢いのまま攻撃しても要領を得ません！　隙すきを見て、一ひと太た刀ち一太刀確実に入れていきましょう！」

「そういうのもいいが、こういうときは適材適所。その手の攻撃が得意な木場がいるんだ、私はパワーで押すほうでいく！」

「いえいえ！　こういうときこそ、剣技で隙を衝つくべきであって！」

「木場のようなことを言うな！」

「ああ、この時代のこのヒトは……っ！」

　まだ猪ちよ突とつ猛もう進しんの精神が生きるこの時代のゼノヴィアと、木場に剣を習った漸では会話も成り立たないだろうな。こりゃ、面白い一場面だぜ。

「彼とは話が合いそうです」

　木場も漸の姿に感動していた。もう十数年待てば会えるさ。

　そういう息の合わない親子もいれば──、

「はっ！」

「えいっ！」

「「アーメンッ！」」

　交こう互ごに斬り込み、同時に光力の一撃を放つ真、イリナ親子の姿もある！

　ゼノヴィア親子もイリナ親子も貴重な場面を見せてくれて、死闘中だというのに微笑ほほえましくなるぜ。

　俺も木場と共にフェンリルの隙を衝く格好で斬り込んでいく。

　俺たちの攻撃は、メタルフェンリルに致ち命めい傷しようを与えられないものの、防戦一方になることはなかった。

　しかし、この様相に変化が訪おとずれようとしている。ロキを覆っていた黒いオーラに歪ゆがみが生じ始めていたのだ。おそらく、ロキの野や郎ろうが中から結界の解かい呪じゆを行っており、それが叶かなう寸前なのだろう。

　どうにかしたいところだが、さすがにフェンリルを相手にしている以上、手を回す余よ裕ゆうがない。ついには結界の内側から、極大な魔ま術じゆつの一撃を撃うち出した！

　その一撃は、鋭く、高速で海岸にいる──アーシアを狙ねらっていた！

『危ないっ！』

　全員の声が重なる！

　先に飛び出したのは──イッセー、アイリ、そしてイクスの三人！

「アーシアアアアアアァァァァァァッ！」

　誰だれよりも神速で駆けつけたのは、イッセーだった。ここぞとばかりに火事場の馬ば鹿か力ぢからは発揮されており、ロキの魔術よりも先にアーシアの前に降り立った！

　アーシアの盾たてになる格好でイッセーが、ロキの魔術の一撃を正面から受ける──が、その魔術は直前になって枝分かれして、幾いく重えもの光の帯と化した！　ロキの奴やつは攻撃魔法を変化できるように術式を練っていたのだろう。

　ロキの魔術は、イッセーとファーブニルに当たるものもあれば、両者を通り過ぎて背後のアーシアに──。

　だが、その魔術は、アーシアに当たる直前でかき消される。イクスが、イッセーとアーシアの間に入って、紅色の剣で斬り払はらったからだ。

「サンキューっ！　アーシアを助けてくれて、ありが──」

　アーシアを救ってくれた礼を言おうとするイッセーだったが、イクスがたまらずに叫さけぶ。

「……あなたはいつだってそうだった。民衆の英えい雄ゆうであり続ける反面、隙だらけで……っ！　だからこそ、俺はあなたを──」

　勢いよく叫んだものの、イクスは声のトーンを落とす。

「……否定したいのに……。それでも、あなたは命がけで戦おうとするんだろうな……」

　正体のわからないイクスが言っていることを理解できないであろうイッセーは、頰ほおをかいた。

「……よくわかんねぇけど、俺がアーシアや皆みんなを守るのは当然だ」

　イッセーは、イクスに真っ正面から言った。

「──仲間で、家族だからな。どんなときでも、どんなことが起ころうとも、俺は仲間を、家族を、全力で守るし、傷つけた奴は地の果てでも追いかけてぶん殴なぐってやるさっ！」

「──っ」

　イッセーの──親父おやじの一言に驚おどろくイクスだったが、すぐに破顔した。

「…………まるで同じことを言うんだね。……そうか、あなたはこのときからずっと、それを守り続けて……。じゃあ、父さんもきっと──」

　自分のなかで答えが見つかったかのように言おうとしたイクスだったが──。

「ふはははははははっ！」

　ロキの哄こう笑しようが一帯に響ひびいた。

　黒いオーラの結界を打ち破って、悪の神が再臨する。フェンリルも主あるじのもとに寄っていった。

　メタルフェンリルの頰をなでるロキ。

「いい結界だ。あのヴァルキリーが、神を捕とらえられるだけの魔法を得るとはな」

　ロキがこちらに視線を向ける。

「ちょうど、ここに憎にくき存在がごろごろといてくれる。一いつ掃そうするには頃ころ合あいだと言えよう」

　言うなり、ロキの力が膨ふくらみ、神こう々ごうしくも禍まが々まがしい特大のオーラを体から放ち始めた。

　それに呼応するようにメタルフェンリルも銀色の光を全身から発する。

　ロキは懐ふところより、杖つえを取り出した。杖の先せん端たんには銀色の宝玉が埋うめ込まれている。奴は杖を天空高くかざして叫んだっ！

「見せてやろう！　我ら親子の進化した姿をッッ！」

　莫ばく大だいな光量がこの一帯を包み込む！　俺たちもあまりのまばゆさに目を細め、顔の前に手を出して光を遮さえぎろうとした。

　光が止やんだとき、眼前に出現したのは──銀色の輝かがやきを放ち続ける全身鎧プレート・アーマーだった。その全身鎧プレート・アーマーは、狼おおかみの意向が強く、胸部には狼の頭部を形作ったものが突き出ていた。

　全身鎧プレート・アーマーを装着した者──ロキが声を発する。

『ふふふ、フェンリルＵウＬルと融ゆう合ごうせし、このロキにもはや敵などいない』

　……野郎、神器セイクリツド・ギアの真ま似ねをして、鎧に変化させやがった！　他の神話をことごとくバカにしてきた割に有益とわかったものは取り込んでいきやがるんだなっ！　いや、案外、俺たちにこっぴどくやられたせいで、多少思考が柔じゆう軟なんになったのかもしれない。ある意味でそれも俺たちの罪かね……。

　間かん髪はつを容いれずにゼノヴィア、漸、イリナ、真、木場がロキに斬り込んでいくが──。

『ふん、雑ざ魚こめが』

　魔法力のこもった右みぎ腕うでを横に薙ないだだけで、宙に強大な魔法のうねりが生じて、五人を容易に吹ふき飛ばすっ！　剣けん士し組が全員、海に落下していった！

　特に力も込めず、軽く腕を薙いだだけでこれか。こりゃ、最悪の覚かく悟ごも決めないとな。

　ロキが再びこちらに視線を送る。

『赤龍帝の一派と堕だ天てん使しの長おさたる貴様はここで始末しようか』

　眼光鋭く殺気を放つロキ。……殺意満々じゃねぇか。よっぽど、俺たちと子供たちに恨うらみがあるようだ。

　……くそっ！　この世界の神と異世界の神が交わることの危険性は、想像はできたんだがな。まさか、神器セイクリツド・ギアの真似ごとまでし始めるなんてよっ！　余裕のなくなった悪神ほど怖こわいものはないってか？

　この状じよう況きようにイクスも危険を感じてか、自身の籠こ手てを輝かせる！

「──鬼バラン手ス・ア化ジヤストッ！」

　オーラを高めて鬼カウンター手・バランスをさせようとするが……籠手の宝玉の輝きは鈍にぶく、イクスの想おもいに応こたえてはくれない。

「…………反応しない？　いや、もう一度だっ！　鬼バラン手ス・ア化ジヤストッ！」

　もう一度至らせようとオーラを高めようとするが……やはり、人工神滅具ロンギヌスは反応すらしなかった。

　この現象にアイリが弟に言う。

「……無理してはダメよ？　もうすでに鬼カウンター手・バランスをしてしまったのでしょう？　間を置かずに連続して使えるようになるまではまだしばらくの修しゆ行ぎようが必要だと、上の方々にも言われているはずよ？」

　姉の注意にイクスはアーシアに視線を送ったあと、悔くやしそうに苦く悶もんの声を出す。

「……クソっ！　まだ鬼カウンター手・バランスを完全にモノにできてないってことか!?　肝かん心じんなときに俺は……っ！　父さ……皆を助けるって決めたのに……っ！」

　未来のアーシアを救うためには、ロキを捕つかまえるしかない。しかし、そのロキはいまフェンリルの鎧を着込み、最さい凶きようの存在と化している。肝心なときに力を出し切れない自分に苛いら立だっているのだろう。

　ロキが高笑いする。

『ふはははははっ！　所しよ詮せんは紛まがい物。父親ほどの驚きよう異いは感じられぬな！　この時代の赤龍帝も恐おそるるに足らず！　全員まとめてここで塵ちりと化せっ！』

　ロキが、右腕に極大の魔法力を高めていく。さらに圧縮を繰くり返して、濃のう密みつで凶悪なオーラの塊かたまりを作りだした。海面が激しく波立つほどの激しいオーラだ。

　さすがの俺もあのオーラの塊には、全身が震ふるえ上がるほどに強烈なものを感じてならない。あんなものを放たれたら、この一帯──いや、地図が塗ぬり替かえられるだろう。

　生なま唾つばを飲み込むほどに緊きん張ちようする場面で、俺の通信機器が震えだした。手に取らなくても誰からのものかは容易に想像はつく。

　何より、俺の手元に魔ま方ほう陣じんが展開して、あるものが転送されてきたしな。

　──ようやく、来やがったか……っ！

　俺は手元に送られてきた──一本の短剣を確認した。装そう飾しよくが施ほどこされ、柄つか頭がしらに宝玉が埋め込まれた短剣──。

　俺は思わず笑いが出てしまう。

「……くくく」

　俺の反応にロキが怪け訝げんそうにしていた。

「なあ、ロキよ。俺が何も用意してなかったとでも思うか？」

　俺は短剣をかがげて、呪じゆ文もんを唱える。

「──我が召しよう喚かんに応じよ、地母神ガイアの息子むすこにして、怪かい物ぶつの母エキドナの夫よ。偉い大だいなる怪物の王たる御おん身みを我が前に晒さらせッッ！」

　召喚の呪文と共に俺の横に巨きよ大だいな専用魔方陣が出現して、そこからどデカい何かが現れだすっ！

　全長三十メートルはあるであろう青色の肌はだを持つ巨人──。背中に翼つばさを生やし、上半身は人間のようであるが、下半身は蛇へびである。手には、どデカい矛ほこを持っていた。

　巨人が高笑いする。

『グワッハッハッ！　汝なんじの招きに応じたぞ、堕天使の長よっ！』

　豪ごう快かいな笑いと共にあり得ないほどの質量のオーラを辺りに撒まき散らす巨人。

　巨人の姿にさすがのロキも驚きよう愕がくしたようで声を震わせる。

『……まさか、そんなわけが……ッッ！　──テュポーンだと!?』

　そう、この巨人はギリシャ神話に登場する伝説の怪物──テュポーンだった。ケルベロス、オルトロス、ヒュドラ、邪じや龍りゆうラードゥンの父とされる魔物の王──。

　俺が手元で短剣をくるくると回しながら言う。

「ああ、そうだ。フェンリルと並んでこの世界でトップレベルの強者として名を連ねるバケモノの王、テュポーン。伝説のバケモノには伝説のバケモノだ」

　俺は、ゼウスに今回の一件を話すついでにとある言付けも頼たのんだ。

　それは、『テュポーンと契けい約やくを結ばせてほしい』ということだ。テュポーンはオリュンポスの神々でも大いに手を焼いたほどに危険な伝説の魔物だ。容易に話を振ふれば、どんなことが起こるかわかったものではない。何せ、タイフーン──暴風の語源にもなった魔物だからな。

　しかし、事が事のため、ゼウスはこれを承しよう諾だくしてくれた。テュポーンのほうも、俺に無理難題な条件を出してきたが、それを吞のみ込み、一度限りの契約を結んだ。

　そして、契約を結んだ上で、俺は自分の技術に取り込んだのだ。

　俺は短剣を構えて、教え子とその子供たちに言う。

「おまえら、よーく見ておけ。これが、人工神器セイクリツド・ギアの開発の祖そたる俺が見せる、疑似禁バランス・手ブレイカー──鬼カウンター手・バランスだッ！」

　俺の叫びに応じて、テュポーンも矛を力強く振り回した。

『よおおおぉぉぉぉしッッ！　大暴れといくかッッ！　他神話の神と戦えるなど、そうできたことではないからなッ！』

　テュポーンの巨きよ軀くが短剣の宝玉の輝きに呼応して、光り出すっ！　その光は俺の全身も包みだしたっ！

「──鬼バラン手ス・ア化ジヤストッッ！」

　力ある言葉のあとで、オーラが弾はじける！

　俺の全身は青と黒を基調とした禍々しい鎧に包まれており、手には三みつ叉またの矛を有していた。堕天使の漆しつ黒こくの翼が鎧の背部、腰よう部ぶ、脚きやく部ぶとあらゆるところから生えていく。

　俺は矛の先をロキに向ける。

「『破壊デイザスター・獣タイフーン・のビースト・王鎧アナザー・アーマー』──。好き勝手やってくれたな、ロキにＵＬども。この俺に散々余計なものを見せたんだ。それだけで十分に悪手だったと思い知ることだな。悪いが、俺はこの状況下で傍ぼう観かん者気取るほど、善い堕天使じゃねぇんだよ」

　そうさ、先日、アイリが見せた鬼カウンター手・バランスの現象。さっそく、それも俺の技術に応用させてもらったぜ。こういうのは自分で行き着いてこそなんだがな、今回みたいな緊きん急きゆう事態が発生すると想定したら、俺のプライドなんて考こう慮りよしてもいられない。

　こんなことで死ぬぐらいなら、大いに暴れさせてもらう方向で準備するさ。おかげで伝説の怪物を核かくにしても、一度ぐらいなら鬼カウンター手・バランスが使える人工神器セイクリツド・ギアを作り出せた。

『なめるな、堕天使風ふ情ぜいがッッ！』

　ロキが手に作りだしていた圧縮した魔法の一いち撃げきをこちらに放つっ！

　俺は逃にげずに正面から矛を構え、ロキの魔法の塊目め掛がけて──一気に振り下ろしたっ！

　矛の一振りは、ロキの強きよう烈れつな魔法の塊を両断するっ！　振り下ろしの余波は、眼下の海面にも届き、大きく海を両断していった。さらに海岸沿いにまで矛の勢いは及および、砂すな浜はまを深く抉えぐり、近くの山をも削けずり取っていく。

　軽く振り下ろした余波でこれだ。テュポーンの恐ろしさを体感できるな。ま、いまは俺の味方だ。存分に振るわせてもらおうか。

　ロキが怒いかりで肩かたを震わせていた。

『く……っ！　その程度で我が──』

「『我が──』なんだ？　聖書と北ほく欧おう神話、技術屋同士のケンカといこうか」

　俺はイッセーの子供たち──イクス、アイリ、漸、真を順番に見ていく。

　……俺は決めたんだよ。このイッセーの子供たちと出会ったときからな。

　──この子たちは、俺が必ず無事に元の時代へ送り届ける。

　何せ、俺のかわいい教え子たちの大事な子供なんだからよ。俺がひと肌脱ぬがなきゃ噓うそだろう？　ま、どうせ、おまえらのことだ、その期待も込みでこの時代の俺を頼たよったんだろう？

「たまには俺も暴れさせてもらうぜ？　何せ、堕おちた天バ使カどもの長だからよ？」

　未来から来た『ＵウＬル』と悪神ロキ、こいつらと俺たちによる最後の戦いの火ひ蓋ぶたが切られたのだった──。







　　　最終話　そして、明ち日ちへ







　未来から襲しゆう撃げきしてきたロキと俺たちとの本格的な戦い──空中での大決戦が始まって十数分が過ぎ去ろうとしていた。

「よっとっ！」

　俺の持つ三みつ叉またの槍やりが、ロキの展開する防ぼう御ぎよ魔法を破り、鎧よろいすらも砕くだいていく。

『…………くっ！』

　苦く渋じゆうの声を出すロキ。

　異世界の機械生命体──『ＵウＬル』の技術で誕生した新たなフェンリルを自らの鎧と化したロキだったが……。人工神器セイクリツド・ギアの疑似禁バランス・手ブレイカー──鬼カウンター手・バランスによって生み出された一度限りの全身鎧プレート・アーマーを装着した俺が、奴やつのご自じ慢まんであろうおニューの鎧を幾いく度どとなく破は壊かいしてやっていた。そのたびに奴は鎧を再形成しているけどな。

　ただ、こちらが圧あつ倒とう的に優勢というわけでもなかった。腐くさっても伝説の魔物──フェンリルの改良型と一体化した悪神だ、その力は恐ろしいほどに強大である。

　奴の放つただのオーラの波動ですら、海を割り、近きん隣りんの山を粉ふん砕さいする。魔法となれば、夜空一面に灼しやく熱ねつの炎ほのおが乱れ舞まい、海面を広こう範はん囲いに凍こおり付かせるほどだった。

　魔物の王ことテュポーンと契約した俺の『破壊デイザスター・獣タイフーン・のビースト・王鎧アナザー・アーマー』の力を以もつてしても御ぎよしきれるものでもない。

　だが──。

「はっ！」

「おりゃあっ！」

　ロキの背後に近づいていたイクスの一いつ閃せん！　それをサポートするかのようにイッセーの特大ドラゴンショットが鋭するどく撃うち放たれる。

『うぬぅぅっ！　小こ癪しやくな連中だっ！　何度も何度もッ！』

　ロキはイクスの一撃を受けてもなお紅べに髪がみの少年をオーラで吹ふき飛ばし、襲おそいかかってきたドラゴンショットをまともに浴びてもすぐに体勢を立て直す。

　オカルト研究部のメンバーと、未来の子供たちがロキの周囲に集つどう。奴を覆おおうような形だ。隙すきあらばすぐにでも斬きり込んでやろうと言わんばかりの陣形だった。

　イッセーたちと、その子供たちがいてくれたおかげで、俺は人工神器セイクリツド・ギアの力を遺い憾かんなく発揮できていた。そう、テュポーンから借りた力をオフェンスにのみ集中できたので、ロキを徐じよ々じよに追い詰つめることに成功できたのだ。

　俺と奴が戦い、隙が生まれたところでイッセーたちが攻めていく。そこに俺が攻撃を与あたえていく戦法で確実にロキの戦力を削そいでいった。単純だが、相手が単独だったために効果は絶大だ。

　ロキは幾度となく俺の三みつ叉またの槍に鎧を抉られては再構築させていたが……。鎧の形成は徐々にだが修復速度を弱めており、奴自身も肩で息をし始めている。

　ロキの魔法力が、神の名に恥はじないものだとしてもだ。あれほど、凶きよう悪あくなメタルフェンリルの力を継けい続ぞくさせながら、何度も再構築すれば消しよう耗もうもバカにならないだろう。しかも、強力な魔法も連発していた。神といえど、限界は見えてくる。

　イッセーの子供たちは、未来で神クラスと戦っているせいか、戦力を削いで疲ひ弊へいさせるやり方にも慣れていた。親であるイッセーたちも一度ロキたちと戦っていたせいか、悪神の攻撃に対応できている。

　何よりも初めてだというのに、オカ研のメンツと子供たちでうまく攻撃の連係が取れていたのが戦せん況きようを一層好転させてくれていた。深い事情を知らぬとはいえ、すぐに連係が取れるところに目には見えない親子の絆きずなを感じてならない。戦せん闘とう中だというのに、目を見張る場面が俺的に多々あったぞ。

『……貴様たちはどこまでこのロキを……ッッ！　あの時代でも、この時代でも、どうして我が希求の邪じや魔ま立てをする……ッッ！　他勢力と繫つながったことにより、ねじ曲がったアースガルズの、北欧神話の、ひいてはすべての神族の罪をっ！　この私自身が神ラ々グのナ黄ロ昏クを起こすことで断罪する！　断罪できるっ！』

　苛いら立だった叫さけびを放つロキ。

　ロキの苛立ちは奴が身に纏まとうオーラの具合からも見て取れる。禍まが々まがしいオーラが激しく揺ゆらいでいた。

　俺は嘆なげくように息を吐はく。

「よく言うぜ。そのためにまったく関係ないところから力を借りるとはよ。機械なら、別ってか？」

　以前、俺たちの目の前に現れたとき、こいつは他勢力と繫がるオーディンを憂うれいて、北欧神話の悪トリツク神スターたる観点から襲撃をしてきた。そのときは悪の神らしいというか、こいつなりの『正義』があった。

　だが、目の前のロキはそれをあまり感じさせない。全身から怨えん恨こんめいたものを解き放ち続けていた。

　俺たちにやられたあと、数十年牢ろう獄ごくにぶち込まれて価値観が崩ほう壊かいした？　それとも、異世界の技術、思想に飲み込まれたとでもいうのか？

　……案外、両方の要素が程よく脳みそごとシェイクして混ざっちまったんだろうな。だから、『ＵウＬル』の技術を取り込みつつ、時間転移──この時代に飛んできたんだろう。本来のロキならば、北欧神話以外のものを取り込むなんてことを考えもしないだろうさ。

　ま、こいつの思想の転てん換かん期きなんてものをいま思し慮りよしても仕方ない。まずは捕とらえて、未来のアーシアにかかった呪のろいの解き方でもご教示願おうかね。

　俺が手をあげて、一気に仕留めるぞと号令を戦闘メンバーにかけようとしたときだった。

　この一帯に俺が張った強固な結界、その一角に綻ほころびが生じ始める。空中に亀き裂れつのようなものが生まれて、それが広がり、穴となる。そこから人型の『ＵウＬル』──青色のボディを持つ『四インヴエイド・将フアナテイツク』ルマ・イドゥラが出現した！

　ルマ・イドゥラはこちらの様子を確認して、バイザー形の目を光らせた。

【……どうやら、こちらも大いに苦戦しているようだ】

　奴は機械音声でそう漏もらした。

　……俺の張った結界に乱入できるなんてな。異世界の技術か、それともこいつ自身の特性か。──と、ルマ・イドゥラの野や郎ろう、全身がボロボロじゃねぇか。あらゆる部位が破壊されており、バチバチと火花が散っていた。

　こいつ、未来から来たギャスパーと戦っていたはずだが……。損傷具合は、ギャスパーにやられたものだろう。ここに来たということは……逃げたと見るのが妥だ当とうか。あの異様なオーラを有したギャスパーが、負けるとも思えない。いちおう、イッセーの娘むすめが二人もついていたしな。

　などと推察していたとき、転移型の魔ま方ほう陣じんが空中に展開してそこからギャスパー、レイヴェルの娘──ロベルティナ、ロスヴァイセの娘──ヘルムヴィーゲが追うように参上した。もちろん、イッセーたちに知られぬよう三人とも仮面を着けていた。

　ギャスパーが俺のもとに降りてくる。

　俺は皮肉げに言った。

「おまえでも手こずるほどか？」

　いくら『四インヴエイド・将フアナテイツク』の一角とはいえ、超ちよう越えつ者となったギャスパーが、苦戦するほどの者ではないと踏ふんでいたのだが……。ゆえにただ逃げられたわけでもないだろう。

　ギャスパーが言う。

「……申し訳ありません。どうやら、奴の本体が来ていたようでしてね」

　本体？　疑問に駆かられる俺だったが……。

　ルマ・イドゥラがロキのもとに降り立った。

【……ロキ殿どの、我々はもうひとつのプランを発動する】

　ルマ・イドゥラの一言を聞き、ロキは鎧のマスクを解いて素す顔がおを覗のぞかせた。その表情は狂きよう喜きの笑みを作りだしていた。

『──あれか。……ふふふ、まあ、こうなればそれもまた一興かもしれない。この者たちが滅ほろびるのが早いか遅おそいかの違ちがいに過ぎないのだからな』

　言うなり、ルマ・イドゥラがバイザーの目を怪あやしく輝かがやかせる。

　──すると、再び空に亀裂が走った。ただし、今回は先ほどルマ・イドゥラが出現してきたときとは比べものにならないほどに巨きよ大だいな大きな空間の裂さけ目だ！

　大きく開かれた空間の穴から、想像を超こえたスケールの物体が姿を現す！　裂け目より徐々にその巨体を潜くぐらせてくるのは──青色の戦せん艦かんだった！　空を飛ぶ戦艦！　艦首は鳥のくちばしを思わせるように鋭く、船体には部隊のマークか、主あるじを示すシンボルか知れないが、不気味な紋もん様ようが大きく描えがかれていた。

　ついにはこの空域に全体が露あらわになるが……少なくとも三百メートルはあるであろう飛行戦艦！　こいつは、とんでもないものが現れたもんだぜ……っ！

「な、なんだこりゃあああっ！」

　予期せぬ飛行戦艦の登場にイッセーも驚おどろいて声を出していた。

　俺も声を出して驚きたいところだが……これがギャスパーの言うルマ・イドゥラの本体とやらか？　ギャスパーに視線を送れば、無言でうなずいて応じてくれた。

「人型の奴を何度破壊しても、そのたびに同一の『ＵウＬル』が転移してきました。その時点で気づくべきでした。『ＵウＬル』の幹部には巨大な本体を核かくとして、普ふ段だんは人型サイズの分身体で活動する者が何体かいます。ルマ・イドゥラがその一体だとは、今回初めて知りました。……こちらの諜ちよう報ほう不足です」

　ってことは、ルマ・イドゥラはあの戦艦が本体の機械生命体ということか……。

　ルマ・イドゥラがギャスパーに言う。

【悪いな、『時アイと空オーン間の・タイ覇者クーン』よ。私は本体を壊こわされない限り、何度でもこのボディがあの艦より供給されるのだ。私を倒たおしたければ、本体を消し去るといいだろう】

　ルマ・イドゥラは続いて手をあげる格好となった。それに応じて、巨大な飛行戦艦──奴の本体に変化が生じる。くちばしのような船首が、華はなが咲さくように開き始めたからだ！

　船首が開かれた先にあったのは──恐おそろしくデカい発射口だったっ！

　ルマ・イドゥラは発射口を前にして、高らかに言う。

【我が本体の一撃は、次元、時空すらも越こえて目標を破壊する。──この場にて、動力源が続く限り、あらゆる過去の事象に向けて砲ほう撃げきを放とうではないか】

　──ッ！　な、なんてことを考えてやがるッ！　時空すら飛び越える砲撃で、過去の歴史に一撃を放つってのか！　おそらく、いや、絶対に神話に関することだけじゃなく、人の歴史にすら砲撃を加えるつもりだ！　そんなことになったら……いくつ世界線が生まれるかわかったもんじゃない！　神話の過去の出来事に関かん与よするだけでもマズいのに、人間の歴史にまで介かい入にゆうされたんじゃ、たまったもんじゃない！

　そうこうしているうちに巨大な発射口が動き出して、エネルギーが集まり始めていた！

　俺は全員に向かって叫んだ。

「おまえらッ！　あれを止めないと……あらゆる世界が暗黒に包まれるっ！　絶対に止めろォォッ！」

『了りよう解かいッ！』

　全員があの戦艦の挙動に畏い怖ふを感じていたのだろう。俺の号令と共にすぐさま飛び出していく格好となってくれた。俺とギャスパーもイッセーたちに続く。

　しかし、飛行戦艦の船体からはルマ・イドゥラと同一の人型機械生命体が複数に射出されてくるっ！　一体一体がルマ・イドゥラ、ガルヴァルダン級だとしたら、こいつらを相手にしているだけで手て一いつ杯ぱいとなるだろう！

　現にルマ・イドゥラの分身体どもが放つ砲撃と遠えん隔かく操作の武装にイッセーたちも子供たちも本気で対たい峙じするしかなく、戦艦に近づく余よ裕ゆうは微み塵じんもなかった。

　テュポーンの鎧よろいを着込む俺なら、この分身体どもを相手にできているが……こっちの人工神器セイクリツド・ギアも無む尽じん蔵ぞうというわけではない。俺の体力と精神のバランスが崩くずれれば、一気に鎧は解かれるだろう。魔物の王を神器セイクリツド・ギアに留とどめるってのは予想以上にキツいんでね。

　イクスとアイリは砲撃を躱かわし、遠隔操作の攻撃も撃うち落として叫ぶ。

「クソッ！　あんなのが撃たれたら歴史が狂くるってしまう！」

「冗じよう談だんじゃないわっ！　ここまで来て私たちの時代の戦乱が混迷の一いつ途とをたどるだなんて……ッッ！」

　イッセー、ゼノヴィア、イリナ、木き場ばもルマ・イドゥラの分身体を相手に苦戦していた。

「よくわからねぇけど、あれをぶっ放されたらマズいのはわかるぜっ！」

「ああ、なんとかあの戦艦を壊したいところだが……」

「このロボットさんたち、とんでもなく強いんだものっ！」

「……これじゃ、僕たちが戦艦にたどり着く前に発射されてしまうっ！」

　イッセーたちも、子供たちも、懸けん命めいに立ち向かってはくれるが──。

『ハハハッ！　赤せき龍りゆう帝ていの一派め！　あの砲撃の邪じや魔まはさせんっ！』

　この状じよう況きようでロキが調子を戻もどして、戦線に加わってきやがった！

　くっ！　テュポーンの鎧と、ギャスパーの超越した力があれば、時間さえあるならこのルマ・イドゥラの分身体どもを打だ倒とうできるだろう。だが、あの砲撃を止めるまでに間に合わない！　こうなれば俺の鬼カウンター手・バランスを全解放して、強きよう烈れつな一発であの戦艦に一撃を加えるしかないだろう！

　俺が覚かく悟ごを決めるなかで、最悪の状況はさらに悪化していく。

　──飛行戦艦を強固そうな青色のバリアーが覆おおいだした！

　くそったれがっ！　バリアーを張りやがった！　そりゃ、あれだけの規模の戦艦なら、バリアーのひとつやふたつはあるだろうよ！

　だが、一か八か俺の鬼カウンター手・バランスの全解放を試すしかない！　そうしなければ歴史が、未来が──。

　テュポーンの鎧のリミッターを外そうとしたときだった。突とつ如じよ、この一帯が何か強力な力場に覆われる感覚を覚える。見れば、イッセーたち、この時代の者たちが一いつ斉せいに時間を停とめられて、その場で固まっていた。動いているのは、俺を抜ぬかすと、イッセーの子供たち、未来から来た者ばかりだ。

　ギャスパーのほうに視線を向けると、奴やつが全身に強大なオーラを纏まとい、赤い双そう眸ぼうを激しく輝かせていた。ギャスパーが時間を停止した？

　戦艦の発射口も動きを止められていたが……ロキとルマ・イドゥラは動いている！

『これは？』

【ギャスパー・バロールの時間停止か？】

　状況の変化に奴らも気づいたようだった。

　動く者と停まった者が分かれるなかで、ギャスパーが苦笑する。

「……どうやら、到とう着ちやくのようだ。アザゼル先生、『対応策』のご登場です」

　ギャスパーの視線の先を目で追うと──。宙に特とく殊しゆな転移型魔方陣が展開していた。時計の針を思わす紋様が、逆回転に激しく回り始める。

　転移型の魔方陣より現れたのは──金きん髪ぱつの少女だった。赤い双眸と、独特の雰ふん囲い気きはギャスパー同様の吸血鬼ヴアンパイアを感じさせる。

　吸血鬼ヴアンパイアの少女はスカートの裾すそをあげて、あいさつをくれた。

「ごきげんよう、皆みなさま。私は兵ひよう藤どう一いつ誠せいの娘、エルネスティーネと申します」

　あいさつをしたのち、少女はかわいく微笑ほほえみ、こう言い放つ。

「──父をお連れ致いたしました」

　刹せつ那な、少女の背後にどデカいサイズの転移型魔方陣が出現する。魔方陣の紋様は──グレモリーっ！　そこから、潜ってきたのは百メートルはあろうかという、巨大なドラゴンっ！　鱗うろこの色は真紅──。

　その光景にルマ・イドゥラの機械音声が震ふるえた。

【…………ッッ！　赤龍帝、兵藤一誠ッ！】

　ロキも巨体を有する紅あかいドラゴンの登場に心から戦せん慄りつしているようだった。

『うぅっ！　ま、まさか、追ってきたというのか……っ!?』

　魔方陣から出現した巨大なドラゴンは大きな口を開けて咆ほう哮こうするっ！

《オッパイイィィィィイイイインッッ!!》

　…………。

　……イ、イッセー!?　イッセーなんだな!?　そ、そのよくわからない卑ひ猥わいな鳴き声を聞いて一発でイッセーだってわかったぞ！　そんな頭の悪い鳴き声を放つドラゴンがいるとしたら、イッセー以外いるはずがないっ！　鳴き声で認識する俺だった！

　ギャスパーが吸血鬼ヴアンパイアの少女──エルネスティーネに言う。

「エルネスティーネ、さすがは私の一番弟子だ。カルンスタイン家の血筋は伊だ達てではないな」

「はい、ヴラディ先生。お父さまを無事この地にお連れ致しました」

　巨大なドラゴン──未来のイッセーは、ギャスパーに言う。

《ギャー助すけ、おまえがついていながら随ずい分ぶんと手こずったようだな？　俺の子供たちがまた足を引っ張ったか？》

「いえ、私が至らなかっただけのことです」

　機械の生命体であろうとも、ビビっているのがわかるほどに全身を震わせているルマ・イドゥラ。

【なぜ、赤龍帝がここにいるのだ？　こちらの作戦通りであるならば、我が主と全面戦争をしているはず……っ！】

　エルネスティーネがくすりと小さく笑った。

「レッズォ・ロアドですか？　その方となら、さっきまでお父さまが戦っておいででしたよ？」

　巨大なドラゴン──イッセーがデカい指で摘つまんでいるのは、機械仕じ掛かけの腕うでだ。

「──腕を残して撤てつ退たいされたようですけれど」

　エルネスティーネの言葉にルマ・イドゥラは絶句しているようだった。

【…………ッッ！　神のごとき強さを誇ほこる七曜のあの方の腕をちぎったというのか……ッ！　紅いバケモノめが……ッ！】

　ルマ・イドゥラの一言にドラゴンのイッセーが口くちの端はを笑ませる。

《ああ、よく言われる。あとはおまえたちの始末だな、ロキ、ルマ・イドゥラ》

　しかし、一転して、その表情とオーラは憤ふん怒ぬに包まれていた。頭がおかしくなりそうなほどの質量、迫はく力りよくのオーラがこの一帯を激しく支配していった。

《──アーシアに手を出したんだ。神だろうが、許すはずねぇだろ……っっ！》

　そこには絶対の自信と無敵の力を溢あふれさせる真しん紅くの龍帝がいた──。

　どうやら、イッセーは奴らの親玉に対処していたせいで、呪のろいを受けたアーシアのもとに来られなかったようだな。事件の根源とも言えるところとやり合っていたとは、なんともこいつらしい！

【動けェェェェェェッッ！】

　ルマ・イドゥラが力を解き放つように全身を輝かがやかせると、それに呼応して、停止していたはずの戦せん艦かん──本体が動き出した！　無理矢理、力でもってギャスパーの能力を打ち破ったのだろうか？　腐くさっても七曜の一角レッズォ・ロアドの『四インヴエイド・将フアナテイツク』最強というべきか。

　発射口が再び鳴動して、チャージを再開させるが──。

　ドラゴンのイッセーが、腹部を大きく膨ふくらませた。次の瞬しゆん間かん、あり得ない規模の極大な火か炎えんの球が口から吐はき出されて、戦艦の発射口に撃ち込まれていくッ！　船体を守るバリアーなど為なす術すべもなく、打ち破られていた。

　空一面を覆う大だい爆ばく発はつっ！　余波で海面が激しく波立ち、近くの山の木々も衝しよう撃げきで薙なぎ倒たおされていくほどだった。

　爆ばく煙えんが止やんだ先には──半はん壊かいした戦艦、ルマ・イドゥラ本体の姿があった。あらゆるところから煙けむりをあげて、船体は徐じよ々じよに高度を下げていく。機能は停止寸前といったところだった。濃のう密みつなオーラを含ふくんだ、とんでもねぇ火炎の一発だった。こりゃ、神クラスでも安易に受けられる代物じゃない。

　この結果にルマ・イドゥラはこう漏もらす。

【…………ロキ殿どの、この者たちを相手にするのは分が悪すぎる。一いつ旦たん、撤退──】

　言い切る前にルマ・イドゥラの全身を──本体の船体も含めて、光の縄なわが縛しばり上げていく。

　その光の縄は俺が発動させた術式だった。

【──これは!?】

　驚おどろき、まるで抵てい抗こうできないでいるルマ・イドゥラに俺が言った。

「おまえら用の捕ほ縛ばく結界だ。俺が何度おまえたちとの戦場で結界を張っていたと思う？」

　俺の言葉にルマ・イドゥラは得心したようだった。

【……我らを捕とらえる術式を戦いながら解かい析せき、構築していたのか。……なるほど、赤龍帝の子供たちがこの時代に来てまで貴公を頼たよるわけだな】

　そう、俺はこいつら『ＵウＬル』との戦せん闘とうで、毎度のように結界を張っていた。それは、周囲の崩ほう壊かいを防ぐ意味合いもあったのだが、同時にこいつらの攻こう撃げき方法、こいつらへの対応策を探さぐっていた。結界に残った情報から、俺なりにいろいろと練らせてもらったぜ。光の縄はそのひとつだ。テュポーンの鎧の効果もあって、戦艦も丸ごと捕縛できた。

　ルマ・イドゥラの周囲にイッセーの子供たちが集つどっていく。全員、戦意むんむんであり、ルマ・イドゥラが少しでも怪あやしい動きを見せれば、本体である戦艦を破壊する姿勢だ。

『くっ！　私だけでも──』

　戦せん況きようが敗色濃のう厚こうだと判断したロキは、この場から去ろうと逃にげ出す格好となる！

　だが、それをすでに察知していたのか、奴に回り込むようにイクスとアイリが待ち構えていた。

　莫ばく大だいな滅ほろびのオーラを纏うイクスの真スカー紅レツト・剣ブレードが高速で振ふり下ろされる！　ロキの鎧は、奴自身疲ひ弊へいしている上に真っ正面から受けたせいか、イクスの一撃で破壊されていった。

「アーシア母さんの仇かたきだ。──ただで帰すと思っていたか？」

　イクスの一言は怒いかりに満ち満ちていた。その姿勢は、やはりイッセーの息子むすこである。

　ギャスパーがロキとルマ・イドゥラに言う。

「なぜ、私がおまえたちだけ時を停めなかったかわかるか？　その身でもって学んで欲しかったからだ」

　続いてアイリが、生身となったロキに突つっ込んでいく。アイリの背後にはドラゴンのシルエット──怒りに燃える未来のファーブニルのオーラが滾たぎっていた。

「あんたはお母さんをいじめたっ！」

『アーシアたんをいじめたッッ！』

「『絶対に許さないッッ！』」

　アイリとファーブニルは声を重ね、怒りも重ね、オーラ、感情、すべてを乗せた拳こぶしをロキの腹部に鋭するどく、深くぶち込んでいく。その一撃はまさにイッセーの娘むすめだった。

　絶大なインパクトの衝撃は、この宙域一帯に広がっていった──。

　空中で体をくの字に曲げるロキ。悪神であろうとも、いまの一撃は無事では済まないだろう。

『……バ、バカな……っっ』

　それだけ言い残して、ロキは海に落下していった。

　捕縛されたルマ・イドゥラ、海面に漂ただようロキを見て、ギャスパーが先ほどの言葉の真意を口にする。

「悪神ロキ、そして異世界から来た『ＵウＬル』よ。──おまえたちはグレモリー眷けん属ぞくと赤龍帝一家に触ふれたときに詰つんでいたのだ。我らの平和を踏ふみにじる者は、何なん人ぴとたりとも許されない」

　その言葉の通り、彼らの大事な者を傷つけた奴やつらは──この時代まで追いかけられて、ぶっ倒されていった。

　どの時代でも、絶対に触れちゃいけないものってのはいるもんだぜ？　未来のロキよ、異世界の機械生命体──『ＵウＬル』よ。







　戦闘が終わり、一息つく俺たち。俺も鎧よろいをすぐに解いた。あとでテュポーンにお礼の品を渡わたそうか。……どうやら、要求は大したものでもなさそうだが。

　俺と未来から来たメンツは、この時代の者たちを置いて、遠方の山中に移動していた。

　この時代のイッセーたちオカ研メンバーは停止が解かれたあとも気絶したままだった。これ以上見られちゃマズいので、気を失ってもらったのだ。先ほど戦闘をしていた浜はま辺べで仲良く寝ねてもらっている。あれだけ共闘してもらっておいて、この扱あつかいは酷ひどいかもしれないが……これも未来のためだ。悪いな、おまえたち。

　他のイッセーの子供たち──紅くれない、白しら雪ゆき、黒くろ茨ばらも合流して、未来から来たメンバーは一堂に会していた。この時代を訪おとずれた子供が十人も揃そろうと圧巻だな。

　──と、俺は宙を漂う未来の教え子、巨きよ大だいなドラゴンとなったイッセーに言う。

「随分変わっちまったようだ」

《ハハハ、大がかりな移動にはこっちの姿が適しているので》

　豪ごう快かいに笑う未来のイッセー。三十年後のドラゴンの姿でも、笑い方は今のこいつと一いつ緒しよだな。

　大人になった元の姿のおまえを見たかったが……それは贅ぜい沢たくってやつか。どデカいドラゴンの姿を見ただけでいまは満足しよう。

　捕らえたロキ（気を失っている）を早さつ速そく解析していたロベルティナ、ヘルムヴィーゲが、声を弾はずませた。

「お父さま、ロキの解析はほぼほぼ済んでおりますわ」

「──アーシアお母さんにかかった呪いの解かい呪じゆも時間の問題かと！」

　──っ！　おおっ、ロキからある程度引き出せたか！　じゃあ、あとは捕らえたロキに口を割らせればいいだけだろう。

　この報告に漸ゼン、真シンが涙なみだする。

「よかった……っ！」

「うぅ、ここまで来たかいがあったね」

　黒茨、白雪も抱だき合いながら号ごう泣きゆうしていた。

「にゃあああああんっ！　良かったにゃぁぁっ！」

「……うん！　良かった！」

　アイリはポロポロと涙しながらも、笑みを浮うかべて言った。

「……お母さん、目が覚めたら兵藤家直伝のおかゆを作ってあげなきゃ」

　長男の紅が、距きよ離りを置いて背中を見せるイクスの肩かたを抱く。

「来てよかったな」

「…………うん」

　イクスの声は涙で震ふるえていた。歓かん喜きと安あん堵どの涙を流しているのだろう。それを他の兄弟に見られたくなかったのだ。気き丈じように振る舞まい、果か敢かんに戦った紅べに髪がみの剣けん士しも、まだ家族に甘えていい歳としの少年だ。

　その光景を微笑ほほえましく見守るギャスパーが言う。

「あとは私がこの時代で後始末をして終わりとなるでしょうね」

　なるほど、時間を支配するギャスパーがこの時代に残り、『ＵウＬル』やイッセーの子供たちの痕こん跡せきを消すということか。

　実は、砂浜に置いてきたイッセーたちの記き憶おくは、すでに俺やギャスパーたちが改ざんしている。あいつらの記憶では、グリゴリの用意した謎なぞのエージェント集団と共に古代兵器のバケモノを倒したことになっているだろう。

　残念だが、子供たちと会うのは、十数年後のお楽しみということにしてもらった。

　あとは、リアスを含む事件に関かん与よした者たちの記憶の改ざんだろうな。それは俺も協力していくつもりだ。

　ちなみに捕らえたルマ・イドゥラはすでに未来に転送済みだ。あっちで始まった事件は、あっちで裁いてもらおう。

　──そして、別れの時が来た。

　ドラゴンのイッセーとその子供たちは足あし下もとに時間転移の魔ま方ほう陣じんを展開させていた。

　俺は──あえて会話を求めなかった。これ以上、俺が未来の事情を知るのはよくないだろうしな。それはこいつらも理解しているようで、余計なことは口にしなかった。

　魔方陣の輝かがやきが増すなかでイッセーが一言だけ述べる。

《先生、それでは》

「おまえたちの子供や成長したおまえに会えて良かったぜ」

　簡素な別れの言葉。笑みを交かわす俺とイッセー。

　ああ、これで十分だ。「あれからどうだった？」──とか、「いまの暮らしはどうだ？」──とか、そういうのはこんな状況で訊きくものじゃない。

　きちんとしたこの世界の未さ来きで、おまえと語り合いたいからな。そのことは、目の前のイッセーもわかってくれているようだった。

　転移の輝きがさらに増していく。イクスが俺に頭を下げた。

「初代総そう督とく！　お世話になりました！」

「ああ」

「また会えますよね？　俺の相談、今度こそ聞いてください」

「エロ話に耐たい性せいつけておけよ？」

　俺の一言にイクスはかわいらしく顔を赤くして笑った。

　転移の魔方陣が最後の閃せん光こうを放つなかで、子供たちが一いつ斉せいに叫さけんだ。

『さようなら！』

　最後の最後にドラゴンのイッセーが例の咆ほう哮こうをあげる。

《オッパイイイイィィィィン》

　彼らは、俺とギャスパーを残して未来に帰っていく。

　ったく、未来でも変わらず『おっぱいドラゴン』のままか。それがわかっただけでも、十分に収しゆう穫かくだぜ、おまえら。

　こうして、短くも濃密な俺の不思議な体験は終しゆう焉えんを迎むかえる──。




　　　　　─Ｄ×Ｄ─




　あれから、十日が過ぎた。

　俺は昼下がりの公園のベンチで、チョコバーをかじりながら空を眺ながめていた。

　未来から来たギャスパーも用事をすべて終えたのち、俺にあいさつをくれてから、元の時代に帰っていった。記憶の改ざんやら、後始末やらはどうにか片付いたようだ。

　帰り際のギャスパーに、俺は訊いた。

『……俺や各勢力の代表たちの記憶は消さなくていいのか？』

　そう、俺だけじゃなくて、サーゼクスやオーディンたち、信しん頼らいを寄せるＶＩＰは今回のことを知り得ている。その上でテュポーンとの契けい約やくの件も含ふくめて、協力してもらったからな。

　この問いにギャスパーは意味深な笑みを見せるだけだった。

　……案外、ＶＩＰ相手──俺にも、知らぬ間に何かをしたのかもしれない。超ちよう越えつ者に数えられる未来のギャスパーであるなら、俺たち超常の存在が相手でも予防線を張っていておかしくないだろう。

　もしかしたら、いま俺の有している記憶ですら──。

　だが、ギャスパーは去り際ぎわにこれだけは明確に言い残していった。

『これだけは覚えておいてください。──近い将来、この世界にも「ＵウＬル」どもは襲しゆう来らいしてくるでしょう。戦争になるやもしれませんが、最悪今回のような事件だけは二度と起こしたくありません。そのために私たちは来たのですから』

　その言葉から、イクスやギャスパーたちは今回起きた時間転移の事件を未然に防ぐ何かを残していったのかもしれないな。つまり、この時代の歴史では、今回の時間転移は起きないかもしれないってことだ。

　……かもしれない、ばかりで要領を得ないな。

　苦笑する俺だったが、買い物に出していたイッセーとアーシアが、コンビニの袋ふくろを下げたまま、公園の入り口で老ろう女ばに話しかけられている姿が目に映り込んだ。

　気になって俺はそちらに歩み寄った。

　三人の会話が聞こえてくる。

　婆ばあさんは深く頭を下げて、アーシアに礼を述べていた。

「あのときのお嬢じようさん。その節はお世話になったねぇ」

　──っ。

　……得心する俺。ああ、この婆さんはあのときアイリが世話をした婆さんだ。

　まったく覚えのないアーシアはきょとんと頭に疑ぎ問もん符ふを浮かべているようだった。

「え？　……えーと」

　アーシアの反応を見て、イッセーが微笑む。

「やさしいアーシアのことだ、無意識のうちにこのお婆さんを助けたのかもな」

「そ、そうなのでしょうか……」

　首を傾かしげるアーシアだったが、婆さんはバッグから飴あめを取り出してアーシアに手て渡わたしていた。

「ありがとうね、お嬢さん」

　その光景に俺はついつい顔を綻ばせた。

　おまえたち、どうやら、取りこぼしがあったようだぜ？　でも、まあ、このぐらいはあいつらのことを覚えている者がいてもいいだろう。

　婆さんの対応を終えたイッセーとアーシアに俺は唐とう突とつに訊いた。

「なあ、イッセー、アーシア。──おまえらの子供、どんな名前になるんだろうな？」

　二人は途と端たんに顔を真っ赤にして、「な、何を言い出すんですか！」とウブな反応を見せてくれた。

　二人の姿についイタズラな笑みを浮かべてしまう俺だったが、背後からリアスと朱あけ乃のが注意をしてきた。

「ちょっと、アザゼル。二人に変なこと言わないでちょうだい」

「まったくですわ」

　振ふり返れば、オカ研──教え子たちが公園に集合していた。

　今日は皆みんなでちょっと遠くの海まで出かける予定だったのだ。

　俺は皆を見回す。もう、こいつらの記憶にあいつらはいない。でも、それは十数年の間だけだ。

「ほら、おまえら、海行くぞ海」

　さーて、今日は先のことなんて考えずにいこうか。




　　　　　─Ｄ×Ｄ─




　いま、語ったのが冒ぼう頭とうに述べたように要人の一部のみが知り得うる最高機密トツプシークレツトの顚てん末まつだ──。

　繰くり返すが、事の重要性から、決して表に出してはならないものだ。時が来れば、この情報が役に立つのもまた事実だろう。

　これが開示されないことを切に願いつつ、この記録を終しゆう了りようさせようか。

　…………って、どうせ見てるだろうから、最後に言うぜ？

　誰だれが相手だろうと勝てよ、おまえら。

　勝って、誰よりも平和に、幸せに暮らしやがれ。

　おまえらを先導した俺からの絶対の命令だぜ？







　　　Top Secret.







　三十年後に地球に襲来するであろう『Ｅエヴイ×ー・エＥトウルデ』の邪じや神しんメルヴァゾアとその眷けん属ぞくの推定戦力である。




・邪神メルヴァゾアの戦せん闘とう力はオーフィス（完全）、又またはグレートレッドを遥はるかに超こえる。

・不死身、死を超越しているため（転生術及および存在の概がい念ねんを操作できる、並行世界の自身に干かん渉しようできる、時間を操るなど、「自分」をいくらでも存続できる）、善神レセトラスが一向にメルヴァゾアを倒たおせずに善と悪の神々の戦いは拮きつ抗こう状態になっている。

・メルヴァゾア側の本隊が、こちらの世界に干渉した場合の被ひ害がい想定は、未み曽ぞ有うのものになるとすでに結論づけている。しかもそれはメルヴァゾア単体でのことであり、邪神の眷属『羅ら睺ごう七しち曜よう』七柱すべてとも敵対した場合の必要戦力の用意は現時点で絶望的である。

・邪神メルヴァゾアには、二柱の兄きよう妹だいがいるとされている。兄の鬼き神しんレガルゼーヴァ、妹の魔ま神じんセラセルベスである。単体でもメルヴァゾアに劣おとらぬ力を持つとされる。

・鬼神レガルゼーヴァは眷属に『計けい都と天てん海かい』の二柱を有している。

・魔神セラセルベスの眷属は謎なぞが多く、数も正確に把は握あくしきれていないが、五柱のみ確認できている。

・『Ｅエヴイ×ー・エＥトウルデ』の邪神、鬼神、魔神の三柱とその眷属が同時に攻せめ込んできた場合、考こう慮りよする必要もなく、間ま違ちがいなく地球は破は壊かいされる──。
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